










































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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０．高たか神がみ柚ゆず香か・好きな瞬しゆん間かん（旧）：呪のろいをかけるとき






　俺とユズが顔見知りから親密な関係になったのは、大学時代──二回生の秋ごろだった。




　あの日、俺たちは大学の近くにある居酒屋で同じテーブルについていた。

　合コンの席だ。俺にとっては人生初の経験。俺はいわゆる『大学デビュー』組で、高校までは目立たない存在で、オシャレにも気を遣つかっていなかった。

　大学の入学式前に美容院で流は行やりの髪かみ型がたにしてもらい、服もほぼ全てそれっぽいものに入いれ替かえた。

　見た目はそれなりに整えたけど、生来のコミュ力の低さは、意識や憧あこがれ程度ではどうにもならない。

　生き真ま面じ目めと評される性しよう分ぶんも相まって、華はなやかな場にはまぁ、縁えんがなかった。

　だけど、あの日は違ちがった。

　同じ講義を受講している顔見知りが、「普ふ段だん、ノートを貸してくれるお礼に」と俺を合コンに誘さそってくれた。振ふり返かえれば単なる人数合わせだったけど、当日は、やっぱりワクワクしていたのを覚えている。

　集まったメンバーは同じ大学の同期生たちだ。

　顔は知っているけど話したことはない、くらいの距きよ離り感かんの奴やつがたくさんいる。

　席順は、男女が向かい合うように配置されていた。

　俺は、テーブルの端はし。

　ユズは、女性陣じんのド真ん中。

　一番通路側に近かった俺が、呼び出した店員に全員分のオーダーを伝える。

　ドリンクが来るまでの間に、定番（？）の自己紹しよう介かいが始まった。

　名前と学部、趣しゆ味みを言う程度の簡単なやつだ。

　特に趣しゆ味みらしい趣しゆ味みがなかった俺は「自分に合うものを探している最中です」と告げる。

　俺を誘さそった顔見知りが「まじめーっ！」と叫さけんだのをよく覚えている。

「こういう場では、ちょっと背せ伸のびしてそれっぽいこと言うもんだぜー。あ、ちなみにこいつのことみんな知ってる？」

　はい、と手を挙げたのはユズだった。

「知ってる知ってる。いつも前の方に座って、真面目にノート取ってるでしょ。テスト前になると大人気」

　他の女の子たちも、似たような感じで俺を認にん識しきしてくれていた。

　それ自体も嬉うれしかったけど、ユズに見られていると知った俺は、それだけで少しドキドキしていた。

　ユズ──高たか神がみ柚ゆず香かは、有名人だったから。

　美人で、明るくて、性格も良くて……色っぽい。

　俺にとっては高たか嶺ねの花で、仲良くなろうなんて最初から思っていなかったけど、ユズに自分を知ってもらえたことは単純に嬉うれしかった。

　でも、俺が合コンの場で目立てたのは、それが最後。

　宴えん会かい慣れしている連中は積極的に目当ての女子に絡からむし、明るく笑わせる。

　女性陣じんも相づちを打つだけの俺より、話題をどんどん提供してくれる奴やつを当然、好む。

　俺はみんなのグラスを空にしないように注文を聞いたり、適当にツマミを頼たのんでいた。

「あれ、銀ぎん。お前、もう酒飲まないの？」

「一杯ぱい以上飲むと、ダメなんだ」

　俺を誘さそった顔見知りの男は、大して仲が良いいわけでもないのに、俺を下の名前で呼ぶ。

　ひとによっては不快かもしれないが、俺自身はこれくらいの図ずう々ずうしさがある方がありがたい。

　それくらい、当時の俺は他人との距きよ離りを詰つめるのが苦手だった。

「…………」

「……？」

　ふと視線を感じてテーブルの方を見ると、ユズが俺を見ていた。

　目が合うと、ユズは微ほほ笑えんでくれた。
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　女性の視線に免めん疫えきがなかった俺は、それだけでめちゃくちゃドキドキする。

　──なんで俺を？　という戸と惑まどいもあったけど。

　そんな一幕もありつつ、飲み会は続く。

　後半になるとみんな酔よいも回り、話はなし振ぶりや話題に遠えん慮りよがなくなっていく。

　そんな中、男性陣じんからこんな声が上がった。

「なぁ、柚ゆず香か。今日は誰だれの家に泊とまるんだ？」

　んっ？　とユズは小首を傾かしげる。

「とぼけるなよー。今日は誰だれと寝ねる気分か、って話！」

　けっこう切り込んだ話題だけど、俺以外の参加者は男女問わず、笑っていた。

　そして、ユズも怒おこることなく、笑って「ん～」と悩なやむ。

「みんなおいしそうだし、気持ちよくしてくれそうだから悩なやんじゃうね～」

　これが、ユズの人気の理由だった。美人で明るくて、性格も良くて、何よりノリが良くて色っぽい女性なんだけど、それ以上に、ユズは『色事が大好きな奔ほん放ぽうな人物』として有名だった。

　曰いわく、付き合う前に寝ねるのは全然アリ。

「だって、シてみないと相あい性しようなんてわからないじゃん？　ナマでしたがる男は論外だけど、ちゃんと避ひ妊にんしてくれる男と寝ねてみるのは、一種のコミュニケーションツールでしょ。それも、すっごい優ゆう秀しゆうな手段。性格も人生経験も全部出るし」

　ひとによっては嫌けん悪お、軽けい蔑べつしそうな物言いだが、あまりにユズが堂々と言うものだから、「確かに一理ある」と受け入れられたのだとか。

　それに加えて、ユズは規格外のコミュ力モンスターだった。

　好こう奇き心しん旺おう盛せいで色々なサークルに顔を出すが、どのサークルでも男女問わず、あっという間に人気を獲かく得とくする。

　しかも、ユズを支持するのは男性だけではない。女性も、その魅み力りよくに惑まどわされる。

　ユズ自身が「あ、ちなみにあたし、女の子も好き。寝ねるのも全然アリ」というスタンスなのがこれまた猛もう威いを振ふるう。

　そんなだから、ユズが顔を出したいくつかのサークルは、残念ながらユズによって崩ほう壊かいしてしまったのだとか。

　男も女もユズに夢中になって、ユズの取り合いが発生して──という流れだ。

　別次元のサークルクラッシャー。魔ま性しようの女であるユズは『災害女子』として学内に名を馳はせている。同時に、『気が向けば抱だかせてくれる女子』として男性陣じんに大人気だ。

　だから今日も、酔よった男性陣じんは合コンの席でユズに期待を送る。

　俺以外のみんなは、ニヤニヤしながらユズの次の言葉を待っている。

　そんな中、ユズは明るく言った。

「期待してもらってるところ悪いんだけど、あたし、今日はデキない日なんだ。ごめんねっ」

　えぇ～っ、と男性陣じんから不満の声が、女性陣じんからは笑いが起きた。

「そんな日に合コンに来るんじゃねぇよ～……」

　男たちは心底、残念そうだ。

　一方、俺は少しホッとしていた。

　下ネタは苦手だった。ひとりだけ酔よいが浅いせいなのもあるだろうけど、さっきまでの異様な雰ふん囲い気きは居い心ごこ地ちが悪かったんだ。

　ユズにその気がないとわかった男共は他の女子たちに矛ほこ先さきを変えるけど、時間が足りない。

　店からラストオーダーの案内が来て、合コンはお開きとなった。




　ところが、俺とユズの夜は、そこで終わらなかった。

　全員から金を集めて会計を済ませたあと、ユズは「ねぇねぇ」と俺の服の裾すそをクイクイっと引っ張ってきた。

「羽は島しまくんさ、悪いんだけど、家まで送っていってくれない？」

「えっ……俺？」

「うん。みんな酔よっ払ぱらっちゃってるけど、キミは違ちがうでしょ？　近くだから、お願い」













　そんなわけで解散後、俺とユズは夜道を歩く。

　道すがら、ユズは緊きん張ちようする俺に何かと話題を振ふってくれた。

「今日はありがとねー。羽は島しまくん、ずっとみんなのお世話してくれてたでしょ」

「いや、それ、たまたまで……通路側の席だったし」

「だからって、なかなかできることじゃないよ。おかげでみんな、楽しく飲み食いできたんじゃないかな。あ、そうそう。羽は島しまくんが頼たのんでくれたジャガポテ、超ちようおいしかった！」

　明るい声で、にこやかに他人の良いいところをずっと言ってくれる。

　──だから、高たか神がみさんは人気者なんだろう。

　素す直なおに、そう感じた。

「友達からは銀ぎんって呼ばれてるの？」

「付き合いの長い奴やつは、そう呼んでくることが多いかな」

「いい名前だよね。すごく呼びやすい。あたしも銀ぎんって呼んでいい？」

　ユズは口下手な俺に構うことなく、どんどん距きよ離りを詰つめてくれる。

　断る理由は特になかった。人気者に名前で呼んでもらえて、悪い気分になるはずがなかった。

「銀ぎん、さっきから胸に少し視線を感じますけど？」

「……ごめん」

　ユズは、ショルダーバッグの肩かた紐ひもを斜ななめ掛がけにしていた。そのせいで、どうしても胸が目立つ。

　大きさもちょうどよさそうで、形が良いい。ついつい目が向いてしまっていた。

「ふふっ、いいけどね。目立つようにバッグ提さげているあたしも悪いんだし。パイスラって言うんだっけこれ？　女友達に『あざといからやめなよ』って言われるんだけどさー、こうしておかないと、鞄かばんがいっつもどっかにいっちゃうの。参っちゃうよね」

　話題はやっぱり際きわどいけど、ユズが言うと不快感はなかった。

　大したものだ、と俺は心中で感心していた。

「あ、ここ。あたしの家」

　ユズが指差したのは、学生向けに作られたワンルームのマンションだった。

「一人暮らしなんだ」

「そか。……じゃあ、俺はこれで」

「待った」

　ユズは俺の前に回り込む。距きよ離りが近かった。俺より背が低いから、ユズは自然と上うわ目め遣づかいになる。悪そうに、楽しそうに笑った。

「ちょっと上がっていってよ。……ねっ？」

　酔よいが軽く回っているせいか、瞳ひとみが薄うすく潤うるんで、頰ほおも赤く、色っぽい。

「ほら、いこいこ」

　返事に戸と惑まどっている間に、ユズは俺の背中を押して、俺を部屋へ押し込んでしまう。

　家に入ったユズは鞄かばんを適当なところに置いて、室内へ進んでいく。

　……お邪じや魔まします、と小声で呟つぶやいて、後に続く。

　もちろん、女性の部屋に入るのは初めてだった。

　ユズは、壁かべ際ぎわに設置しているシングルベッドに腰こし掛かけて、俺に微ほほ笑えみかける。

　所在なく棒立ちになっている俺を、隣となりに座らせた。

「急に誘さそってごめんね。……一応確かく認にんだけど、あたしの噂うわさ、知ってる？」

「……知ってる」

「それなら、話が早いね。今夜は銀ぎんがいいんだけど、いい？」

「でも、今日は、デキないんじゃ？」

「んふふ。ひとつ教えてあげる、銀ぎん」

　ユズは俺の頰ほおを撫なでて、色気たっぷりに微ほほ笑えんだ。

「女の子はね……上手に噓うそをつく生き物なんだよ」

　そう言って、ユズは静かに、形が整った薄うすい唇くちびるを重ねてきた。

　そしてすぐに、舌先を伸のばして俺の唇くちびるを割ってくる。

　驚おどろいた俺は、慌あわてて顔を離はなしてしまった。

「ごめん。初めてで……」

「知ってる。そんな感じ、してたから。……でも、あたしとシてみたいでしょ？」

　何もかもお見通しのユズは、自分の服の中に両りよう腕うでを入れる。そのまま器用に下着を外して、するりと服の中から抜ぬき取とった。

　レースのついたピンク色の可か愛わいらしい下着をベッドに放り投げて、くいっと胸を張る。

　さっき、歩いている途と中ちゆうに気になっていた胸を突つき出だされて、俺は赤面する。

「痛くしないなら触さわっていいよ。あたしの気持ちいいとこ、探してみて？」

　緊きん張ちようはしたけど、手が震ふるえたりはしなかった。指で軽く押してみると、服の上からでも弾だん力りよくがあった。不思議な感かん触しよくだった。初めて触さわるけど、いくら触さわっても、一生飽あきることはないだろうという妙みような確信がある。

「惜おしい。少しハズレ……んっ」

　指を動かして、硬かたいところを見つける。ユズは、ほぅっ……と、緩ゆるく息を吐はき出だした。

「そこ。正解。ふふ」

　それから、ユズの反応を見ながら夢中で胸に指を這はわせた。撫なでてみたり、軽く揉もんでみたり、さっき見つけた突とつ起きを軽く摘つまんでみたり、つついてみたり……。

　ユズは、そんな俺にずっと優やさしい視線を向けていた。余よ裕ゆうのある笑えみを絶やさなかった。

　でも、時折「んっ……」と声を上げて、切なそうに一いつ瞬しゆんだけ眉まゆを寄せたりもした。

　初めて体験する興奮が、そこにあった。

　いま思えば、あれは……征せい服ふく感かんだったんだろう。

　キスをしながら胸を撫なでると、ユズは「んっ……」と悩なやましげに喉のどを鳴らす。

　互たがいに背中に腕うでを回して、身体からだを密着させる。異性の肌はだがすぐそばにあることがとてつもなく心ここ地ちが良いいと俺が知ったのは、そのときだった。

　不慣れながら、舌を絡からめる濃のう厚こうなキスを交かわす。

　息苦しくなって中断すると、ユズは熱っぽい表情で見つめてきた。すると、俺の頭を撫なでながら、こんなことを言ってきた。

「ねぇ、銀ぎん……あたしね、初めてのひととするの大好きなんだ。大好物なんだよね。だって、可か愛わいいんだもん。でも、フェアじゃないから、ここから先をする前に確かく認にんしておくね」

　ユズはそのまま続ける。

「男の子はね、初めての女を絶対に忘れないらしいんだ。それって、女の子にとっては名めい誉よで光栄なことだけど、男の子にとっては一歩間ま違ちがえると呪のろいになる──と、あたしは思ってる」

　ユズはそこで、初めて不安そうな顔を見せた。

　小声で、囁ささやいてくる。

「……あたしでいい？」

　言外に、イイ子じゃない自分でもいいか、というニュアンスが感じ取れた。

　でも、俺の答えはすぐに決まった。即そく答とうに近かったと思う。

「今さら、止まれない。……っていうか、この状じよう況きようで言うの、ずるいだろ」

　えへっ、とユズは明るく笑った。

「だよねぇーっ！　それはほんと、ごめんっ！」

　ユズは俺の両りよう頰ほおに手を添そえて、再びキスをしてきた。

　ファーストキスと同じく、舌先が割って入ってくる。俺はそれを黙だまって受け入れる。

　しばらく、互たがいに唇くちびるを吸い合う行こう為いが続いた。

　ちゅぱっ、という音と唾だ液えきの糸を残して顔を離はなす。ユズは恍こう惚こつとした様子で、俺に告げた。

「選んでくれてありがと。……期待してね。すっっっごく気持ちよくしてあげるから」





＊＊＊






　当時のユズは奔ほん放ぽうな言動が目立つ女子だったけど、期待には応えるひとだった。

　ユズは宣言通りに、期待以上の快楽を刻み込んでくれた。

　女性と繫つながる悦よろこびを教えてくれた。




　あの夜を、俺はおそらく生しよう涯がい忘れない。

　……ユズと俺が正式に恋こい仲なかとなるのは、もうちょっと先のことだ。

　大学生活の終しゆう盤ばんに別れたあとも、俺たちの繫つながりは途と切ぎれなかった。

　色々と事情があって別れてしまったけど、終わったあとも『いい恋れん愛あいだった』と言い合えるくらい、俺たちは良いい関係にあった。

　だからだろう。

　別れるとき、ユズは微ほほ笑えみながら、こんな提案をしてきた。

「三十歳くらいになってお互たがい相手がいなかったら、結けつ婚こんしよっか」

　ユズはみんなに人気の、魅み力りよく的てきな女性だ。

　そんなユズに相手がいない未来なんて、まったく想像できなかった。

　俺と上手に別れるための、都合のいい、優やさしい噓うその可能性が高い。

　でも、ユズはそういう奴やつだから。

　恩人でもあるし、悪い気はしなかった。

「わかった。いいよ」

　──と言いつつ、ユズに素す敵てきな相手ができたときに傷付かないよう、本気には取らなかった。

　でも、連れん絡らくを返し続けたのは、もしかすると──未いまだに心のどこかで、ユズを大事に想おもっていたからなのかもしれない。








１．高たか神がみ柚ゆず香か・人生における後こう悔かい：失しつ恋れん






　そして今、高たか神がみ柚ゆず香かは──ユズは、再び俺の前に現れた。

「今日、泊とめてくれない？　いいよね？」

　茶目っ気たっぷりに両手を合わせたポーズ。それに笑え顔がおを添そえて、おねだりしてくる。

　その様子は、昔とまったく変わらない。

　でも、俺は違ちがう。

　ユズのことは悪く思っていないけど、今の俺には桐きり原はらがいる。

「ダメだ」

「えっ!?　うそぉっ!?　ダメなの!?」

　ユズは目を丸くしながら、両手を大きく広げて驚おどろきをアピールする。

　絵に描かいたような、外国人を彷ほう彿ふつとさせるオーバーリアクションだ。

「当たり前だ。逆に、なんでイケると思った？」

「だって、銀ぎんとあたしの仲だし……今、彼女いないでしょ？」

　内心、ウッと言葉に詰つまる。

　俺には桐きり原はらがいるが、桐きり原はらと俺の関係はもちろん、公おおやけにはできない。

　バレたら俺たちの関係も、俺たちの人生も終わりだ。また桐きり原はらを悲しませることになる。

　それに加えて、ユズは他人の懐ふところに入り込むのが天才的にうまい。好こう奇き心しんも強い。

　少しでも話せば、根ね掘ほり葉は掘ほり聞き出そうとするのも簡単に予想がつく。

　そんな奴やつが相手なんだ。俺に今、恋こい人びとがいることも隠かくした方がいい。

　桐きり原はらのためにも。自分のためにも。

　今はどうにかして、違ちがう理由でユズを帰さないといけない。

「彼女がいなくても、一人暮らしの男の家だぞ？　彼かれ氏しがいる奴やつを簡単に家に上げられるわけないだろう？」

「それなら、なーんも問題ないよ。もう別れてきたし」

「え……別れた？」

「うん。ほら……」

　言いながら、ユズはショルダーバッグからスマホを取り出す。

　画面を俺に見せようとする動作の途と中ちゆう、あっ！　と叫さけんだ。

「無理だ！　スマホの充じゆう電でん、切れてるんだった。証しよう拠こメッセージ、見せられないじゃん！」

　噓うそをついている気配はない。仮に噓うそだとしても、充じゆう電でんして電源がつけば一いつ瞬しゆんでバレる。

　おそらく、本当に別れてきたんだろう。

「今の彼かれ氏しとは、結けつ婚こん前提で同どう棲せいしてたんだよな？」

「彼かれ氏しじゃないの！　もう、元カレ！　……同どう棲せいの話はイエス」

「なのに、別れて、しかも家を追い出された？　……展開、早すぎだろ。なんでそんなにこじれたんだ」

「それは……話したいし、聞いてもらいたいけど、ここ、外だし……」

「…………」

　もう、夜も遅おそい。外で話していると近所迷めい惑わくにもなるだろう。

　そんな時間に薄うす着ぎのまま、しかもスマホの充じゆう電でんが切れている状態で放り出すのは、さすがに心配だ。何かあった場合、後味が悪い。一生、後こう悔かいするだろう。

「……泊とめるのは無理だけど、とりあえず家には入れる」

　途と端たん、しおれていたユズの表情がパァァッと明るくなった。

「ありがとっ！」

　相変わらず、ずるい。

　結局、家にも入れることになってしまった。本当にユズは、ユズのまま変わっていない。

「ところでユズ。お前、いつから俺を待ってたんだ？」

「んっ？　えーと……夕方くらいにここへ着いてから、ずっと？」

「はぁっ!?」

　思わず、家の鍵かぎを開ける前にスマホで時間を確かく認にんしてしまった。

　今は夜の十時だ。四時間近く、待ち続けていた計算になる。

「自分でもびっくり。考え事しながら待っていたら、いつの間にか、だったね」

「なんで連れん絡らくしなかった？」

「だから、スマホの充じゆう電でん切れちゃってたんだよぅ」

「……そうか」

　考え事をしていたとはいえ、さすがに四時間は異常だ。

　それくらい物思いにふけってしまうほど、何かあったのかもしれない。

　鍵かぎを開けながら、放り出さなくてよかったと少し安あん堵どする。







「わーっ、銀ぎんの部屋だーっ！」

　家に上げると、ユズは疲つかれの色をまったく見せずにはしゃぎ始めた。

「大学のときの部屋に間取りが似てるね。家具の置き方もそっくり……合わせたの？」

「そういうわけじゃないけど……」

「あ、この部屋着、まだ使ってたんだ」

　次から次へ細かい何かを見つけては、目を輝かがやかせる。

　俺の方へ振ふり返かえって、ユズは屈くつ託たくなく笑う。

「変わんないね、銀ぎん」

「そう言うユズもな。……鞄かばんの持ち方、昔とおんなじだ」

　ショルダーバッグの紐ひもを斜ななめに掛かけて、鞄かばんを提さげている。

　俺の指し摘てきに気が付いたユズはちらりと自分の身体からだに視線を下向けたあと、両手で前を隠かくす。

「やんっ。エッチ」

　恥はずかしそうだが、嬉うれしそうでもある。

「そういう意味じゃない」

「どうかなー。銀ぎんはむっつりだし、野や獣じゆうだからなぁ」

「…………」

　変に反応するとからかわれるので、あえて無視する。

　桐きり原はらの家で使うお泊とまりセットが入ったリュックサックを適当なところに放り投げて、冷蔵庫から飲み物を取ってくる。

「水でいいか？」

「うん。ありがと」

　ユズも鞄かばんを床ゆかに置いて、適当に腰こしを下ろした。

　ぺたんと座るユズは、ふぅ、と小さくため息をついた。

「……明るくしてるけど、やっぱり疲つかれているし、落ち込んでるんだな」

「わかるの？」

「……長い付き合いだし」

「そうだね！　……いつも連れん絡らく返してくれて、ありがとう」

　別れたあとも数年続いた、メッセージのやり取りのことを言っているんだろう。

　用意したコップに水を注いで、本題に入る。

「先に言っておくけど、泊とめないからな？」

「そんなーっ!?　冷たいっ！」

「でも、話くらいは聞いてやる。何があったんだ？」

「んっとぉ……あれ？　あたし、銀ぎんに元カレのこと、どこまで話してたっけ？」

「結けつ婚こん前提で同どう棲せいを始めたって話以外だと……お相手は同じ会社に勤める同どう僚りよう。営業部の若手で、期待のエース、だったか？」

　ちなみに、ユズはその会社で受付業務をしている。

　名の通った企き業ぎようだ。一流と言ってもいい。

　そこで期待の若手と呼ばれるような男なんだから、悪い相手ではないはずだけど……。

「そうそう。直属の上司、上層部のおじさん、後こう輩はいにも慕したわれる明るいひとだったんだよ。社内の交流会でバーベキューやったときに『前から気になってました』みたいなこと言われて、何回か会社の外でお茶して、向こうから告白されて……半年くらい付き合ったあと、あたしが家の賃ちん貸たい契けい約やく切れるタイミングで、同どう棲せいしないか、って言われたんだよね」

「ほぅ……」

　さすが営業部のホープ。話の流れがスマートだ。

「さすがのあたしも、どうしようかな～って返事を渋しぶってたんだけど、迷っている間に元カレが飲みの席で『結けつ婚こん前提で同どう棲せいしないかって伝えたんです』って、漏もらしちゃってさ」

　黙だまって聞いていたが、内心、俺はユズの元カレに感心していた。

　もしも、飲みの席で漏もらしたのが外そと堀ぼりを埋うめるための計画的行動だったら、大したものだ。

　狙ねらった女性を落とす行動としても無む駄だがないんだけど、それ以上に、『ユズを落とす』ならこれを上回る手はない。

　基本、ユズは空気を壊こわす行動を嫌いやがるからだ。

　会ったことがない人物だから真しん偽ぎはわからないが、それくらい、ユズのことを理解していたのだとしたら……有力な企き業ぎようで期待の若手と言われるのも納なつ得とくの手て際ぎわだ。

「そんな話を漏もらすとさ、やっぱり広まるし、噂うわさになるし、注目されるじゃん？　断ったら角が立つし、会社でやりにくくなるの、嫌いやだし……まぁしょうがないか、って、『結けつ婚こんをＯＫするわけじゃないけど、お試ためしで』って同どう棲せいを始めたわけ。それが三ヶ月前の話」

「なるほど。ノリノリで一いつ緒しよに住み始めたわけじゃなかったんだな」

「うん……でも、住んでみないとわからないこともあるかなぁって。……良いいところも、悪いところも」

「それは、そうだ」

　だからこそ、俺は桐きり原はらを大事に想おもっている部分はある。

　ほぼ半年間、けっこう長く一いつ緒しよにいて、部屋に泊とまったりもしているが、嫌いやな気分になったことはほとんどない。

　……まぁ、ユズとも、そうだったんだけど。

「そもそも、付き合い始めたときも、あたしから惹ひかれて～ってわけではなかったんだよね。告白されたから考え始めた感じでさ……まぁ、銀ぎんによく似て、食事のマナーも綺き麗れいだったし、店員さんとかにも横おう柄へいにしないし、ひとまず付き合ってみる分にはいいか、って」

　その言葉を受けて、俺は別の角度でまた感心する。

　大学時代に「男と寝ねるのはコミュニケーションのひとつ」と宣言していたころを思えば、ユズもずいぶんと落ち着いたものだ。あのときのユズは、やはり危なっかしかった。

「今までの話を聞いている分には、悪い相手には思えないけどな。ちょっと強ごう引いんな部分はあるけど。どうして、いきなり家を追い出されるような展開になるんだ？」

「……一いつ緒しよに住み始めたころは特にどうってことなかったんだけど、一ヶ月前に元カレが昇しよう進しんしてから、ちょっと変わったんだよ」

　ユズが言うには、複数人の部下を持つようになってから、家での態度が変化してしまったらしい。

「明らかに、家の中で愚ぐ痴ちを言う回数が増えたんだよね……お酒を飲み始めたら止まらないの。職場ではすごくいい顔するんだけど、上司と同どう僚りよう、部下の愚ぐ痴ちがずーっとノンストップ。最初は、昇しよう進しんしたばかりのストレスなんだろうなって思って、晩ばん酌しやくしながら付き合ってたんだけどさぁ……」

　それがここ二週間は平日、休日問わず毎日続き、愚ぐ痴ちは暴言にエスカレート。

「もうさ、言葉もどんどん汚きたなくなって。人格否定に近いことまで言い出したんだよ。さすがにどうかなと思ったの」

　ユズは気を遣つかいつつ、やんわりと指し摘てきしたらしい。

「疲つかれるだろうし、大変なのはわかるけど、あまりよくないよ。もったいないよ、って」

　俺の感覚では、ユズがそういうことを言うのは珍めずらしい。

　事実、彼かれ氏しに対しては初めての反はん抗こうだったらしい。

　すると、こんなことを言われたそうだ。




　──え。俺に説教するつもり？　お前、そういうキャラじゃないだろ？




「あぁ～……」

　それは、確かにダメだ。

　ユズ以外に言ってもアウトなのは間ま違ちがいないけど、ユズに対してそれは、絶対にダメだ。

　キャラの押しつけは、ユズにとって最悪のＮＧワードだ。

「それ言われたら、ユズも怒おこるよな……で、言い合いになった？」

「うん。もうさ、頭きちゃって。そこから大おお喧げん嘩か。同どう僚りように向いていた暴言があたしにも飛んできたから、売り言葉に買い言葉。……あたしからは、汚きたない言葉は言わなかったけど。喧けん嘩かだけで済んでたら、家を飛び出すまではいかなかったんだろうけどなぁ……」

「……？　他に、何かあったのか？」

「スマホ、壊こわされた」

「へ？　でも、さっき持ってたやつ……」

「あれは機種変前のスマホ。通話できないだけで、Ｗｉ‐Ｆｉがあったらネットもアプリも使えるし、緊きん急きゆう用ように残してたの。バッテリーへたってるけどね」

　口くち喧げん嘩かの最中、ブチギレた彼かれ氏しはテーブルに置いてあったユズのスマホを踏ふみ潰つぶしたそうだ。

「しかもさ、びっくりして固まってるあたしに、壊こわれたスマホぶん投げてきたんだよ？　ひどくない？」

「……投げられた？　スマホを？」

「うん。顔面狙ねらいで。腕うででガードしたから、よかったんだけどさぁ……」

「怪け我がはっ!?」

「え。いや、まだちょっと、痛いけど……」

「見せてみろ」

　はい、とユズは素す直なおに右みぎ腕うでを差し出す。

　よく見ると、青あざになっている。

「…………」

「銀ぎん？」

「……冷やすもの、持ってくる」

　席を立ちながら、俺は考えをあらためる。

　さっきは感心したけど見込み違ちがいだった。ひとに物を投げるなんて最低だ。

　それも、女性に。

　……しかも、ユズ相手に。

　保冷剤ざいを手にして部屋に戻もどると、ユズは不安そうにしていた。

「……銀ぎん、怒おこってるの？」

「…………」

「あたしのせい？」

「違ちがう」

「……そっか」

　ユズは、安心したように力を抜ぬく。

　長い付き合いだから、短い返事でも俺が考えていることは伝わったらしい。

「まだ、あたしのために怒おこってくれるんだね。すごく嬉うれしいよ」

　あざになっている箇所に保冷剤ざいを当てながら、ユズは照れている。

「スマホ投げられて、家を飛び出してきたのか？」

「うん。一線、越こえられたなぁと思って。予備のスマホと通帳、印いん鑑かん、財さい布ふだけバッグに入れて、着の身着のまま、飛び出してきた」

「正解だな。……警察沙ざ汰たにならなくてよかったよ」

「あはは。ほんとにね。……でも、頼たよるとこなくてさ、気が付いたら銀ぎんの住所をメモした紙を見ながら、走っちゃってた。ごめんねぇ」

「いや……」

「変な男に引ひっ掛かかっちゃったあたしも悪いよね」

「それは、しょうがないだろ。人間、誰だれだって裏表あるし。気付けるもんじゃない。さっき、ユズも自分で言ってただろ？」

　これは、経験則だ。

　俺も、桐きり原はら本人からアプローチがなければ、あいつの本当の姿に絶対気が付けなかった自信がある。……ユズの素す顔がおだって、そうだ。

「……銀ぎんは、本当に変わってないね」

「なんだよ、急に」

「素す直なおな感想だよ。久しぶりに会ったけど、やっぱいい男だよ。数時間前に元カレと大おお喧げん嘩かしたばかりだから、余計にそう思う」

　ユズは嬉うれしそうに、上うわ目め遣づかいで俺に微ほほ笑えむ。

　……色っぽい仕草も、付き合っていたころから変わっていない。

「昔から、あたしが傷付いていると優やさしくしてくれたよね。それでいて、ダメなところがあったら、ちゃんと𠮟しかってくれる。……だから、銀ぎんに『しょうがない』『気にしなくていい』って言われたら、あぁ、そっかぁ、大だい丈じよう夫ぶなんだぁ、って安心できるんだよ。先生になったのは絶対よかったと思う。向いてるよ」

「……自分ではよくわからないけどな」

　桐きり原はらからも、似たようなことを言われたことがある。

　……最近まで、ちゃんと𠮟しかれる相手はユズだけだったんだけどな。

「スマホの充じゆう電でん器きは持ってるのか？」

「あ、うん。コンセント借りていい？」

「どうぞ」

「ありがと。携けい帯たいショップ行って、こっちで通話できるようにしないとな～……」

　ユズはウンウン唸うなりながら、いそいそとスマホの充じゆう電でんを始める。

「明日、会社はどうするんだ？」

「スマホが戻もどったら休みの連れん絡らく入れるよ。服も、同どう棲せいしていた家の鍵かぎも置いてきちゃったから出勤できないし。……正直、笑え顔がおで仕事できる状態でもないしさ」

「まぁ、それはそうだな」

　今は落ち着いて見えるけど、精神的なショックはあるだろう。

「……ユズ」

「なぁに？」

「さっき、泊とめるつもりはないって言ったけど──事情を考こう慮りよして、一晩だけ、今夜だけ、家で寝ねていい」

「ほんとっ!?」

　泊とめるつもりはないと言ったけど、さすがに、今の状態で放り出すのは酷こくだろう。

　それに、ユズには学生時代に恩がある。……あと、負い目も。

　ユズ以外の女性だったら、たとえ困っていても絶対にこんな対応はしない。

「ただし、泊とめるだけだ！　俺は明日仕事だから、悪いけどベッドは貸せない。床ゆかで寝ねてもらうことになる」

「わかった！　ありがとう！」

「あと、今日は無理でいいけど、明日、電話して彼かれ氏しと話はちゃんとつけるんだ」

「話はもうついてるよ。双そう方ほう同意の上、別れてる」

「……そうか。でも、服とか私物も家に置いてあるんだろ。その辺りの話も、ちゃんとつけるんだ。じゃないとお前、住む家もないだろ」

「……それは、そう。わかった」

「よし。……あと、泊とめるけど何もしない。意味、わかるな？」

「……ん、了りよう解かい」

　絶対に一いつ緒しよには寝ねない、という意味だ。

　俺が知る限り、学生時代に俺と付き合い始めてからのユズは、奔ほん放ぽうだったときのような男遊びをしていない。でも、俺と別れて、社会人になってからはわからない。

　一応、線は引いておきたかった。

「約束だぞ」

「わかったってばぁ」

「よし。……シャワー浴びてくる。明日も早いから、さっさと寝ねたい」

「了りよう解かい」

　無言で頷うなずき、脱だつ衣い所じよへ向かう。

　服を脱ぬいで浴室へ入り、頭から湯を浴びながら、深くため息をつく。

（……桐きり原はらには、言えないよなぁ）

　飲み会のあと、暮くれ井いさんに少しひっつかれただけで、あの様子だったんだ。

　ユズを泊とめたことがバレたら……激しく取り乱すだろう。

　怒おこるか泣くかはわからないけど、まず、普ふ通つうではいられないはずだ。

　桐きり原はらへの気まずさが先立ってくると、自分の行動に対する罪悪感と自己嫌けん悪おが手を繫つないで押し寄せてくる。教え子との秘密だけでも危ないのに、なんで元カノを家に上げてしまったのか。

　言い訳になるけど、やはりユズの才能なんだと思う。相変わらず、懐ふところに入り込む天才だ。

　うまく頼たよられるうちに、いつの間にか──というのは、ユズに魅み了りようされてきた人間たち全員に共通する想おもいだった。

　──でも、今の俺は桐きり原はらだけだ。

　浮うわ気きなんてするつもりはないが、気が付いたら──なんてことにならないよう、気合いを入れ直す。

　なぁに。手を差さし伸のべるのは一晩だけだ。

　今日だけ、間ま違ちがいが起こらないようにすれば……。

　そう思った矢先、背後で音がした。

　ん？　と振ふり返かえると、とんでもないことになっていた。

「お邪じや魔ましまーす」

　裸はだかのユズが、扉とびらを開けて浴室に入ってきていた。

「何してんだっ!?」

「背中、流してあげようと思って」

「いらないっ！　っていうか、さっき『何もしない』って約束したばかりだろうが！」

「えーっ!?　これもダメなの!?　ただ一いつ緒しよにお風ふ呂ろ入るだけじゃん！」

　ダメだ。話にならない。

　お湯を止めて、俺は風ふ呂ろを出る。

「ちょっと、銀ぎんっ？」

　バスタオルで手早く身体からだを拭ふいて、適当な服に着き替がえる。

　続けて、明日のスーツと、仕事道具が入ったビジネスバッグを引っ張り出す。

「……銀ぎん？」

　まだ裸はだかのままなんだろう。おそるおそる、ユズが顔だけ出して、部屋を覗のぞいてくる。

「俺は近くのホテルで寝ねる」

「えっ」

「明日、帰ってくるまでに決着をつけておいてくれ。……明日は、泊とめないからな」

「……怒おこってる？」

「当たり前だ！」

　舌の根も乾かわかぬうちに、約束を破られるとは思わなかった。

「ご、ごめんってばぁ！　そんなに怒おこると思ってなくて──」

「知らんっ！　……合あい鍵かぎは下げ駄た箱ばこの上に置いてある。家を出るときは使ってくれ」

　後ろでユズが何か言っていたけど、無視して家を出た。







　その後、駅近くのビジネスホテルで部屋を取り、シャワーを浴び直す。

　寝ねる前にスマホを見ると、ユズからメッセージが届いていた。

『約束破ってごめんなさい。あたしが悪かったです』

　顔文字、絵文字、スタンプを使用しない文章は、ユズが本気で悪いと思って謝っているときの文章だ。……そのメッセージを読んでからもしばらく怒おこっていたけど、寝ねる前に、メッセージを返した。

『今晩は反省してください。ベッドの使用はご自由に。明日は残業せずに帰ります』

　俺が敬語でメッセージを返すのは、『まだ怒おこっているから、ほとぼりが冷めるまでそっとしておけ』のサインだ。たぶん、伝わるだろう。

「ったく……」

　ベッドで大の字になっても、まだムカつきが収まらない。だが、その一方で、こうも思う。

「……ユズだから、しょうがないか」

　相変わらず厄やつ介かいな『災害女子』だけど、愛あい嬌きようがあって、どうしようもなく魅み力りよく的てきでもある。

　昔の俺は、そんなユズが大好きだった。

「……男は初めての女を絶対に忘れない、か」

　確かに、ユズの言う通りなのかもしれない。

　事実、今、俺は桐きり原はらを大切にしたいと想おもっているのに、ユズを放っておけない。憎にくめない。

「確かに、呪のろいみたいなもんかもな……」

　ベッドに寝ね転ころがってホテルの天てん井じようを見上げながら、俺はユズとの過去を思い出し始める。
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　大学二回生の秋。

　俺は合コンの席でユズと一いつ緒しよになり、ユズに『お持ち帰り』された。

　俺にとっては人生の一大事で特別なイベントだったけど、当時のユズは性に奔ほん放ぽうだったから、ユズ視点では、あの夜は特別な時間ではなかった。

　一線を越こえたけど、まだ恋こい人びと同士にはならなかったんだ。

　……だが、親密にならなかったわけでもない。

　ユズは講義中に俺を見かけると声を掛かけてくれるようになったし、タイミングが合えば、連れん絡らくを取り合って一いつ緒しよに学食で昼食をとることもあった。

　ユズに呼ばれて飲み会に行くこともあったから、交友関係もグッと増えたっけ。

　そんな中、ユズは時折、俺を夜の相手に選んでくれることがあった。

「また、女の子の身体からだのこと教えてあげる。銀ぎんとは相あい性しよういいから、あたしも気持ちいーしね」

　多いときは週に三回ほど呼ばれていたので、リップサービスではなかったはずだ。

　ユズの身体からだは、常に綺き麗れいだった。身体からだの手入れを怠おこたらないせいか、いつもいい香りがしていたし、生命力に溢あふれていた。

　包み込むつもりで抱だき締しめているのに、いつの間にか柔やわらかい身体からだに包み込まれている。

　心ここ地ちよさと安心感があった。

「そう、そこ……んっ。んふふ、上手だよ。そういうところも触さわられると嬉うれしいんだぁ」

「覚えててね、銀ぎん。女の子の身体からだはねぇ、宝の山なんだよ」

「必ず気持ちいーとこあるから、いっぱい探してあげてね」

　ユズは、俺とは本当に相あい性しようがいいと言ってくれた。

　俺はユズ以外を知らなかったけど、ユズとするのは楽しかったし、幸せだった。

「んあっ……？　ま、まって。なにそれ……あたしも、そんなところ、知らない……あッ……」

　優位に立つユズの余よ裕ゆうを崩くずすのが楽しくて、教えられた以上のことをする場面もあった。

　俺の前で乱れるのは不本意なのか、そういうのがあった日のあとは、いつもむくれていた。

「まっ、いいけどね。気持ちよかったし」

　結局、最後はカラッとした様子で許してくれた。

　そんな具合に仲良く夜を過ごす俺たちだったけど、四六時中べったりだったわけじゃない。

　ユズは人気者だから、俺以外の男と寝ねていたことも、あったように思う。（直接尋たずねてはいないから、推測の域を出ないけど）

　俺はユズの恋こい人びとではないから、ユズを縛しばる権利はない。

　その代わり、ユズが俺と過ごしたいと思ってくれる日は拒こばまない。

　そんな関係を三ヶ月ほど続けているうちに、気付いたことがあった。

　ユズや、ユズの友人たちの話を聞いたり、ユズに呼ばれて同じ飲み会に参加していくうちに気が付いたことだ。

　ユズは、相手から望まれない限り、俺以外の男と過ごすことはない。

　ユズが自分から連れん絡らくを取って会いに来るのは、どうやら俺だけだったらしい。

　自分から積極的に、誰だれ彼かれ構わず寝ねていたわけではなかったんだ。

　──ユズはよく笑うから気が付きにくいけど、注意深く見ると、わりと感情が表に出やすいタイプだ。一いつ緒しよにいる時間が長くなっていたから、俺は微び妙みような表情の変化で、なんとなくユズの考えを読み取れるようになっていた。

　俺が思うに、ユズは、奔ほん放ぽうなキャラを周囲から押し付けられていた。

『ナマでしないなら、寝ねるのはコミュニケーションツール』

『女の子も好き』

　ユズのキャラを決定づけたこの辺りの発言は、元を辿たどればユズの本心に間ま違ちがいない。

　でも、これが広まっていくうちに、周囲はユズに期待をするようになった。

　──気が向けば、抱だかせてくれる。

　そんな剝むき出だしの欲望を、ユズは常に向けられてしまった。

　ユズは、そんな身勝手な想おもいに応えていただけ。

　実は、気乗りしないまま男と寝ねているときの方が圧あつ倒とう的てきに多かったんだ。それでも、奔ほん放ぽうだと思われていたユズは周囲から求められるキャラ通りに、みんなの期待に応え続けた。

　少し、桐きり原はらの状じよう況きようと似ている。桐きり原はらは「真面目なキャラ」を武器にした結果、周囲からそれを求められるようになった。ユズは、自分の性質以上の「奔ほん放ぽうなキャラ」を周囲から求められ、押し付けられてしまった。

　ユズは──人知れず、その状じよう況きように息苦しさを覚えていたんだと思う。おそらく、桐きり原はらよりも。

　桐きり原はらと違ちがって、ユズは自分から、望んでそうなったわけではなかったから。

　本当のユズは、ああ見えて繊せん細さいで、周りへの気き遣づかいを絶やさない奴やつで、いつも空気を読んで、みんなが楽しめるように、笑えない話をされたときも笑っていた。

『高たか神がみ柚ゆず香か』という人間の根っこは、実のところ、誰だれよりも真面目だったんだ。

　そんな状態だったから、俺なんかのところに来ていたんだろう。

　嫌いやなことがあると、ユズは突とつ発ぱつ的てきに、俺の部屋を訪ねてくるようになっていた。アポなしで来るから、部屋の掃そう除じはサボれなかった。

　……あの夜もそうだった。コンビニで買ってきた缶かんチューハイをたっぷり提さげて、ユズが突とつ然ぜん、俺の部屋のチャイムを鳴らしたんだ。

「疲つかれたから、銀ぎんと飲みたくなっちゃった。あたしと意味のない、生産性のない時間を過ごしておくれよ、王子様」

　俺は酒に弱くてあまり飲めなかったけど、ユズが来るといつも付き合った。

　ユズはアルコールが入ると陽気になる俺を見てけらけら笑っていた。もはや思い出せないほど意味のない無む駄だ話ばなしを散々繰くり返かえして、喋しやべることがなくなって、眠ねむくなったら……お開きだ。

「よし、寝ねるか！」

　俺は酔よっ払ぱらったテンションで明るく言い放って、ベッドを適当に整える。ユズは、先に寝ね転ころがった俺の隣となりへ当然のように入ってくる。

　暗い部屋で目を閉じていると、……ねぇ、と不安そうに尋たずねられた。

「いつも思うけど、シなくていいの？」

　そういえば、ユズが疲つかれて俺の部屋に来るときは、ただ寝ねるだけだった。

「あたしが部屋行くと、他はみんな、そういうの期待するのに」

「でも、ユズにだってそういう気分じゃないとき、あるだろ」

「…………」

「……？　ユズ？」

　ユズはもぞもぞ動いて、服を脱ぬぐ。

　全て脱ぬぎ去って裸はだかになったあと、俺の胸に耳を押し当てるようにくっついてきた。

「……すっごく勝手言って悪いんだけど、今日はこのまま寝ねたい」




　翌朝。目が覚めると、ユズは俺の腕うでの中で、じっと俺の寝ね顔がおを見つめていた。

　いつもと雰ふん囲い気きが違ちがった。

　思おもい詰つめた様子に戸と惑まどっていると、ユズは「話があるの」と静かに切り出してきた。

「あたし、たぶん、銀ぎんが好きなんだと思う。……ただ、あたし、今まで、特定のひとと長続きしたことないから、正直、自分の『好き』に自信がないの。でも、周りと今の自分の気持ちが合わなくて、ズレちゃってるなぁってなった瞬しゆん間かん、無む性しように、銀ぎんのところに帰りたくなる。銀ぎんは、あたしに銀ぎんを押し付けてこないから……あたしを、あたしに、リセットしてくれるんだ……」

　別に誰だれも責めていないのに、ユズはまるで、自分の罪を告げるみたいに話していた。

　涙なみだを溜ためて、今にも崩くずれそうで──あんなに自信がないユズを見るのは、初めてだった。

　服もない。笑え顔がおも噓うそもない。誰だれかの期待に応える必要なんて、もちろんない。

　一糸まとわぬ、ありのままの、弱り切ったユズがそこにいた。

「昨日、裸はだかで隣となりにいるのに、やっぱり気き遣づかって抱だかなかったでしょ、あれ、嬉うれしかった。でも、もしかしたら、あたしのこと汚きたないって思って抱だかなかったのかなって、怖こわい部分も……」

「待て待て。誰だれがそんなこと言った。ユズのことを汚きたないなんて、一度も思ったことない」

「……本当？　……あたしのこと、好き？」

「嫌きらいなわけない」

「……彼女にしたい、って思ってもらえたこと、ある？」

「何度もある。両手で、足りないくらい」

「……じゃあ、なんで言ってこなかったの？」

　恥はじる気持ちはあったけど、ユズが先に自分をさらけ出してくれたから、言うしかなかった。

「ユズは、綺き麗れいで素す敵てきな女性だから、俺なんかにはもったいないって思ってた。付き合ってほしいって話なら、嬉うれしい」

　驚おどろいたユズは目を大きく見開いた。そのせいで、涙なみだが落ちた。

「で、でも、ひとつだけ。別に、ユズを疑っているわけじゃなくて……ユズが、えぇ、それはちょっと……っていうなら、話し合って決めるんだけど、付き合うなら、これだけは、できればお願いしたいというか……」

　……何？　とユズが尋たずね返してくる。

　何を言われるのか、不安そうに。

　その表情に追おい詰つめられて、俺は自分の情けないところをさらけ出した。

「……俺と付き合うなら、他のひととはもう、寝ねないでほしい」

　数秒間、部屋の中が静かになった。

　意味を理解したユズはひとしきり笑ったあと、「バカだなぁ」と苦く笑しようした。

「わかってるよ。そんなの、当たり前じゃん。あたし、今までだって彼かれ氏しがいるときは遊んでないんだから。ちゃんとした恋こい人びとがいる相手とは寝ねてないし、既き婚こん者しやだって、絶対ＮＧ」

　不安から解放されたのか、ユズはとても嬉うれしそうだった。

　反して、自分でもバカで失礼なことを言ったと思っている俺は、赤面していた。

「……ずっと、嫉しつ妬としてたの？」

「まぁ、それなりに……」

　何度、みっともなくすがってみようと考えたか。

「バカ。もっと早く言ってよ。そしたら、あたしも悩なやまずに済んだのに」

　冗じよう談だんっぽく言ったあと、ユズはまたさっきの、悲しそうな顔に戻もどってしまった。

「……ごめんね。ずっと、傷付けてたんだね。……よくなかったよ、ごめん。……あぁ、でも、ごめん。あたし、悪い女だ。銀ぎんがつらかったって聞いて……今、すごく、嬉うれしい。ごめんね」

　グズグズ泣きながら、ユズは俺を抱だき締しめてくる。

「大好きだよ、銀ぎん──少なくとも、今この瞬しゆん間かんだけは、自信持って言える」




「他の男とは一ヶ月以上続いたことがない」と言っていたユズだったが、俺とは別れるまで、約一年半の間、ずっと一いつ緒しよにいた。

　初めての恋こい人びとが、ユズでよかったと思う。

　その考えはきっと、生しよう涯がい変わらないだろう。
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　ユズが同どう棲せいしていた元カレの家を追われて、転がり込んできた翌日の午前。

　俺が勤務する森もり瓦かわら学園では、今年度最後のプール授業が行われていた。

　保健体育を担当する教員が主導する授業なんだけど、複数クラスが参加することもあって、監かん視し役として俺と暮くれ井いさんも駆かり出だされていた。

「……夏休みが終わってるのに、プール授業なんですね」

「最近は残暑が厳しいから」

　なるほど、と頷うなずきながら失礼にならない程度に暮くれ井いさんの水着姿を見る。

　教員は『常識の範はん囲い内』で自由に水着を選せん択たくすることになっている。暮くれ井いさんが着ているのはフィットネス水着と呼ばれるタイプのもので、パッと見だと、陸上競技のユニフォームと見分けがつかない。下半身もズボンの形になっている。（生徒たちと同じだ）

　暮くれ井いさんはその上にラッシュガードを羽織り、帽ぼう子しも被かぶっていた。

「なるべく肌はだを見せないのは紫し外がい線せん対策ですか？」

「そうよ。あと、こうしておかないと男子たちがじろじろ見てくるから」

　……なるほど、と深く頷うなずく。

　暮くれ井いさんはスタイルがいい。ラッシュガードを羽織っていても、胸むな元もとは大きく膨ふくらんでいる。

　ちなみに、俺と暮くれ井いさんの関係は以前よりも良好だ。

　桐きり原はらを守るために、俺が大変失礼な行動を取ってしまったけど、秘密を共有したせいか、前よりも砕くだけた感じで話はなし掛かけてくれる。

　そうでなければ、『男子生徒たちがじろじろ見てくるから』なんて話題は選ばなかったはずだ。

　俺としては、こっちの方が気を張らなくて済むので、ありがたい。

「生徒たちの中にもラッシュガードを着ている子がいますけど、いいことですよね」

「そうね。私が学生のときは、やっぱり恥はずかしがる子がいたしね」

「男子もおんなじですよ。目のやり場に困りますからね。……っ」

　話の途と中ちゆうだが、あくびが出そうになり、必死に嚙かみ殺ころす。

「寝ね不ぶ足そく？」

「まぁ、ちょっと……色々ありまして」

　ユズのことを考えていたら寝ね付つけなかっただけなのに、暮くれ井いさんはジト目になった。

「まさかあなた、昨日の夜も彼女と……？」

「違ちがいますって。……あいつは、関係ないです」

　小声で言い合いながら、俺は桐きり原はらへ視線を移す。

　俺が担当するクラスの生徒たちは、整列した状態で遠くのプールサイドに待機している。

　桐きり原はらはラッシュガードと水泳キャップ、おまけに競技用の水泳ゴーグルを着けている。

　水泳ゴーグルは本来、授業では使わない方針なんだけど、桐きり原はらはわざわざ眼科で「眼病予防のため必ひつ須す」と診しん断だん書しよを貰もらい、着用している。

　……ところがこれ、実は真っ赤な噓うそ。

　父親とコネのある眼科に頼たのんで、診しん断だん書しよを貰もらっているそうだ。

「だって、メガネ掛かけてない顔見られるの、嫌いやなんだもん」と言っていた。

　そこまで徹てつ底ていしているだけあって、桐きり原はらの見た目はめちゃくちゃ地味だ。

　あえてサイズが大きいラッシュガードを羽織っているから、胸の大きさも目立たない。

　桐きり原はらは『地味だけど、いざってときは頼たよりになる生徒会長』というイメージを周囲から持たれているが、本人もそれを保とうとしている。

　桐きり原はら曰いわく、特に大事なのはイメージの前半、『地味だけど』の部分だそうだ。

「そうしておけば、変に妬ねたまれることもないし、普ふ段だんとのギャップで評価も高くなる。だからなるべく、潜ひそんでおくの」と説明してくれた。

　まだ若いのに大したものだ。自分のイメージをしっかりデザインして作り上げるのは、市議会議員の父親、芸能界で生きてきたという母親の影えい響きようを受けているんだろうな……。

「……？　桐きり原はらさん、こっちに来るわね」

　暮くれ井いさんの言う通りだ。桐きり原はらがクラスの列を離はなれて、こっちへ向かってくる。

　プールサイドだから歩いているけど、少し急いでいるように見えた。

「どうした？」

　俺が尋たずねると、桐きり原はらは軽く首を左右に振ふった。

「暮くれ井い先生に、お伝えしたいことがあって」

「私？」

　怪け訝げんそうにする暮くれ井いさんに、桐きり原はらは顔を寄せて何やら内ない緒しよ話ばなしをする。

　暮くれ井いさんは桐きり原はらに頷うなずき返してから、俺に向き直る。

「羽は島しま先生。女子に体調不良者が出たそうです。一応、保健室まで付つき添そうので、他の生徒たちをお願いします」

「あ、はい。でも、そういうことなら着き替がえが終わったあと、引ひき継つぎますよ。自分のクラスの生徒ですし……」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです。……お気になさらず」

　暮くれ井いさんは足早に、列の方へ歩いていく。

　……なんだか俺だけが蚊か帳やの外で、ひどく居い心ごこ地ちが悪い。

　つい、まだ近くにいる桐きり原はらを頼たよってしまった。

「俺、なんかマズったか？」

　桐きり原はらは、さっき暮くれ井いさんにしたように、そっと俺に顔を寄せてきた。

「生理なんだよ。周期がズレて、急に始まっちゃったんだって。しかも、小こ林ばやしさんだから」

　小こ林ばやしは、内気な女子生徒だ。男性不信気味なので、接するときはいつも注意がいる。

「……すまん」

　桐きり原はらが気を利きかせて暮くれ井いさんを選んだ理由を汲くみ取とれず、台無しにしてしまった。

「いえ、お気になさらず。私も戻もどりますね」

　そっけない感じで告げて、桐きり原はらが離はなれていく。

　少し冷たいように見えるが、実は意図的な態度だ。

　俺たちの関係がバレないよう、なるべく気を付けていこう、と二人で話し合った結果だ。

　──夏休みに入る前、教室で平気を装よそおう桐きり原はらに『体調がおかしい。熱がある』と俺が見み抜ぬいたことがあった。その後、桐きり原はらはクラスの女子たちから「羽は島しま先生よく気付いたよね～。桐きり原はらさん、愛されてるんじゃない？」とからかわれたらしい。

　冗じよう談だんだろうし、気にしすぎると逆に怪あやしくなるだろうけど、注意は払はらうべきだ。

　……俺と桐きり原はらの関係は、バレたら終わりなんだから。

「羽は島しま先生。クラスの子たちを移動させて、タイムの計測をお願いできますか？」

「あ、はい」

　その後は、体育教師に頼たのまれた仕事に集中する。

　でも、桐きり原はらが良いいタイムを出すと、こっそり誇ほこらしい気持ちになってしまった。







　プールが終わったあとは通常通り、担当している現国の授業を行った。

　クラスのホームルームを終えたあとは、事務作業の時間がやってくる──はずなんだけど、今日は別の用事が入っている。

　時間通りに生徒会室へ入ると、生徒会長の桐きり原はらを含ふくめ、他の役員も既すでに着席していた。

「すまん、遅おそくなった」

「いえ、時間通りです。先生はこちらへどうぞ」

　勧すすめられた通り、桐きり原はらの隣となりに用意された椅い子すへ座る。

　桐きり原はらは生徒会長のデスクにつき、他のメンバーは部屋の中央に置かれているソファに腰こしを下ろしている。書記の女の子──カナちゃんだけが、膝ひざにノートパソコンを置いているが、他のメンバーは配られた書類に目を通している。

「それでは、生徒会の定例会議を始めます。先ほど連れん絡らくしましたが、今日は羽は島しま先生が生徒会の見学にいらっしゃっています。……先生、挨あい拶さつします？」

「あぁ、ちょっとだけ──春に着任した、現国担当の羽は島しまです。より深く、学校のことを知るため、校長から今日の会議を見学するように言われました。やりにくいかもしれないけど、本当に見ているだけです。気にせず、やってください。以上です」

　生徒たちは軽く会え釈しやくするが、書記のカナちゃんだけが拍はく手しゆをして歓かん迎げいしてくれた。

　他の役員は「あれ？」という顔になる。

「ごめんなさい、会長。拍はく手しゆしないとダメだった？」

「……うぅん。私もちょっと、想定外」

「えぇっ!?　私、スベりましたか!?」

　カナちゃんが慌あわてると、いい具合に笑いが起きた。雰ふん囲い気きはとてもよさそうだ。

「気を取り直して、会議を始めましょう」

　議長を務める桐きり原はらが、話を進めていく。

　事前に調べたところによると、生徒会の仕事は色々あるが、大きく分けて三つになるらしい。

　学校行事の企き画かく運営、お金や備品の管理、各部活動の管理の三つだ。

　今日の会議は、来月に迫せまった文化祭の運営について話し合われている。

　今年度も無事、保護者会から運営費の寄付を貰もらえたらしい。先日行われた学校説明会の模も擬ぎ店てんも好評だったし、事故もなかった。来年度も実じつ施しできるだろう、という話だった。

「秋の文化祭も例年通り、受験希望の生徒、保護者、他校の学生の参加を受け付けます。ハメを外しすぎてはいけないけど、活気がないのもダメ。ギリギリのところを狙ねらって、うまく宣伝を！　というのが学校側からの希望です。各クラスから毎年、たまに変な企き画かくが上がってくるけど、おもしろそうだったら例年よりは少し広い心で許可してもいいです」

「去年だと、プールを使った『水みず鉄でつ砲ぽうサバゲー』がボツになりましたが、今年はおーけー？」

「たぶん、ダメです。……個人的には、安全さえ守れるならありなんだけどねー。楽しそう」

　みたいな感じで、桐きり原はらは冷静に役員たちの質問をさばいていく。基本は会長として喋しやべっているが、要所で桐きり原はら個人の感想が入るので、聞いていてなかなか楽しい。

　立派な生徒会長だなぁ……と、つい授業参観に来ている親目線で感激してしまう。

　あ、と桐きり原はらが何かを思い出す。

「そうそう。文化祭繫つながりで今、提案するんだけど──次回の縦割り活動時間中に学内清せい掃そうを混ぜてしまおうかなと。……どう思う？」

「あぁ～、なるほど。そろそろ文化祭前のボランティア清せい掃そうに参加してくれる生徒を募ぼ集しゆうしないと、って話とくっつけちゃう？」

「うん。これなら不公平感も出ないし。内ない申しん点てん狙ねらいの少数ボランティアが必死にがんばるより、みんなでやった方が早いでしょ。ちなみに、先生たちの許可は貰もらっています」

　本当に、桐きり原はらの提案には無む駄だがない。社会に出たあとも優ゆう秀しゆうなオフィスレディになりそうだ。

　みんなに信しん頼らいされるのも納なつ得とくの会議だった。







　会議が終わると、桐きり原はらと書記のカナちゃん以外は長居することなく、帰っていった。

　カナちゃんは議事録の作成、桐きり原はらはその確かく認にんのため、いつも残るそうだ。議事録が完成するまでの間、いつも桐きり原はらは他の細かい書類仕事を済ませるらしい。

「だから私は、他の役員よりも会長と仲が良いいんですよぉーっ！」

「そうなんだな。でも、いつも残らないといけないのは、大変そうだ」

「いや全然！　むしろ、会長に勉強教えてもらえたりするので、役得です！　私、本当に数学がダメで……」

「そうかそうか」

　本当は俺も、これ以上生徒会室にいる必要はない。カナちゃんがずっと話はなし掛かけてくるのでタイミングを逃のがした。とはいえ、今日はもう他に仕事がないから問題ない。

　議事録が完成すれば、桐きり原はらと二人になれそうだから、俺も話に付き合っていた。

「っていうか、私、羽は島しま先生のこと、すごく気になってたんですよね！」

「そうなのか？」

「はい！　若い先生が来ることってあまりないので、クラスの女子もみんな興きよう味み津しん々しんです！　先生、イケメンって言われたりしません？」

「……面と向かって言われたことは、記き憶おくにないなぁ」

「えーっ、そうなんですかぁ？　彼女さんっていたりするんです!?」

「いや。今は、いない」

　──実はいるぞ。しかも、同じ部屋に。

　というか、さっきから視線が痛い。

　澄すました顔で書類に目を通しているが、たまーに、こっちを見てきている。

　……あれは内心、ブチギレているのではなかろうか。違ちがうといいけど。

「へぇっ……！　あのあの、羽は島しま先生って先生になったばかりでしたよね？　慣れてないと、やっぱり女子にドキドキしちゃったりする場面も、あったりします!?」

「それは、仮にあったとしても『ないぞ』って答え以外、言えなくないか？」

「いや、そこをなんとか！　ここだけの、秘密の話で！」
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「カナちゃん」

　盛り上がっているところに、桐きり原はらがクールな声を差し込んできた。

「羽は島しま先生が来て嬉うれしいのはわからないでもないんだけど、だいぶ失礼よ。それにカナちゃんは生徒会の役員です。カナちゃんの与あたえる印象が、そのまま生徒会の印象になるんだけど──その自覚、ある？」

　うぐっ、とカナちゃんが言葉に詰つまる。見てわかるレベルで、しゅんとなってしまった。

「……ごめんなさい。羽は島しま先生も、すみません。ちょっとはしゃぎすぎました」

「俺は気にしてないよ。悪いな、桐きり原はら。代わりに𠮟しからせてしまった」

「いいえ。……カナちゃん。半年後には私を含ふくめ、二年生は引退だからね。カナちゃんは会長、副会長、会計あたりの重要な役員になる可能性が高いんだから、気を付けましょう」

「はーい！　気を付けます！」

　一転して、カナちゃんは元気よく手を挙げて返事をする。切きり替かえが早い子のようだ。

「ところで、議事録はまだ？」

「今、できましたぁ！」

「えっ!?」

　驚おどろいたのは俺だ。

　確かに話している間も手は動かしていたけど、ずっと話していたよな……？

「こう見えて私、手が早いんですよー。見直しました？」

　カナちゃんは得意げに、ノートパソコンを持って桐きり原はらのそばへ寄っていく。

　議事録に目を通した桐きり原はらは「うん」と頷うなずく。

「お疲つかれ様さま。今日は解散で。私はクラスのことで羽は島しま先生と話があるから、一いつ緒しよに帰れないの。ごめんね」

「わかりましたーっ！　羽は島しま先生、また遊びに来てくださいね！　校内で見かけたら声掛かけていいですか！」

「……あぁ」

「ありがとうございます！　それでは、失礼します！」

　カナちゃんは鞄かばんを手に、嵐あらしのように去っていく。

　彼女が去ったあと、桐きり原はらはスタスタと扉とびらの前まで歩き、無言で鍵かぎを掛かける。

　その後、百八十度回転。

　ソファに座る俺にズンズンと歩み寄ってきて、立ったまま腰こしを折って抱だき着ついてきた。

「……お疲つかれさん」

　労ねぎらいの言葉を掛かけると、桐きり原はらは少し身体からだを離はなす。

　想像通り、見事にぶんむくれていた。デキる生徒会長の顔とは大おお違ちがいだ。

「悪かったよ」

「銀ぎんには怒おこってない。でも、カナちゃんに超ちようムカついてた」

　大人げない、とは言えなかった。

　あの子とは年ねん齢れいがひとつ違ちがうだけだし、妙みように懐なつかれてしまっていたから。

　やきもち焼きの桐きり原はらからしたら、ラインを越こえまくりだったのだろう。

「銀ぎんは、私のなのっ。それなのに、カナちゃん絡からみまくりの甘えまくりだしっ！　でも、秘密だから言えないしさぁ……っ！」

　会議中のお利口さんモードの反動もあるのか、桐きり原はらは子供っぽく怒おこり続ける。

　俺の頰ほおに手を添そえて、至近距きよ離りで見つめてくる。

「……私のなんだからね？」

　返事は待たずに、桐きり原はらはキスをしてきた。

　最初は唇くちびるを合わせるだけ。でも、すぐに舌を伸のばしてくる。口を開くと、貪むさぼるように密着を深めてきた。座っている俺の方が下にいるのもあって、自然と桐きり原はら主導のキスになる。

　余計なことはせず、桐きり原はらのなすがままにされてやる。気が済むまで、そのままでいるつもりだった。

　桐きり原はらはずいぶん長くキスをしたあと、ゆっくり俺を解放した。唇くちびるを離はなした直後、はぁっ……と濃のう密みつに息をつく。俺の感覚を悩なやましく刺し激げきしてきて、印象的だった。

「……私のだからね？」

「わかってるよ」

「大事なことだから、もう一度言ったのっ」

　立っていた桐きり原はらは膝ひざ立だちになって、俺の胸に顔をうずめてくる。

　んん～……と唸うなりながら、何度も額を擦こすり付つけてきた。可か愛わいい仕草に笑いながら、髪かみが乱れない程度に、軽く撫なでてやる。

　満足したのか、動きが止まった。

　と思いきや、とんでもないことを言ってきた。

「キスマーク、つけていい？」

「……どこにだよ」

「王道の首筋」

「見えるところは勘かん弁べんしてくれ……」

　下手すると、暮くれ井いさんにも怒おこられそうだ。

「じゃあ、胸にする」

　言った直後には、もうワイシャツのボタンに指が掛かかっていた。

　はだけた服の隙すき間まに唇くちびるを押し当てられる。

　音は立たなかったけど、けっこう強く吸われてしまった。

「ん。よし。満足」

　出で来き栄ばえを確かく認にんしたあと、桐きり原はらはボタンを直してくれた。

　それが終わると、また上うわ目め遣づかいで見つめてくる。

「絶対に、私のだからね？」

　まさかの三度目だ。

「もちろんだ」と返事をする裏で、俺は内心、冷ひや汗あせをかく。

　少し女子に甘えられた程度で、このリアクションだ。

　家にユズがいるとバレたら、俺は殺されるかもしれん。

　わかってはいたが、本当にまずい事態だ。こっそり、速すみやかに解決しないと──。

　桐きり原はらの行動全てを愛いとおしく感じるから、なおさらだ。







　桐きり原はらと別れたあと、職員室に戻もどり、暮くれ井いさんと挨あい拶さつを交かわして学校を出た。

　定時退勤だが、これから、仕事よりも気が重い話し合いが待っている。

　バスに乗ってからスマホを確かく認にんすると、ユズからメッセージが届いていた。昼ごろの着信だ。

『お疲つかれ様さまです。今日は会社を休む予定でいたけど、ふと思い立ったので、上司と話してくることにしました。帰りはたぶん、十九時ごろです。適当に総菜を買って帰ります』

　まだ謝罪モードが抜ぬけていないのか、顔文字とスタンプなしの敬語だった。

　このままだと、俺の方が早く家に着きそうだ。晩ばん御ご飯はんを用意してもらえるのはありがたい。

　家に着くと、やはりユズはまだ帰っていなかった。

　見慣れた自分の部屋なのに、午前中までユズがいたと考えると、なんだか緊きん張ちようしてしまう。

　だが、部屋着に着き替がえると、眠ねむ気けと疲つかれが先立ってきた。

　暮くれ井いさんの尾び行こうを続けたときの疲ひ労ろうはまだ完全に抜ぬけていないし、今日はプール授業で珍めずらしく陽の下に長くいた。おまけに、昨晩は昔のことを思い出して、寝ねつきが悪かった。

　ユズが帰ってくるまで、少し休もう……のつもりで床ゆかに寝ね転ころがり、目を閉じる。

　思いのほか疲つかれていたらしく、すぐに時間の感覚はなくなった。起きているようで起きていない、ふわふわした半覚かく醒せいの状態のあと、意識が遠のき──。




　──鍵かぎを回す音が、聞こえた気がした。




　がさごそと、レジ袋ぶくろが擦こすれる音もする。

　でも、まだ眠ねむ気けに抗あらがう気分にはなれない。泥どろに沈しずんだように頭が重かった。

　何か、大切な用事があったはずなんだけど──。

「銀ぎんーっ！　あれ？　いないの？」

　……ユズの声？　昔の夢か？

　付き合っていたころは、連れん絡らくなしでいきなり来て、勝手に作った合あい鍵かぎで入ってきて──。

「あ、いるじゃん！　てーいっ！」

　瞬しゆん間かん、全身に強い衝しよう撃げきを受けて、いきなり現実に引ひき戻もどされた。

「ごほっ……おま、ユズ～……」

「んへへぇー、ただいま～っ！」

　仰あお向むけに寝ねていた俺の上に、ユズが全体重を掛かけて乗っかっている。部屋に入ってきた勢いそのままに、全力でダイブしてきたらしい。

　付き合っていたころからの、ユズの必殺技わざだ。比ひ喩ゆではなく、冗じよう談だん抜ぬきに生命の危険を感じさせられる、とんでもない悪あく癖へきだ。

「なんでいきなり飛び込んでくるんだよ……痛いのわかってるだろ……」

「ごめん～。『あぁ～っ！　帰ってきた家に銀ぎんがいる～っ！』ってなっちゃって、ついつい……ごろにゃん」

　頰ほおを擦こすり付つけながら、猫ねこに扮ふんしてごまかそうとしている。……あざとい。

「とりあえず、降りてくれ」

「ほいっ」

　立ち上がったユズはスーツ姿だった。持ち手が大きい婦人向けのビジネスバッグにわざわざ長い肩かた紐ひもを装着して、やはり斜ななめ掛がけにしている。

「スーツと鞄かばん、どうしたんだ？　元カレの家に一度戻もどったのか？」

「ううん。会社行く前に買ってきた。そのうち、就活でも使えるかなと思って」

　その言葉と、メッセージに書いてあった『上司と話すことにしました』という文面を思い出してピンときた。

「会社、辞やめるのか？」

「うん。っていうか、もう辞やめてきた」

「え……よかったのか？　昨日の今日だし、勢いで決めてないか？」

「いいんだよ。元カレと顔合わせて気まずいの嫌いやだし、営業部を希望したのに総務に配属して受付やらせてきた会社にも最初から不満があったし。誰だれにでも愛あい想そよくしなきゃいけない受付は、もう疲つかれちゃったよ」

　天職のように思えるが、キャラを押し付けられるとストレスを感じるユズには、酷こくな役割であることもわかる。

「上司の反応は？」

「しつこく止められたけど、元カレに家を追い出された話をしたら、勢いが下がってたね～。期待の若手の社内評価を潰つぶすのと、あたしを天てん秤びんにかけてたみたいだけど、表向きには『高たか神がみさんの意志を尊重する』って落としどころをつけてきた感じ？　……物は言い様、大人の世界だよねー」

　そういう流れなら、おそらくユズの上司は、ユズが辞やめた理由を社内に広めることはないだろう。でも、ユズの元カレには、過あやまちを犯おかした気まずさが残りそうだ。

　……もしかしたら、そういうことを一いつ切さい気にしないクズかもしれないけど。

「とりあえず、明日から有休消化だって。一週間くらいしかないけどね」

「……本当に、未練ないのか？」

「ないない。それに次の仕事もまぁ、すぐ見つかるよ。何せあたしは最強資格、『美び貌ぼう』の持ち主だからね！　愛あい嬌きようもバッチリ」

　にっこり笑え顔がおに、自分の両りよう頰ほおを軽く人差し指で突つき刺さすポーズ付き。ユズ以外が言えば反感を買いそうな発言を繰くり出だしてくる。

　でも、ユズだから許されてしまう。事実、ユズは面接とグループディスカッションでほとんど負けたことがないはずだ。

「でも、家はどうするんだ？　無職だと賃ちん貸たいは審しん査さが通らないだろ。しかも、住所欄らんが空くう欄らんだと転職活動もできないぞ。詰つんでないか？」

「うん……そのことで、銀ぎんにお願いがあるんだよね。でも、その前にちゃんと謝らないと」

　ユズは鞄かばんを置いて、その場に正座して、神しん妙みような顔になった。

「昨日は、ごめんなさい」

「……どれの話だ？」

　心当たりがありすぎて、どれかわからん。

「お風ふ呂ろに、いきなり侵しん入にゆうした件。銀ぎんは、あたしをちゃんと心配して泊とめてくれようとしたのに、あたしは約束を守らなかった。銀ぎんの優やさしさを踏ふみにじる行こう為いでした。……とても反省しています。ごめんなさい」

「…………」

　これもまた、ユズのずるいところだ。

　気を許した相手にはバグった距きよ離り感かんで近付いてくるくせに、相手が本気で嫌いやがるラインを越こえたときは礼を尽つくして謝ってくる。

　これをやられると、普ふ段だんとのギャップも相まって、強く怒おこれなくなる。

　はぁ、とため息をつきながら、俺は頭をかく。

「わかっているなら、いい」

「……ありがとう」

「で、俺にお願いってなんだ？」

「長くなりそうだから先にご飯食べない？　お腹なか空いてるでしょ？」

　それもそうだ、と同意する。

　その後、数年ぶりに、ユズと同じテーブルで食事をした。……とても、妙みような感覚だった。







　話が長くなるなら、と食後にお茶を淹いれた。

　一番茶を軽くすすりながら、ユズの言葉を待つ。

「結論から言うと、あたし、銀ぎんとよりを戻もどしたいの。……ここに住まわせてもらいながら、次の仕事を探せたら一番嬉うれしい」

「…………」

　ある程度覚かく悟ごはしていたけど、またなんと言うか、距きよ離り感かんのバグった話を……。

「やっぱり、ダメ？　……まぁ、当然っちゃ当然かぁ。こっちから別れ話切り出して、他の男と住んでたのに『やっぱりあなたといたい！』って言われても響ひびかないよね。大げさに言えば不ふ倫りんしてた奥さんが好き放題やったあとに戻もどってきたのと、なんも変わらないし。……うぅ、ダメだ。言ってて自分でへこんできた……めちゃくちゃな女で、ごめんなさい」

「いや、そういう、責めるような気持ちは全然ない」

　勝手だな、と思う奴やつはいるかもしれないけど、俺自身はそれを感じていない。

　それも含ふくめてユズはユズだから、という気持ちが先立っていた。

「ただ、色々言いたいことはある。……でも、まず、そこに思い至った理由を聞こう。喧けん嘩かになって追い出されたけど、元カレとは結けつ婚こんを前提に同どう棲せいしていたんだろ？　なのに、どうして俺と急に、そんな……」

「急じゃないよ。久々に会えて、優やさしくしてもらえて再燃した気持ちもあるけど──あたし、銀ぎんと付き合ってたころ幸せだった。すごく楽しかったし、銀ぎんに大事にしてもらえて、本当に成長できた。別れたあともずっと、あのころが恋こいしかったよ。もう銀ぎんは、忘れちゃった……？」

「そりゃあ、忘れてないけど……」

　学生時代の俺たちは付き合うことで、お互たがいにとてもいい影えい響きようがあった。

　ユズは俺の恋こい人びとになってから、それまでの男性関係が噓うそのように、身持ちが堅かたい女性になった。男だけの集まりにひとりで行くことは絶対になかったし、今までのノリで男が絡からんできたときは、やんわりと「そういうのはもう、やめてほしいんだ。ごめんね」と拒きよ否ひしていた。

　それまでのユズがダメだった、なんてことは思っていないけど、ユズ自身は自分の心の変化をとても喜んでいた。以前までは、ユズを敬遠していた人物も仲良くしてくれるようになったし、俺という決まった相手ができたことで魔ま性しようの女成分もずいぶん薄うすまり、遊びに行ったサークルの人間関係を壊こわすこともなくなった。

　俺は俺で、真面目なノート屋さんから『あの高たか神がみ柚ゆず香かを射止めた男』『ユズを変えた男』として一目置かれるようになり、男女問わず広がっていた交友関係がますます広がった。

　……当時も自分に自信がなかった俺は、これがすごく嬉うれしかった。

　ユズのおかげで、俺は周囲に認めてもらえていたんだ。

　何より、ユズから素す直なおに好意を向けられることが、純じゆん粋すいに嬉うれしくて誇ほこらしかった。

　ユズは俺に、人間として自信をつけてくれた。

　……まぁ、ベッドの中で色々と教わったことも、男として、やっぱりありがたかったわけで。

「いい恋こいだったのは間ま違ちがいない。大学時代の思い出はだいたい、ユズと過ごした時間だ」

「……そうだね。あたしも、そうだった」

　でも、結局、俺たちは別れた。

　多くの時間を一いつ緒しよに過ごして、笑え顔がおの絶えない日が続いたけど、長く付き合っていれば、どうしたって落ち着いてはくる。

　同じ部屋にいるのに、お互たがい、違ちがうことをしている場面が増えていったんだ。

　片や漫まん画がを読み、片やテレビを見る、みたいな状じよう況きようになっていった。

　さらに、俺たちの趣しゆ味みが合わなかったことも悪さをした。

　ユズは昔から運動が好きで、得意で、いわゆるスポーツウーマンだった。サークルにあちこち顔を出していたが、だいたいはそっち系の集まりだった。

　ボルダリング、フットサル、ソフトボール、テニス……男女混合で試合をするときは俺も参加したが、運動は正直、あまり得意ではない。良く言って、中の中だろう。

　単位の修得が済んで授業が減ると、俺はバイト先の居酒屋で料理を教えてもらえるのが楽しくなって、そっちに熱中し始めた。自宅で俺が料理を作っている間、ユズは、やはり違ちがうことをしていた。

　そしてトドメは、大学四回生の夏。俺たちは早々に企き業ぎようから内定を貰もらい、最後の夏休みを謳おう歌かしていた。

　ユズは、興味のあったスキューバダイビングのライセンス取得に精を出し、俺は、社会人になってからはやれなさそうな、ネットゲームに手を出した。

　後に、桐きり原はらと出会うことになるゲームだ。

　無事にライセンスを取得して戻もどってきたユズは、俺がハマっているゲームに興味を持った。

　だが、本当に不幸なことだったんだけど、ユズはそのゲームを俺と遊べなかった。

　３Ｄ酔よいのせいで、長時間プレイすることができなかったんだ。

　他のゲームは問題ないのに、これだけはどうしても──という状じよう況きようだった。

　ユズに気を遣つかって引退も考えたけど、ユズは逆に俺を気き遣づかい、俺に好きなだけ遊んでいいよと言ってくれた。

「銀ぎんがそんなに何かにハマってるところ、初めて見るしね～」

　俺は、その言葉を真に受けてユズに甘えてしまった。

　ユズが、本当は寂さびしがっていると気が付けなかった。

　一応、俺なりに気は遣つかっていたつもりだ。

　ユズが突とつ発ぱつ的てきに家に来たときや、他のプレイヤーと先約があったとき以外、ユズの前でゲームをするのは控ひかえていた。どうしても続きをやりたいときはユズが寝ねてから深夜に遊んでいた。

　それでも、ユズは俺の微び妙みような心の変化が気になったみたいだ。ハマった人間にしかわからないだろうけど、複数人で遊ぶネットゲームは拘こう束そく時間が長く、人付き合いも多い。

　ユズのことは変わらず大事に想おもっていたけど、長く付き合っていたマンネリ感も手伝って、大事にするモノの比率に変化があったことは──正直、否定できない。

　そんなだったから、ユズは俺に話を切り出してきたんだろう。

「銀ぎん。あたしね、好きなひとができたんだ」

　どうして、ではなく、誰だれ？　という言葉が先に出た。

　あのときの、困ったように笑うユズの顔を、俺は未いまだに忘れられない。

「銀ぎん、最初に教えたよね。女の子はね……上手に噓うそをつく生き物なんだよ」

　戸と惑まどう俺に、ユズは続けた。

「これ以上は野や暮ぼだよ。取り返しがつかないくらい傷付け合う前に、一度、上手に別れよう？　そしたら、いい恋こいのまま終わりにできるはずだからさ」

　結局のところ、俺の身勝手さがユズを傷付けて、ユズに別れを切り出させたんだ。大事にすると誓ちかったはずなのに、恋こい人びとの気持ちを一番に考えなかった。別れ話に同意したのは、そんなダメな俺から、ユズを解放するためだった。それが一番、ユズのためになると思ったんだ。

　自信と自己肯こう定てい感かんを与あたえてくれた恩人に対する、大きな負い目になったのは間ま違ちがいない。

　その証しよう拠こに、普ふ段だんはあまり思い出さないようにしているし、思い出した今は──こんなに自分を情けなく思うし、ユズに申し訳ない気持ちで胸がいっぱいになる。

「……銀ぎん？」

　不安そうに呼よび掛かけられて、我に返る。

「どうしたの？」

「……昔のことを思い返していた。付き合い始めてから、別れるまでの間のこと」

　一度、深呼吸をして気持ちを落ち着かせる。

「別れるきっかけを作ったのは俺の方だった。なのに、ユズは上手に別れようと言ってくれた。別れたあとも、ずっと連れん絡らくをくれてた。……あれのおかげで、罪悪感が薄うすまっていたのは絶対にあった。そこは、すごく感謝してる」

「……ん」

　当時を思い出しているのか、ユズも悲しそうな顔になる。

「他に好きなひとができたってのは、やっぱり噓うそだったのか？」

「……そうだよ。思っていることを全てブチまけちゃったら、大泣きするのがわかってたから。それで銀ぎんを困らせるのが嫌いやだったの。あのときもまだ、銀ぎんが好きだったから」

　数年越ごしに聞く初めての話に、思考が止まる。ユズは、俺を強く見つめてきた。

「銀ぎんは、いつもあたしのしたいことを優先してくれた。旅行の行き先もあたしに譲ゆずってくれて、苦手なスポーツの試合にもついてきてくれて……そんな銀ぎんが好きだったから、あたしも、銀ぎんが夢中になれるものが見つかったら、絶対に一いつ緒しよにやろう、応おう援えんしよう、って心に決めてたの。ゲームにハマってる姿を見られて嬉うれしかった。……でも、一いつ緒しよにできなかったからさ。ダサい話だけど、だんだんゲームに取られた気がして寂さびしくなっちゃった」

　……概おおむね、推測通りだった。

「おかしいじゃん、そんなの。筋が通らない。だから絶対、みっともなくわめきたくなかった。でも、一いつ緒しよにいるとつらいのも事実でさ……銀ぎんのこと大好きで、初めて長続きした彼かれ氏しで、もうこのひとしかいない！　って気持ちだったから、銀ぎんの一番になれてないことが悲しかったの」

「……すまん」

「あ、別に責めてないよ!?　あたしだって、銀ぎんと接するテンション、けっこう変わっちゃってたと思うし。同じ部屋にいるのに違ちがうことしてたじゃん？　せっかくの夏休みなのに、銀ぎんを置いてダイビングのライセンス取りに行ったしさ。お互たがい様さまだったんだよ」

「…………」

「別れたけど、銀ぎんのこと嫌きらいになって別れたんじゃないんだよ。好きだったから、別れたの。そうじゃないと、別れるときにあんな約束の話、振ふらないよ」

「……約束って、あれか」

「三十歳くらいになってお互たがい相手がいなかったら、結けつ婚こんしよっか。ってやつね」

「まさかとは思うが、あれを本気にしていて、俺とよりを戻もどしたいって言うのか？」

「そうだけど？　銀ぎんは本気にしてなかったの？」

「あれも、上手に別れるための噓うそだと思っていたんだ。……ユズは人気者だから、相手がいない未来なんて想像してなかったし。そもそも、まだ三十歳になるまでもう少しあるぞ」

「あの約束を早めたいって思うくらい、銀ぎんのところに帰りたいんだよ。……勝手なんだけどさ」

　ユズは、申し訳なさそうに視線を落とす。

「別れたときのことを思い返すと、やっぱり、自分が子供だったなって気持ちになるの。……今ならわかる。いくら好きなひと同士でも、永遠にお互たがいの一番同士になんてなれっこない。そんなの映画とかおとぎ話の中だけだよ。一時の寂さびしさで銀ぎんと別れたのは、大おお間ま違ちがいだった」

　一転して、ユズは強い視線を俺に向けてくる。

「会社に入ったあと、言い寄ってくる男と付き合ってみたことはあったよ。身体からだは許さずにね。抱だかれてもいいと思ったひとなんて、ひとりもいなかった。誰だれと付き合っても、銀ぎんを忘れられなかったよ。月日を重ねて、出会いが増えれば増えるほど、銀ぎんの存在が大きくなっていった。唯ゆい一いつ、同どう棲せいしていた元カレだけは、このひととならいいかな、と思えたけど……いま思えば、あのひとも、なんとなく銀ぎんと雰ふん囲い気きがよく似ていたよ。でも、元カレも銀ぎんじゃなかった。結局あたし、ずっと銀ぎんの残像を追っかけてきただけだった。……あたし、銀ぎんと別れて、自分から幸せを手放したんだよ」

「…………」

「でも、遠回りも無む駄だじゃない。回り道をしたからわかることもある。お互たがいに好きなことが違ちがっても、一いつ緒しよにいて燃えるような気持ちが消えても、銀ぎんとは一いつ緒しよにいて苦痛じゃなかった。一いつ緒しよの部屋にいて違ちがうことをしても、一いつ緒しよに生活できる……あれは、実はすごいことだった」

　……そうだな。それは、確かにそうだ、と心中で頷うなずく。

「あのときは自分自身の幼よう稚ちな寂さびしさに負けちゃったけど……今は絶対に違ちがう。もう、あんな気持ちにならないし、銀ぎんを振ふり回まわさない。……恋こいだけでもそうなんだけど、恋こいだけじゃなくて、結けつ婚こんのこと考えたらあなたが絶対一番って、今はわかってる。だから……もう一度……」

　ユズは、呼吸をひとつ挟はさむ。

「今度は離はなさないし、離はなれないから。……また、一いつ緒しよになれない？」

　思おもいの丈たけを打ち明けてくれたユズは、俺の返事を待つ姿勢に入る。……昨日から何度も『ユズは変わらないな』『相変わらずだな』と思っていたが、とんでもない。昔のユズと比べると、ずいぶん成長した印象を受ける話だった。

　そもそも別れた当時だって、よくよく話を聞いてみると、俺なんかよりずっと大人だ。

　そういえば、初めて大学でユズの噂うわさ話ばなしを聞いたときも、同じ感想を抱いだいたっけ。

　自分と同じ年ねん齢れいなのに『男と寝ねるのはコミュニケーションツールのひとつ』なんて、ずいぶん進んでいる女性なんだな──と、憧あこがれに近い気持ちを抱いだいたはずだ。

　ユズは昔も今も、俺より大人なんだ。

　……それが、とても眩まぶしい。正直、うらやましくもある。

「俺も、ユズを嫌きらいになったことはない。すれ違ちがいはあったけど、別れるときも好きだった。それは別れたあとも同じだよ」

　初めて入った会社でボロクソに言われてつらかったとき、何度、ユズに電話を掛かけて、支えてもらおうとしたか。

　でも、それができなかったのは、心のどこかでたぶんわかっていたからだ。

　ユズは、俺が頼たよればきっと助けに来てくれる。

　どんな状じよう況きようであれ、飛んできてくれるかもしれない。

　さっきの話を聞くに、おそらく俺の予想は間ま違ちがってなかった。

　でも、それが実現していれば当然、ユズの人生も大きく変わっていただろう。

　壊こわれかけていた俺の人生に、ユズを巻き込むわけにはいかなかったんだ。

　だから、俺は会社でつらかったときも、会社を辞やめたあとも、ユズを頼たよらなかった。

　もしも頼たよっていれば……今から言う返事は、変わっていたに違ちがいない。

「さっきユズがしてくれた話は、とても大事なことだった。教えてくれてありがとう。すごく感謝している。尊敬もしている。ユズは今でも、俺の大切な存在だ。……でも、ごめん。ユズと一いつ緒しよにはなれない」

　俺には桐きり原はらがいる。

　……つらかった時期を支えてくれたのは桐きり原はらだった。

　俺を信じてくれるあいつを裏切れない。

　ユズは数秒間凍こおり付ついたあと、口を開く。

「理由を、聞いてもいい？」

「それは……すまん。ユズ相手でも言えない。事情があるんだ。いつか、言える日が来るかもしれないけど……今は、ごめん」

「……そっか」

　はぁぁ～……とユズは脱だつ力りよくして机に突つっ伏ぷす。

「まさかの勝負手失敗……かっこわる……」

　……まぁ、プロポーズを断られたのだから、当然か。

「家、どうしよかなぁ……頼たよれるのは実家くらいだけど、帰ったら、アレだからなぁ……」

　……。

　……うーん。

　う～んんんんんんんンンンンンンン……。

「銀ぎん、どしたの。変な声出して」

「……その話だが、一いつ緒しよにはなれないけど、仕事と家が決まるまでの少しの間なら、ここを使ってもいい……と、いうことに、する……」

「えっ!?　いいのっ!?」

　がばっ！　と身体からだを起こしたユズは食い入るように確かく認にんしてきた。

「本当は、よくないけどな……さっきの話に対する、俺なりの恩返しだ……」

　桐きり原はらへの申し訳なさも当然あるけど、長年の負い目を払ふつ拭しよくできるなら、という気持ちがある。

　それに、ユズのことだ。本気で仕事を探し始めたら、すぐに見つけてくるだろう。そんなに長い期間は居つかないはずだ。

「そもそも俺、この家には平日、寝ねに帰ってくるだけなんだよ。高校教師の朝は早いから、夜はさっさと寝ねてる。その上、金曜日の夜から日曜日の夜にかけても留守にしてる」

「どこに泊とまってるの？」

「近くの男友達のところだ。ネットゲームで仲良くなった奴やつと偶ぐう然ぜん近所でさ。休みはそいつの家で、がっつりゲームをやっている」

　大部分は真実だが、『男友達』ってところだけ、噓うそが混じっている。

「へぇぇっ～……銀ぎんもずいぶん、アクティブになったもんだねぇ……」

「俺がいない間は自由に過ごしていい。ただし、条件はいくつか出すぞ。俺も高い給料を貰もらっているわけじゃないから、増えた分の水道光熱費は払はらってもらう。……家賃は、免めん除じよしよう」

「破格だね」

「だろ？　……だが、平日、俺が帰ってくるまで風ふ呂ろに入るのはなしだ。風ふ呂ろの順番は、俺が先、ユズがあと」

　桐きり原はらと親密な状態で、他の女性の残り湯に浸つかるのはちょっとなぁ……という考えに基もとづく提案だ。

　それを言い始めると、居い候そうろうがアウトオブアウトなんだけど……。

「それ、最後にお風ふ呂ろ洗って出てくるのが面めん倒どうだから？」

「……よく覚えていたな」

　昔は風ふ呂ろ掃そう除じが面めん倒どうで嫌きらいだった。都合が良いいので、今も変わっていないことにする。

「なるほどねー。まぁ居い候そうろうの身だし、お風ふ呂ろ掃そう除じくらいさせてもらいますよっ！　あとは？」

「あとは……昨日の風ふ呂ろみたいな件は、絶対に許さん。もしも次にやったら……」

「……あたし、追い出される？」

「いや、俺はまたホテルへ逃にげる。でも、宿しゆく泊はく料金はユズ持ちだ」

「罰ばつ金きんじゃんっ!?」

「追い出されないだけ、ありがたく思え。寝ねる場所もしっかり分けるぞ。消灯したら俺の領土には絶対侵しん入にゆう禁止だ。……とりあえず、こんなところか。細かい条件は気が付いたときに随ずい時じ追加していく。何か質問は？」

「はい、先生。頑かたくなにあたしと寝ねるのを避さけようとしている感じがしますが、それはあたしがフラれた理由にも関連しているのでしょうか？　……実は、彼女がいるの？」

「…………」

　露ろ骨こつすぎたか？　『彼女がいる』とだけ答えるべきなのか……？

　だが、何かの間ま違ちがいで桐きり原はらとの関係がバレて、また離はなれることになったら──。

　少しの情報でも与あたえるのは、やはり怖こわい。

「そういうわけじゃないが、ユズと一いつ緒しよになれない理由には、ちょっと絡からんでいる。だから、詳しよう細さいは言えない。……察してくれ」

「ん～……あたしにも言えないんだ？」

「そうだな」

　……ユズだから、言えないんだよ。

「わかった。じゃあ、これ以上は訊きかない」

　バレないように、そっと安あん堵どの息をつく。

「で・も・さぁ～。あたしとしては、ちょっと、銀ぎんにお礼したい気分なんだけど？」

「……なんだ、お礼って」

「銀ぎんと付き合い出してから彼かれ氏しじゃない男と遊ぶのはやめたけど、銀ぎんが相手なら話は別」

　瞬しゆん時じに捕ほ食しよく者しやの顔になったユズは、ぺろりと舌を出して自分の唇くちびるを湿しめらせる。

　妖よう艶えんな視線と仕草に、思わず気け圧おされる。

「しばらく彼女もいなくてご無ぶ沙さ汰たなんでしょ？　……遊びだと思って、ストレス解消に一戦交えない？　あたしが仕込んだ銀ぎんのテク、久々に感じてみたいし」

「だから、ダメだっての」

「えーっ、なんでよー。スーパーで総菜買うついでに、ゴムも買ってきたのにっ」

「無む駄だにして悪いが、俺と使う予定は今後もないと思ってくれ」

「むぅ～っ」

「他に質問は？」

「……ないけど」

「じゃあ、今日はお開きだ。……疲つかれてるし、風ふ呂ろに入って寝ねるよ」

　あくびを嚙かみ殺ころしながら立ち上がり、風ふ呂ろの準備のために部屋を出ようとする。

　……ユズとすれ違ちがう瞬しゆん間かん、ユズは俺の手をいきなり摑つかみ、引っ張り込んだ。

　なんだ？　と言葉にする前に、指先がぬるりとした言い様のない感覚に包まれた。

「ンっ……」

　ユズが、俺の人差し指と中指を口に含ふくみ、しゃぶっていた。吸い付き、吸い立てながら舌を蠢うごめかせて指先や関節をねぶる。

　いきなりブチ込まれた覚えのある性感に、思わず「うあっ」と声を漏もらしてしまった。

　ユズは、してやったりの顔だ。

「あはっ。指で感じるの、変わらないんだ？」

　唇くちびるで指を挟はさみ、舌先で指先を舐なめながら、手ての甲こうも撫なでさすって刺し激げきしてくる。

　ぐっ、と身体からだに力を入れてしまうと、ユズはますます笑えみを深めた。

「感じちゃって恥はずかしいの？　……かわいっ」

　指先を解放したユズは、手ての甲こうにキスをしてくる。楽しくて仕方がないらしい。

「何を気にしてるか知らないけど、ゴムありなら別にいいじゃん。秘密にするからさ──」

「……きんだ」

「へっ？」

「罰ばつ金きんだーっ!!」

「えええっ!?」

「何を驚おどろいてやがる！　出せっ！　さぁ早く出せ！」

「待って待って待って！　わかったやめるっ！　やめるから!!」

「もう遅おそいっ！　ちょっと甘い顔してたらすぐ調子に乗る！　さっきのガチ謝罪はなんだったんだ！　なんもわかってないだろお前!?」

「ごめんってば～っ！」

「ごめんで済むか！　だいたいお前は非常識すぎる！　勝手にＧＰＳで住所調べて控ひかえるとかひとに何の連れん絡らくも相談もしないで勝手に仕事を辞やめて家に住まわせろだのいったい何を考えてやがるこのバカがっ！　わかってんのかーっ！」

「ひぇぇっ！」

　無む駄だな体力を使いたくないのに、しばらくの間、ガチ説教を続けてしまった。

　ユズは正座になり、ずっと「おっしゃる通りです」「すみませんでした」「面めん目ぼくありません」を繰くり返かえす。まったく手ごたえがなく、響ひびいていなさそうな気配がしていたんだけど──実は効いていたのか、あんまりにも俺が言いすぎたのか、半泣きで言い返される。

「そ、そこまで言わなくたっていいじゃん！　あたしで童どう貞てい捨てたくせにぃーっ！」

　……全然脈みやく絡らくがないんだけど、なんだか言い返せなくなってしまい、風ふ呂ろに逃にげた。

　湯船に浸つかっている間、ずっと頭を抱かかえていた気がする。……やっぱりダメだ。あいつは。
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（はぁぁ……まーた怒おこらせちゃったなぁ……）

　昨日で懲こりたはずだったのに、つい、またやってしまった。

　ちょっとした悪ふざけだったのに、あんなに怒おこらなくても──いや、あわよくばワンチャンっていう邪じや念ねんはあったから、怒おこられて当然なんだけど。

（でも、銀ぎんだなぁ……やっぱり、銀ぎんだ）

　そばにいる実感が湧わいてきて、湯船に浸つかりながらニヤニヤしてしまう。

　……お風ふ呂ろから出たら、もう一回謝ろう。そこから少し、お話しできると嬉うれしいな。

　だけど、部屋に戻もどると銀ぎんの気配がなかった。

「銀ぎん、いないの……？」

　返事はない。……もしかして、またホテルへ行ってしまった？　寂さびしさで胸が苦しくなる。

　でも、静かにしているとかすかに呼吸音が聞こえた。

「銀ぎん？　寝ねてるの？」

　やはり、返事はない。

　だったら、近付いてもバレないよね──。

　音を立てないように枕まくら元もとへ行くと、銀ぎんの寝ね顔がおが見えた。

　よほど疲つかれていたのか、口元をむにゃむにゃさせている。

　自然と、あたしは笑え顔がおになる。

「あはっ。銀ぎんだぁ。本当に、銀ぎんだぁ……」

　少しだけ、涙なみだの味がした。昔と変わっていないなら、朝まで起きないはず。

　ほっぺたをつんつんしているだけで、あたしの胸には幸せが広がっていく。
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　久々に会ったせいか、あたしの恋こい心ごころ、乙おと女め心ごころは大だい爆ばく発はつ中だ。

「……いっぱい怒おこらせちゃって、ごめんね」

　昔からそうだ。あたしが調子に乗ると、いっつも𠮟しかってくれた。あたしの人生を一番に考えてくれてた。

　そういうところ、本当に変わってない。

　銀ぎんは、受験勉強してる彼女が『勉強よりもあなたと遊びたい』と言ってきたら、本気で彼女を𠮟しかることができる人間だ。

　パートナーの人生を一番に考えられる、イイ奴やつだ。

　大切なひとに嫌きらわれる覚かく悟ごで、一番正しいことを言える──貴重な存在だ。

「なんで離はなれちゃったんだろうなぁ……昔のあたし、マジで大バカ野や郎ろう」

　実は、さすがに重すぎて呆あきれられそうだから、銀ぎんに言わなかったことがある。

　……元カレと別れ話になったのは、彼だけの責任じゃない。

　あたしは、彼に身体からだの関係を許していなかった。

　結けつ婚こん前提で同どう棲せいしているのに、三ヶ月近く一いつ緒しよに暮らしているのに、その前に半年も付き合ってたのに、あたしは、彼に自分を抱だかせなかったんだ。

　それだけじゃない。元カレとまだ付き合っていないころ、あたしは、未いまだに昔の恋こい人びとと連れん絡らくを取っていることを彼に教えていた。

　スマホを壊こわされたのも、投げられたのも、全部それのせい。

　あのひとは……あたしが銀ぎんに心を残しているのを見み抜ぬいて、嫉しつ妬としたんだよ。

「そんなに昔の男が大事なら出て行け！　って、追い出されちゃったんだよね」

　怒おこって、当然だと思う。

「……あーあ。なんであたし、こんなに重たい女になっちゃったのかなぁ」

　大学時代は軽い、抱だける、後あと腐くされない、がセールスポイントの女だったのに。

　銀ぎんに『男は初めての女を忘れない。呪のろいになる』なんて言ったけど、実際に呪のろいが掛かかったのは、あたしの方。

　自分以外のひとと寝ねないでほしい、と打ち明けてくれた姿を、あたしは忘れられないんだ。

「今や、立派な超ちよう絶ぜつ銀ぎん依い存ぞん症しようになっちゃったよ」

　そんなわけで、今のあたしは数年間、あなたと別れてからご無ぶ沙さ汰たなのですよ、銀ぎん。

　寝ね込みを襲おそったら本気で絶交するって言われたからしないけど、縛しばって目め隠かくしをして犯おかしたいくらい、今のあたしは銀ぎんに狂くるってるよ。

　昔通りに抱だかれたら、たぶん感じすぎて大泣きしちゃうんだからね。

　残念ながら、銀ぎんはノってこなかったけど。

　……それにしても、あたしにも言えない理由というのは、いったいなんなのだろう？

「悪いけど、教えてもらえるまでは簡単に諦あきらめないからね、銀ぎん」

　あたしの勘かん繰ぐりすぎかもしれないけど、どうも、誰だれにも言えない相手と悪い恋こいをしている気配がしてならない。

　あたしを泊とめるぐらいだから、おそらくはまだちゃんと付き合っていない……？

　事情のある恋こいと言えば、不ふ倫りんか、浮うわ気きか──あるいは、別に本命がいるセフレでも作って、銀ぎんが本気になった？　キャバ嬢じようとかに入れ込んで、騙だまされてなければいいけど。

　銀ぎんは生き真ま面じ目めだけど、相手が夫や恋こい人びとから虐しいたげられているみたいな、可か哀わい想そう成分持ちの女なら全然あり得る。

　でも、その辺りが相手なら、あたしにもチャンスがあるよね。

　何せ、あたしも今、おんなじ状じよう況きようだし。

　しかも、お手軽に手を出しやすい『元カノ』ポジションですからね、あたし。

「ズルいのは百も承知だけど、やっと銀ぎんのところに帰ってきて、プロポーズまでしたんだから。……悪いけど、我が慢まんして」

　ワンチャンありそうなら、何がなんでも落としにいく。

　ガチ恋こいしてる女の執しゆう念ねん、ナメちゃダメよん？








２．暮くれ井い・自分の欠点：説教癖ぐせ






　ユズが転がり込んできたのは、桐きり原はらの家から帰ってきたときだったので、先週の日曜日。

　居い候そうろうが決まった月曜日から丸々一週間が経たち、俺は週明けの教きよう壇だんに立っている。

　朝イチのホームルームではいつも生徒たちが眠ねむそうに、気重そうに着席しているが、その中で一番ぼやけた顔をしているのは、間ま違ちがいなく俺だった。

「先生、まためっちゃ疲つかれてない？」

「……やっぱり、わかっちゃうか？」

　心配してくれた最前列の生徒に答えながら、この一週間を振ふり返かえる。




　まず火曜日。午前の授業を終えて職員室に戻もどり、スマホをチェックするとメッセージの着信が十数件近くあった。送り主は全部ユズだ。

　やけに震ふるえるなぁ……とは思っていたけど、あらためて数字で見ると驚おどろかされる。

　で、その内容はというと──。

『ごめん！　朝ごはん作ってあげようと思ってたのに寝ね過すごした！　本当に朝早いんだね～』

『タオルケットとクッション貸してくれてありがと。でも、さすがに毎日床ゆかで寝ねるのは身体からだが痛くなっちゃいそうなので、お布ふ団とん買っていい？　引ひっ越こし先が決まったら持っていくから』

『なんかキャンペーンやってるみたいで、急いで頼たのむと明後日あさつてには着くんだって～。仕事で忙いそがしいところ悪いけど、気が付いたら早く連れん絡らくちょうだい♪』

『あ、今日晩ごはん、何食べたい？』

『っていうか、お昼っていつもどうしてるの？　明日から作ってあげよっか？』

『あれ～……既き読どくがつかない。授業中はスマホ、持ち歩いてない感じ？』

　──とまぁ、急ぎのようで、急ぎではないような、微び妙みようなメッセージがずらりと並んでいた。

　ちなみに、生徒たちにスマホの使用を制限している手前、昼休みと放課後以外は画面を見ないようにしている。

　昼休みの時間も限られているし、とりあえず、布ふ団とんの件だけ返事を──と思い、メッセージを打ち込む。その途と中ちゆう、新しいメッセージが飛んできた。

　画像付きだった。

　上半身裸はだかのユズが、片手でどうにか胸だけ隠かくしている。

　何も口に含ふくんでいないのに、ぶーっ!?　と飲み物を吹ふき出だすようなリアクションをしてしまった。

　慌あわてて、画面を覗のぞかれる距きよ離りに誰だれもいないことを確かく認にんする。

　……暮くれ井いさんがまだ戻もどっていなくて助かった。

　安全を確保してから、打ち込んでいたメッセージを消してクレームを入れる。

『なんてもんを送ってきやがる!!』

『あ、よかったブロックされてなくて～っ！　なんか、急に不安になっちゃってさ……』

『居い候そうろうさせてるのに、いきなりブロックするわけないだろうが！　昼休みと放課後以外は画面見てないんだよ！』

『なるほど！　ごめんごめんっ！　……ちょっと癒いやしになった？』

『罰ばつ金きん』

『ひええっ!?　ちょっとしたジョーク！　悪いた戯ずら！　あ、でも銀ぎんにしか送らないよ、こんなの』

『頼たのむから二度と送ってくるな』

『えーっ。自じ撮どり送るの趣しゆ味みだから、付き合ってよ～。次からは服、ちゃんと着るから！』

　……確かに、ユズは昔からよく自分の写真を送ってきていた。

　写真が好きなのもあるが、『好きなひとに写真を送る習慣があると、自然と常に綺き麗れいでいよう！　ってなって、美容にいいと思うの。精神的にも、肉体的にもね』という考えらしい。

　まぁ、効果はありそうだけど、付き合わされるのも困る。

「…………」

　だが、どうせユズは言っても聞かなそうだし、ふと思ったこともあるので、こちらからは触ふれないことにした。

　ちなみに、午後の授業中も、就活の実じつ況きようメッセージが頻ひん繁ぱんに送られてきていた。

　帰るころには、スマホのバッテリーゲージが真っ赤っかだ。

　……で、家に帰ると、ユズは「おかえりーっ！」と満面の笑えみで俺を出で迎むかえる。

　両手を広げてハグをねだられたが、素す通どおりして家に入った。

「いけずぅ。あ、買い物してきたよー。冷蔵庫いっぱいになっちゃった」

　中身を確かく認にんすると、統一感も規則性もない食材が綺き麗れいに詰つめ込まれていた。

　何を作るつもりなのか、俺には見当もつかない。でも、これがユズの買い物だ。

「いつも通り、安いのをとりあえず買ってきたの。すぐに作るからね～」

　作るものをあらかじめ決めてから用意する俺とは違ちがい、ユズはとにかく安くて、ビビッと来た食材をカゴに放り込んでいく。そこから、アドリブで不思議な料理を作るスタイルだ。

「今日は野菜たっぷりのナポリタン風・焼きうどんかな～」

　俺には到とう底てい作り出せない料理だが、悔くやしいことに、これがうまい……。

　盛り付けも適当なのに、口に入れると昔むかし懐なつかし、ユズの味がした。

「お弁当、本当にいらないの？」

「適当に、購こう買ばいで食べるから……」

「そっか。欲ほしくなったら、いつでも言ってね」

　本音を言うと、作ってもらえるとありがたい。だが、下手に頼たよると胃い袋ぶくろを摑つかまれそうな恐きよう怖ふもあった。桐きり原はらのことを思うと、なるべくユズを生活の中に組み込みたくない。

「…………」

「……？」

　トマトソースが掛かかった焼きうどんを食べていると、妙みような視線を感じた。

　ユズが、ニコニコしながら俺の食事を見ている。

「なんだよ？」

「いやぁ……幸せだなぁ、と思って……えへへ」

「……。期待されても、俺とは何もできないぞ」

「それでもいいのっ！　ふふふ」

　これが、先週の火曜日の話だ。この日から夕飯の支し度たくはユズの役割になり、水曜日以降の平日も、基本的には同じ流れで過ぎていった。

　……写真も毎日、送られてきていた。

　下着姿だったり、服は着ているがノーブラだったりで、大変、教育によろしくない。

　送られてきてもまったく反応しない、という形で、俺は抵てい抗こうを続けている。

　そして金曜日の夜、俺は桐きり原はらの家に遠えん征せいして、ユズと一いつ旦たん離はなれる。

　とても迷ったが、ユズが居い候そうろうしている間、変装グッズはリュックサックに入れて、学校の教員ロッカーに潜ひそませることにした。そのため、仕事が終わったら桐きり原はらの家に直行できる。

　家に着くと、桐きり原はらは熱ねつ烈れつに歓かん迎げいしてくれた。

「おかえり、銀ぎん～ッ！」

　玄げん関かんを閉めるや否いなや、ハグで拘こう束そくされ、そこからキスの嵐あらしが始まった。

　それから夕飯を作り、憩いこいのゲームタイム……のはずなんだけど、問題はここからだ。

　桐きり原はらとゲームしている間、まったく返事をしていないのにユズからメッセージが飛んでくる飛んでくる……。

「珍めずらしいね。誰だれから？」

「ちょっと、友人がややこしいことになってるらしくてな……」

　付き合いたてのころのユズも、同じペースで連れん絡らくを飛ばしまくってきた。

　数年ぶりに会ったし、そういう気分なんだろうけど……まぁ、放っておいたらそのうち落ち着くだろう、とこれも放置した。

　そんなことがありつつ、桐きり原はらとの楽しい時間はあっという間に過ぎていった。日曜日の夜、俺は自宅へ戻もどる。

　電車の中でメッセージアプリのログを確かく認にんすると、とりとめのないメッセージがずらり。

　反応しない俺に痺しびれを切らして、キワドイ写真をがっつり送ってきている形けい跡せきもある。

　あまり見ないようにして、『すまん。忙いそがしかった。今から帰る』とだけ連れん絡らくした。

　帰宅すると、さすがにユズは少しむくれていた。

「いけずー」

「しょうがないだろ。スマホばっかり見てたら、泊とまりで遊ぶ場所を提供してくれる友人に失礼だ」

「……まっ、それもそうか。銀ぎんの顔見られて安心できたし、いいやっ」

　機き嫌げんが悪くても、カラッとするのは変わらない。

　……と思っていたんだけど、大事件はその日の深夜に起こった。

　風ふ呂ろに入ったあと、入いれ替かわりでユズが浴室へ向かう。

　ユズを待たず、早々に布ふ団とんに入ったんだけど、夜中、ふと目が覚めてしまった。

　そして、聞こえたのは──。




「……んっ、銀ぎん……うぅっ……あう……んんんっ……あっ……ンンッ……っ！」




　……待て待て待て待て。

　何してんだ、あいつ。

　さすがにユズとの長い付き合いでも、初めてのシチュエーションだった。

　なんだ？　なんなんだ？　欲求不満なのか？

　昔から性欲旺おう盛せいで、スイッチが入ると俺に甘えてきて、一晩に数回を数夜連続で……みたいな女性ではあったけど、さすがにこれは……。

　ついこの間まで彼かれ氏しと同どう棲せいしていたんだから、ご無ぶ沙さ汰たってわけでもないだろう？

　むしろ、逆か？

　最近まで相手がいたから、同じ部屋に誰だれかいても我が慢まんできないくらい欲情したのか？

「ぁぁうぅぅ……」

　ダメだ、考えるのはやめよう。

　死ぬほどびびったけど、反応したら間ま違ちがいなく藪やぶ蛇へびになる。

　息を殺して、寝ね返がえりも我が慢まん。完全無視を決め込んで寝ねようとしたんだけど──。

「ぎ、ん……ぅぅ……ぁん……」

　抑おさえようとしているのに抑おさえられない、くぐもった声。わずかに聞こえる水音。布ふ団とんと肌はだが擦こすれる気配。動けないから、耳を塞ふさぐこともできやしない。

　しかも、こっちは桐きり原はらと土日をたっぷり過ごしてきた身だ。

　九月のくせに薄うす着ぎで過ごすあいつに密着されて、キスされて、柔やわらかくて甘い匂においがする身体からだを散々擦こすり付つけられたあとだ。

　同じ部屋で寝ねている間、鉄と鋼はがねの意志で手を出さないようにしているが、俺も男。

　当然、我が慢まんはしているわけで。

　そこに来て、ユズのこれだ。

　……寝ねられるわけないだろ、こんなもん。

　なんの罰ばつゲームなんだよ。俺、何か悪いことしたか？

「ぁっ、く……ッッ……はぁっ……ふぅ……はにゃぁ……はぁ……んふぅん……はぁあ……」

　……しばらくすると、ユズは大きく息をついて、動かなくなった。

　規則正しい寝ね息いきに変わったあとも俺はバッチリ目が冴さえて、バッキバキのギンギンだ。




　そんなわけで、月曜日・朝のコンディションは最悪中の最悪。寝ね不ぶ足そくでフラフラだ。

「先生、夏休み明けもだったっしょー」

「いったいマジでどんな遊びしてんすかー」

　言われた瞬しゆん間かん、教室に笑い声が起こる。

　夏休み明けで不調だったのは、暮くれ井いさんの尾び行こうがうまくいってなかったときの話だ。

「やめなよ男子ぃー」

　ナメられているのか懐なつかれているのか微び妙みようなラインだが、女子からフォローが入った。

「先生若いし、デートでもしてたんじゃない？」

「絶対、夏休みに出会いあったでしょー？　雰ふん囲い気き変わったもん」

　やはり色いろ恋こいに興味がある年ごろなのか、大半の生徒が注目してくる。

「悪いが、ノーコメントだ。想像に任せるよ」

「否定しなかった！」

「ほら、言ったじゃん！」

　話題を向けてきた女子たちがキャーキャー言い始める。

　こうなるのはわかっていたが、否定しなかったのはもちろん、教室の中にいるやきもち焼きのためだ。

　教室を見回すフリをしながら様子を確かく認にんすると、心配そうに眉まゆをひそめていた。

　俺の、顔色の悪さの方が気になるか。

　……すまん、と心の中で謝る。

　やはり、あいつには何か理由をつけて、居い候そうろうをやめてもらうのがベストだろうか。

　その後もユズの件が頭の片かた隅すみで主張を続けてきて、仕事に集中できなかった。







　昼休み。職員室でパンをかじりながら、あれこれ考える。

　ユズに居い候そうろうをやめてもらえると助かるのは間ま違ちがいないんだが、昨日の件をきっかけにそこへ至るのは、どうにも乱暴な気がしてならない。

　驚おどろかされはしたけど、ユズは約束を破ったわけじゃないし、あれもなんというか、生理現象の一種というか──普ふ段だん、桐きり原はらを前に一晩中耐たい久きゆうレースをしている身としては『どうしようもなく耐たえられないときだってあるよな』という理解が及およんでしまう。

　つまり、昨日の件はユズに問題があるんじゃなくて、惑まどわされて、意志を徹てつ底ていできていない俺に問題があるのではないか……？　それを理由に、こっちから提案した居い候そうろうを中止させるのは、どうも自分の中でしっくりこない。

（でも、桐きり原はらに秘密を抱かかえているのは大問題なんだよなぁ……）

　その一方で、ユズには恩があるし、負い目もある。追い出すのは不義理だし、俺が動じなければただ同じ家で寝ねているだけだし……だけど桐きり原はらには悪いし──。

　そんな考えがずっと、堂どう々どう巡めぐりを続けていた。

　ホテルへ逃にげ続けられたらよかったが、先日の尾び行こうで消費が激しかったのもあり、貯金が心もとない。

　いったい、どうすればいいんだ……。

「……ため息をついていると幸せが逃にげるわよ？」

　隣となりの暮くれ井いさんから言われて一いつ瞬しゆん、言葉を失った。

「俺、ため息ついてました？」

「気が付いてなかったの？　重じゆう症しようね。それに、朝の職員会議のときも、今も『心ここにあらず』よ」

「す、すみません……」

　そんな奴やつが隣となりにいては、士気も下がるだろう。申し訳ないことをしてしまった……。

「顔色も悪いけど、また寝ね不ぶ足そく？」

「はい……」

「先週も気になったんだけど、悩なやみでもあるの？　仕事の件？」

「仕事ではなくて、プライベートの方ですね……」

「……ふうん」

　暮くれ井いさんはちらりと周囲を見回す。近くに誰だれもいないのを確かく認にんしてから、椅い子すを少しこちらへ寄せてきた。

「桐きり原はらさんが絡からんでいて誰だれにも相談できてないなら、愚ぐ痴ちくらいは聞くけど」

　確かに、桐きり原はらも無関係ではないから、相談できる相手は暮くれ井いさんだけになる。

　どれだけ考えても答えは出ないし、ここは恥はじを捨てて、聞いてもらう方がよさそうだ。

「……実は、大学時代に付き合っていた彼女から、急にプロポーズをされまして……」

「えっ!?」

　今度は暮くれ井いさんが驚おどろく番だった。

　そこから、俺が事情を話すにつれて顔色が変わっていく。

　ユズと付き合い、別れた当時の話をしているときは興味深そうに聞いて同意してくれたが、先週から始まった居い候そうろうの話を聞いてからは、しかめっ面つらになった。風ふ呂ろに突とつ撃げきされた話や写真の件、昨日寝ね不ぶ足そくになった原因については省いたんだけど──。

「ふぅん……」

　一通り話を聞き終えた暮くれ井いさんは無表情で、腕うで時ど計けいを確かく認にんする。

「もうすぐお昼も終わりね。……今日、仕事が終わったあとのご予定は？」

「特に、ないですが……」

「それなら、放課後そのまま空けておいて。噂うわさされると面めん倒どうだから、別々に学校を出て、駅で待ち合わせましょう」

　言い放った暮くれ井いさんは、午後の授業の準備を始める。

　……機き嫌げんが悪いのは、気のせいだろうか。







　仕事を終えて外に出ると、陽が落ちて夜になっていた。

　残暑はまだ続いているけど、暗くなるのはずいぶん早くなった。涼すずしさを感じる日は、もうすぐそこまで来ているのかもしれない。

　学校を出たあとはバスに乗るけど、いつも降りているバス停を素す通どおりして、駅まで向かう。

　先に向かった暮くれ井いさんは、待ち合わせ場所で待っているはずだ。もうすぐ着きます、とメッセージを送るついでに、桐きり原はらからの着信を確かく認にんする。

『具合、大だい丈じよう夫ぶ？　もしも仕事の疲つかれが抜ぬけていないなら、土日のゲームはなしにして、ゆっくり休んでね。……でも、家には来てもらえると嬉うれしいな。休むなら一いつ緒しよにお昼ひる寝ねしたい』

　気き遣づかいと甘えが同居しているメッセージに、思わず頰ほおが緩ゆるむ。

　返事を送ったところで、ちょうどバスが駅前に着いた。

　待ち合わせ場所はすぐそこだ。

　遠くからでも、暮くれ井いさんの姿はすぐにわかる。……何せ、美人なんだ。

　学校の外で見ると、また一段とそれを感じてしまう。

「お待たせしました」

「お疲つかれ様さま。……それじゃ、行きましょう。この前のバーね」

　暮くれ井いさんの案内で歩き始める。

　迷いのない足取りでどんどん進んでいく。

　……やっぱり、怒おこってるよな？

　戦せん々せん恐きよう々きようとしながら、暮くれ井いさんを追って店に入る。

「差さし支つかえなければ、今日は奥のテーブルでお願いします」

　暮くれ井いさんのおかげで、内ない緒しよ話ばなしをしやすい席で飲めるようになった。

　アルコール入りのカクテルを注文しているのを見て、俺も付き合う。一杯ぱいだけなら大だい丈じよう夫ぶだ。

　注文を終えると、暮くれ井いさんはようやく口を開いた。

「とりあえず、お疲つかれ様さまでした」

「……はい、お疲つかれ様さまでした」

「本当にお疲つかれの状態なのに、なんで私が羽は島しま先生をここへ連れてきたか、わかる？」

「…………怒おこってるからでしょうか？」

「正解」

　にっこり微ほほ笑えまれる。……美人の静かな怒いかりは、怖こわい。

　暮くれ井いさんは先せん輩ぱいなので、ものすごく威い圧あつ感かんがある。

「なんで怒おこってると思う？」

「ぷ、プライベートの悩なやみが仕事に影えい響きようしているからでしょうか？」

「そんなので怒おこらないわよ。教師だって人間よ。聖人にはなれないわ。……私が怒おこってるのは、羽は島しま先生の判断に筋が通っていないせい」

　ぎろっと冷たい視線を向けられ、自然と背筋が伸のびてしまう。

「昔の恋こい人びとを放り出さないのは、別にいい。ひとによっては『ありえない』って言うだろうけど、個人的には理解できる。あなたらしいかな、と思うしね。……でもね、それを桐きり原はらさんに伏ふせているのはどうなの？」

「…………」

「元カノに桐きり原はらさんの話をしないのはわかるわ。秘密をなるべく漏もらしたくないんでしょう。けど、桐きり原はらさんに相談しないのは気き遣づかいじゃない。あなたの弱さよ。それか、あなた……心のどこかで、彼女のことをナメてない？」

「い、いえ、そんなことは……」

「そう？　年下とはいえ、桐きり原はらさんは恋こい人びとなのよね？　居い候そうろうさせているのは女性だし元カノだけど、ただの恩人。恩を返したいだけ。絶対に間ま違ちがいは犯おかさない。……その考えに自信があるなら、彼女に打ち明ければいいじゃない。筋が通っているなら、あなたの選せん択たくを理解して後あと押おしするはずでしょう？　どうして桐きり原はらさんを信しん頼らいして言えないの？」

「それは……」

　……確かに、暮くれ井いさんの言う通りだ。反論できない。

「桐きり原はらさんに言えないってことは、あなた、どこかで居い候そうろうさせている理由に自信がないのよ。やましい部分があるから言えないんだわ。浮うわ気きのラインってひとによって違ちがうけど、恋こい人びとに言えないことをしている時点で、浮うわ気きだと思わない？」

　グサッ、と胸に刺ささるものがあった。

　そのタイミングで、店員がドリンクを持ってくる。

「……男って、みんなそう。彼女のため、とか言っても結局、自分のためなのよ」

　暮くれ井いさんはカクテルグラスの中身を一気に飲み干す。

　空になったグラスをたんっ、と置いて、キリッとした目で俺を射い抜ぬく。

「二人の問題なんだから、二人で決めなさいよ。大事な恋こい人びとなら、ちゃんと筋を通しなさい！」

「…………」

「……羽は島しま先生？」

　暮くれ井いさんにならって、自分のグラスに手を伸のばし、中身を一気にあおった。

　アルコールの焼ける感かん触しよくが口から喉のどを経由して、胃に落ちる。

　ぷはーっ！　と息を吐はき出だすが、早くも身体からだが熱くなり始めていた。

「……ありがとうございます、暮くれ井い先生。おかげで、目が覚めました」

「それは何より」

「俺が間ま違ちがっていました。……でも、ユズが恩人で、ユズに恩を返したいと思う気持ちに噓うそはありません。桐きり原はらにも、同じように言います。ただ……あいつの許しが得られなければ、ユズの居い候そうろうは、そこまでです」

「いいんじゃない？」

「あと、もしも桐きり原はらにユズの存在を明かすなら……と前から考えていた手があります。こんな提案をしてみようかと……」

　俺の話を聞いて、暮くれ井いさんはふんふんと相づちを打ってくれた。

「ん～……教師の立場だと背中を押すべきじゃないんだけど、個人としては、その手を推おしたいわね。彼女、喜ぶんじゃないかしら」

「……ありがとうございます。さっそく、あとで桐きり原はらのところに行って、話してきます」

「そうね。早い方がいいわ。明日、スッキリした顔で出てきてちょうだい」

「はい。……あと、これも、言わないと」

　酒で少しフラフラしながらだけど、暮くれ井いさんを見つめ返す。

「ユズを放り出さなかったこと……俺らしいと言ってくれて、ありがとうございました。嬉うれしかったです。暮くれ井い先生の言葉にはいつも勇気付けられます。感謝です」

　ぱちぱち、と暮くれ井いさんがまばたきを繰くり返かえす。

「……あなた、酔よってるわね？　酔ようと、いつもそんなふうになるの？」

「発言がクサくなる、とユズに言われたことがあります。鼻についたなら、すみません」

「いえ。私は別にいいんだけど……桐きり原はらさんは大変ね。あと、元カノさんも」

　意味はよくわからなかったが、暮くれ井いさんはようやく、少し笑ってくれた。







　話がまとまり、すぐにでも桐きり原はらのところへ……といきたかったんだけど、俺の酔よいがさめるまで時間が掛かかってしまった。弱いのに、一気飲みなんてするもんじゃないな……。

　暮くれ井いさんにも落ち着くまで見てもらう形になってしまったので、大変申し訳なかった。

　店を出たときに謝ったら、暮くれ井いさんは笑い飛ばしてくれた。

「吐はかないだけいいんじゃない？　でも、気を付けてね。行ってらっしゃい」

　暮くれ井いさんに快く送り出してもらったあと、桐きり原はらに連れん絡らくをしてマンションを訪ねる。

　ユズには学校を出る前に遅おそくなると言ってあるので、夕飯を無む駄だに作らせる心配はない。

　急な話だったので、残念ながら変装セットはなしだ。

　もう夜の九時を回っているので、人通りも人気も少ないが、一応、周囲を気にしながら桐きり原はらの部屋まで向かう。到とう着ちやくする少し前に鍵かぎを開けておいてもらって、素す早ばやく室内に入った。

　俺の気配を察すると、桐きり原はらはすぐに玄げん関かんまで走ってきてくれる。

「銀ぎん？　大だい丈じよう夫ぶだった？」

「あぁ。誰だれにも見られてない……と、思う。夜よる遅おそくにごめんな」

「ううんっ！　それはいいんだけど、急にどうしたの？」

　桐きり原はらはとても不安そうだ。当然だろう。週明けの夜にいきなり「話がある」と言われて、警けい戒かいしないはずがない。

　こちらとしても、気持ちよく話せる内容ではないのが、なんとも……。

　とりあえず、テレビの前で向かい合って座ったが、空気と俺たちの表情はとても硬かたい。

「実は、桐きり原はらを悲しませたり、怒おこらせるかもしれない話をしなきゃダメで……」

「……うん」

「悪い話と、たぶん喜んでもらえる良いい話がある。できれば、悪い方から聞いてもらえると、話しやすいんだけど……」

「わかった」

　緊きん張ちようしているけど、桐きり原はらは覚かく悟ごを決めてくれたらしい。俺も腹をくくるしかない。

　本日二回目。暮くれ井いさんにした話と同じ内容を、桐きり原はらに説明していく。

　ただ、順序は変えた。プロポーズされたことは後回しにして、付き合っていたころの話から入り、俺がユズに恩を感じている理由を先に話した。

　そのユズが突とつ然ぜん訪ねてきて、家と仕事をなくしてしまったと聞かされた。

　すごく悩なやんだけど、俺は居い候そうろうを許した──というところで、桐きり原はらが固まる。

「…………」

「だ、大だい丈じよう夫ぶか？」

「……うん。話、続けて」

　その後、一週間、ユズと同じ部屋で寝ねたが、それだけ。

　ユズから自じ撮どりが送られてきたり、アプローチに近い動きはあったけど、俺からは一切手を出していない、と説明した。

「ただ、桐きり原はらに悪いな、とはずっと思っていた。それでもユズへの恩返しと、桐きり原はらを悲しませたくない、怒おこらせたくない、って考えを両立したくて抱かかえ込んでいたんだ。……いま思えば、身勝手な話だよな……暮くれ井いさんに相談したら見事に𠮟しかられたよ。それで目が覚めたんだ。二人の問題なんだから、桐きり原はらに相談して決めるべきだった」

「そか……暮くれ井い先生に……それで秘密にするのやめて、話してくれたんだね」

「……本当にすまない。今さら正直に言っても、許してもらえないかもしれないけど……気になるなら、スマホも見せる。ユズとのメッセージのやり取り、全部見てもらってもいい」

「そこまでしなくていいよ。銀ぎんのこと、信用してる。話してくれてありがとう」

　穏おだやかな声に、俺は思わず目を見張る。

「その顔。さては私が泣なき喚わめくか、怒ど鳴なり散ちらすと思ってたね？　でも、大だい丈じよう夫ぶだよ」

　桐きり原はらは余よ裕ゆうを持って微ほほ笑えんできた。

「その、柚ゆず香かさん？　が銀ぎんにとって、どれだけ大事なひとだったかは話の序じよ盤ばんで十分伝わってきたし……銀ぎんがそういう恩を大事にするのは、付き合いの中でなんとなくわかってたよ。柚ゆず香かさんに私の存在を黙だまっていたのも、暮くれ井い先生にバレた件の直後だったからって話も理解できる。うん……大だい丈じよう夫ぶだよ。納なつ得とくできてる」

「……そうか」

　この理解の良さは想定外だ。

　暮くれ井いさんにひっつかれたときや、生徒会室で俺を独どく占せんしようとしたときとは全然違ちがう。

　……丁てい寧ねいに話したから、なんだろうか。

「はぁっ。緊きん張ちようしながら聞いてたから、ちょっと疲つかれちゃった。悪い話ってまだ途と中ちゆう？　もう終わり？」

「あぁ。あとはユズの居い候そうろうをどうするか、二人で相談して決めたいんだけど……」

「おっけ。その前に、ちょっとトイレ行ってきていい？」

「それは、もちろん」

「途と中ちゆうなのにごめんね。すぐ戻もどる」

　桐きり原はらが部屋を出て行ったあと、俺も一息つく。桐きり原はらも緊きん張ちようしていたと思うけど、俺も気を張り続けている。ようやく、人ひと心ごこ地ちついた気分だった。

　あともう少し話して、それからしっかり休んで──。

　と思っていたが、桐きり原はらがなかなか帰ってこない。具合でも悪いのだろうか、と心配になる。

「……まさか、あいつ」

　嫌いやな予感がして、トイレの方へ様子を見に行く。

　扉とびらの前に立つと、桐きり原はらの独り言が聞こえてきた。

「……大だい丈じよう夫ぶ。絶対、大だい丈じよう夫ぶなんだから……自分から話してくれたし、ちゃんと、謝ってくれたし……銀ぎんは、私のなんだから。こんなので──」

　ぐすっ、と鼻をすする音がした瞬しゆん間かん、頭をぶん殴なぐられたような衝しよう撃げきを感じた。

　……そうだ。さっきの、話を聞いたあとに見せられた桐きり原はらの微ほほ笑えみ。

　あれは、いつも学校で見ている優等生の顔だ。

　俺に気を許しているときの、あいつの顔じゃない。

「……桐きり原はら」

「っ!?　銀ぎんっ？　……今の、聞こえた？」

「あぁ……」

「ご、ごめん！　違ちがうの！　ただ、驚おどろいてただけだから！　別に、なんともっ」

「とりあえず、出てきてくれるか？　……ダメか？」

「…………」

　桐きり原はらは、そっと扉とびらを開いて出てくる。

　頰ほおには涙なみだの跡あとが残っているし、目の端はしにも涙なみだが溜たまってしまっている。

「本当に、最初は、驚おどろいただけ、だったの。ちょっと、落ち着こうと思って、席、外したんだけど、銀ぎんが、柚ゆず香かさん、大事にするから、きっと、すごく素す敵てきなひとなんだろうなって思って、そしたら、急に、自信、なくなっちゃって……私より、柚ゆず香かさんってなっちゃったら、どうしようって……それから、悪い想像が、とまんなくて……」

　やっぱりそうだ。さっきのは俺を安心させるために言葉を選んでくれただけ。

　こっちが本当の桐きり原はらなんだ。みんなに見せない、甘えたがりな桐きり原はらだ。

「悪いのは俺だ。ごめんな。びっくりしたよな。不安になるよな。……本当に、ごめん」

　抱だき締しめると、桐きり原はらも背中に手を回してくる。

　腕うでの中で声を押し殺して、ひんひん泣きじゃくり始めた。

「さっきも言ったけど、ユズに助け船を出したのは、本当に恩を返すためだけなんだ……それ以上のことは、絶対ない。俺の心は桐きり原はらのものだよ」

　頭を撫なでながら告げても、桐きり原はらの涙なみだは止まらない。

「生徒会室で別の生徒に懐なつかれたときも思ったけど、これが、俺たちの──この恋こいのつらいところだよなぁ……。桐きり原はらはどれだけ寂さびしくても、俺が自分の相手なんだってみんなに主張できない……俺も、桐きり原はらを自分の好きなひとだって言えない……桐きり原はらと少し歳としが離はなれているだけなのにな。付き合っているんだぞ、ってみんなに今すぐ言えたらいいのにな……」

　桐きり原はらは俺の服を摑つかんで、こくこく、と頷うなずき続ける。

「私、もう少し早く、生まれたかった……」

「そしたら、俺が転職して赴ふ任にんするタイミングと合わなくて、ちゃんと出会えてないぞ」

「……それは、やだ。ぜったいやだ」

　その後も頭を撫なで続けたら、少しずつ落ち着いていった。

「……もう、大だい丈じよう夫ぶ。安心できたよ。……ごめんね」

「頼たのむから、もう謝らないでくれ。俺がしっかりしていれば、泣かせなくて済んだんだから」

　ゆっくり身体からだを離はなすと、目元と鼻が真っ赤になっていた。

　桐きり原はらの身体からだを支えながら元の部屋に戻もどる。その短い間も、桐きり原はらは腕うでを組んで、俺にぴったり寄より掛かかっている。

「話の続き、できるか？」

「うん……」

「泣かせたあとでこんなこと言うのも情けないんだけど、ユズに恩があるのは確かなんだ。あいつが困っているのも事実だし、もしも桐きり原はらが許してくれるなら居い候そうろうは続けさせてやりたい。ただ……ここから、もしかしたら喜んでくれるかもしれない、良いい話に繫つながるんだけど──このままユズを家に置くなら、俺はその間、自宅から離はなれようと思うんだ」

「またホテル暮らしするの？　さっき、貯金が減ってきているから、それは候補から外したって言ってなかった……？」

「あぁ。だから、ホテルじゃなくて桐きり原はらと住もうかと」

　桐きり原はらが固まる。まばたきも止まっていた。

「ユズの仕事が見つかるまで、平日もこっちで寝ね泊とまりできると嬉うれしい」

「いいのっ!?　来てくれるのっ!?」

「あぁ。でも、ユズの居い候そうろうの件も含ふくめて、ダメなら──」

「ダメなわけないじゃん！　やった！　やったーっ！　平日も銀ぎんといられる！　寂さびしくなくなるーっ!!」

　打って変わって、テンション爆ばく上あがりとなった桐きり原はら。

　飛とび跳はねて喜んだあと、俺に抱だき着ついてきて、キスしてきた。

　こっちは変わり具合に驚おどろいて、うまく反応できない。

　桐きり原はらは俺をすぐにキスから解放して、満面の笑えみを向けてくれた。

「いつから来こられる？」

「……明日、だな。仕事が終わったら、そのまま来るよ。今から帰って、準備して、ユズにも説明して──それからは、しばらく平日も一いつ緒しよだ」

「うんっ♪　待ってるね！」

　バレるリスクが高まるから心配もあるんだけど──桐きり原はらの笑え顔がおが見られた。

　ひとまず、良しとしよう。
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３．桐きり原はら灯とう佳か・幸せな瞬しゆん間かん：「おかえり」「ただいま」「いただきます」






　俺の不ふ甲が斐いない判断によって桐きり原はらを振ふり回まわしてしまったが、その桐きり原はらの厚こう意いにより、ユズの居い候そうろうは継けい続ぞくとなった。もう夜中になってしまっていたが、自宅に戻もどり、桐きり原はらに関わる部分は全て秘密にしつつ、桐きり原はらと決めた内容をユズに伝える。

「えっ!?　明日からいないの？」

「ゲーム仲間が、平日も家に来て構わないと言ってくれたからな。寝ねに帰るなら、男だけの方が気楽でいいだろうって」

「う、うーん、そっか」

　ユズは寂さびしそうだったが、置いてもらうだけでありがたい、と判断したらしい。それ以上は深く尋たずねてこなかった。

「メッセージは送ってもいい？　返事してくれる？」

「すぐには返せないかもしれないけど、それでよければ」

「もっちーっ。仕事、気を付けてね。あたしのご飯が恋こいしくなったら、いつでも帰ってきていいんだよー」

　ユズと話をつけたあと、明日から始まる連れん泊ぱくの準備を整えてから寝ね床どこに入った。

　……寝ねたのは夜よる遅おそくだったが、桐きり原はらに秘密がなくなったせいか、とてもよく眠ねむれた気がする。





＊＊＊






　翌朝、学校に着いたあとは暮くれ井いさんに昨日のお礼を伝えて、例の提案で桐きり原はらが納なつ得とくしてくれたことも報告した。

「よかったわね。今日も寝ね不ぶ足そくみたいだけど、顔色は良くなったんじゃない？　クラスの生徒たちに心配されるのは心ここ地ちいいかもしれないけど、なるべく隙すきを見せない方がいいわよ。いざってとき、威い厳げんがないと言うこと聞かないから」

「はい。ありがとうございます」

　暮くれ井いさんからの助言を肝きもに銘めいじて、職員会議のあとに教きよう壇だんへ向かう。

　……昼休みに桐きり原はらからメッセージで教えてもらえたんだけど、今日の俺は気合いが入っているように見えたそうだ。

『でも、あまり無理しないでね。ここ数日、落ち着かなくて大変だったんでしょ？　帰ったらゆっくり休もうね』

　昼飯のパンをかじりながら読んでいると、心が軽くなった。

　今日からは平日も、桐きり原はらと一いつ緒しよだ。




　気を抜ぬくと眠ねむ気けでぼんやりしがちな自分に活を入れつつ、どうにか午後の授業も乗り切った。

　ホームルームと終しゆう礼れいが終わると、解放された生徒たちが笑え顔がおで教室から散っていく。

　桐きり原はらはいつも通り、急ぐことなく、丁てい寧ねいな手つきで鞄かばんを持ち上げる。

　職員室へ戻もどるときに偶ぐう然ぜんすれ違ちがった──ように見せかけて、声を掛かける。

「これから生徒会か？」

「はい。でも、今日はすぐ終わる予定なので、早く帰れそうです。それでは失礼します」

「また明日な」

「はい。さようなら」

　噓うその別れの挨あい拶さつをして、廊ろう下かで別れた。職員室でスマホを見ると、桐きり原はらからメッセージが届いていた。

『ヤッバ。なんでかわかんないけど、今のすっごくドキドキしちゃったっ！』

　ゲームキャラが照れながらモジモジしまくる、動くスタンプも続く。

　思わず苦く笑しようする。俺も、同じ気分だったから。

　……バレないように注意は払はらうべきだけど、これくらいはいいよな。







　職員室へ戻もどったあとは、採点や明日の準備、生徒たちのノートの確かく認にんを行う。

　暮くれ井いさんと文化祭前の中間試験について相談していると、いつの間にか定時まで時計の針が進んでいた。

「あら、もうこんな時間。今日は上がりよね？」

「はい」

　寝ね不ぶ足そくだったが、なんとかやり切った。非常に達成感がある。

「楽しそうで何よりだわ」

　からかうような口くち振ぶりだが、暮くれ井いさんの表情に悪いものはない。本当に労いたわってくれている。

「お疲つかれ様さまでした。体調を崩くずさないように、ゆっくり休んでね」

「はい。ありがとうございます」

　帰かえり支じ度たくを手早く済ませて学校を出る。ロッカーから取り出した変装グッズ、連れん泊ぱく用の荷物も一いつ緒しよだ。

　バスを降りたあと、いつもの公衆トイレで着き替がえを済ませる。

　到とう着ちやく前に連れん絡らくをして、チャイムを鳴らすと──

「おかえりなさいっ！」

　明るい笑え顔がおで桐きり原はらが出で迎むかえてくれた。

　でも、俺は固まってしまった。

「どうしたの？」

「いや、髪かみ型がた……いつもと違ちがうから」

　桐きり原はらは後ろで髪かみをまとめている。

「すぐ食べられるように、と思って夕飯作ってたから。鞄かばん、ちょうだい」

「……ありがとう」

　鞄かばんを受け取った桐きり原はらは部屋に戻もどらず、俺が靴くつを脱ぬぐのを待っていた。

「ふふふ」

「どした？」

「ないしょー♪」

　めちゃくちゃ上じよう機き嫌げんだ。俺が家に上がると、鼻歌交じりにキッチンへ先行する。

　……背後から見るうなじに、艶つやを感じてしまった。

「温泉に行ったときも髪かみ、そうしてたよな」

「あー、そうだったね。あのときはそれどころじゃなくなったから、すっかり忘れてた」

「卒業したら、また行こうな」

　何気なく呟つぶやいた一言だったけど、桐きり原はらは驚おどろいたように振ふり向むいた。

「うんっ！　卒業後の楽しみがまた増えちゃった」

　とても眩まぶしい笑え顔がおだ。……可か愛わいい。

「夕飯、俺は何をやればいいんだ？」

　桐きり原はらはいつも下ごしらえだけして、仕上げは俺に任せる。

　二人の食事を二人で作るのがエモい、というのは継けい続ぞくしていたが、今日は違ちがった。

「座ってていいよー。銀ぎん、お疲つかれだから私が全部作っちゃう」

「大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「任せて。いつもちゃーんと、後ろから見てたでしょ？」

　その宣言通り、十分後くらいには見事な夕飯が食しよく卓たくに並んでいた。

「疲つかれを取るのに、とろろご飯でしょ。鉄分補給にほうれん草と豆とう腐ふのお味み噌そ汁しる、メインは胃腸が疲つかれているかもだったから、トマトジュースで白身のお魚、煮に込んでみたーっ」

「めちゃくちゃおいしそうだ……いただきます」

　桐きり原はらが用意してくれた料理は、どれも最高の味だった。

　ユズの夕飯を食べていたときも思ったけど、誰だれかが自分のために作ってくれた料理は、どうしてこんなにうまいのか……。

「気に入ってくれたみたいでよかった。ふふふ」

「桐きり原はらは食べないのか？」

「……そうだね。もうちょっと銀ぎんが食べているところを見ていたかったけど、冷めちゃうのもよくないよね。一いつ緒しよに食べるのも幸せだし、いただこうかな」

　自分の分を用意している間も、桐きり原はらはご機き嫌げんだ。

「嬉うれしそうだな」

「うんーっ。嬉うれしいよ。土日、銀ぎんが帰ったあと寂さびしくてしょうがなかったんだもん。一いつ緒しよにいられる時間が増えて最高の気分」

「そうか。そんなに喜んでもらえるなら、早く相談するべきだったなぁ……」

　そんな話をしていると、また、ずーん、と気持ちが落ちてしまう。

「落ち込まないでよぉ。私は怒おこってないし、今は喜んでるんだから。ね？」

「……わかった。とりあえず、作ってもらった食事をおいしく食べよう！」

「そうして！」

「宿題はもう終わったのか？」

「うん。ご飯を作りたかったから、生徒会室でみんなの仕事を待ってる間にパパパッとね」

「大したもんだなぁ」

「えへへ。デキる女だからね」

　会話をしながら、楽しく夕飯を平らげる。

　作ってもらったのだから洗い物くらいはしよう、と思ったんだけど、桐きり原はらはそれも自分がやると言ってくれた。

「ゴロゴロしながらテレビでも見ててよ」

　お言葉に甘えて電源を入れる。水仕事とテレビの音を聞きながら横になっていると、わかりやすく意識が飛び始める。

　キッチンから聞こえる桐きり原はらの鼻歌が妙みように心ここ地ちよくて、安らぎを覚えてしまう。

「銀ぎん？　銀ぎんーっ？」

「んっ……？」

　洗い物を終えたらしい桐きり原はらが近付いてくる。

「あ、ごめん。寝ねてた？」

「……かもしれん」

「うわー、本当にごめんね。お風ふ呂ろ、お湯張り終わったから先に入る？　って訊ききたかったの。眠ねむたいなら入っちゃえば？　そしたら、ころんって寝ねられるでしょ？」

「そうするかな……ごめんな、何から何まで」

「うぅんっ！　行ってらっしゃい！」

　桐きり原はらに引き起こされてから、脱だつ衣い所じよへ向かう。

　……そういえば、こんなふうに桐きり原はらに色々と家事や世話をしてもらうのは初めてだ。

　今までは、俺が色々とやる側だったのに。

　疲つかれているのを見て、色々と気き遣づかってくれているのだろう。きっと、あれだ。自宅で初めて見せる、優等生モードの動きなんだ。

　元々は気き遣づかいが行き届いている人間だから、当然、俺は至れり尽つくせりを味わえる。

　もし結けつ婚こんしたら、疲つかれているときはずっと、こんなに良いい思いができるのだろうか？

「……気が早いな。あいつ、まだ高校生だぞ」

　変なことを考えてしまった。ユズのプロポーズにあてられているのか？

　それか、疲つかれているんだろうな。早く風ふ呂ろに入って寝ねる準備を整えよう。

　服を脱ぬぎ、浴室に入ってシャワーで身体からだを流して、頭を洗い始める。

　途と中ちゆう、まったく予想していなかったことが起きた。

「銀ぎん、ちょっと入るねー」

「……へ？」

　背後から音がしたと思ったら、もう浴室内に桐きり原はらが立っていた。

　髪かみを洗っている最中で下を向いているから足しか見えないけど、間ま違ちがいなく桐きり原はらだ。

「ど、どうした？」

「すごく疲つかれているみたいだし、背中流してあげようと思ってーっ！　あと、嫌いやじゃなかったら、一いつ緒しよに浸つかっちゃおうかなーって」

　初めて突とつ撃げきしてきたのに、桐きり原はらの声こわ色いろは変わらない。いつもより明るいくらいだ。

「いや、でも、一いつ緒しよに入ると、その……」

　我が慢まんするつもりだが、我が慢まんにも限界があるというか。

「あ、それは大だい丈じよう夫ぶ。頭流して、こっち見て」

　言われた通りにして、きちんと桐きり原はらを見た。一目で、桐きり原はらの言葉を理解する。裸はだかじゃなくて、学校指定の水着姿だった。しかも、下半身はズボン型ではなく、Ｖ型だ。

「土日に銀ぎんが来たとき、水着なら一いつ緒しよにお風ふ呂ろ入れるかもーと思って、前に使っていたやつを引っ張り出したの。銀ぎんは、こっちの方が好きだろうしね。これなら入ってもいいでしょ？」

「…………」

「……銀ぎん？」

「いや……水着姿、初めて見たなと思って……」

「え。でも、授業で──あ、そっか。いつも見せてないもんね」

　桐きり原はらはプール授業中、ラッシュガードと水泳ゴーグルを着けて『地味』を装よそおっていた。

　今の水着姿は、それとはまったく異なる。

　ピチッとした生き地じを押し返している胸はいつも通り、とても大きくて、立派だ。ずっと見ていても飽あきないだろう。露あらわになっている肩かたは女性らしく、ほどよく丸みを帯びている。反して、お腹なかはイイ具合に引ひき締しまっている。……でも、触ふれると、胸と同じで心ここ地ちよい弾だん力りよく性せいがあることを、俺はもう知ってしまっている。

「まぁでも、あまり変わらないでしょ？　それとも銀ぎんは興奮しちゃう系？　水着フェチだったりするの？」

「いや、そういうのは、ないはずなんだが……」

「そか。じゃあ、大だい丈じよう夫ぶだよね？　一いつ緒しよに入ってもいいでしょー？」

　どうやら、桐きり原はらはどうしても一いつ緒しよに入りたいらしい。平日同どう棲せいスタートではしゃいでいるみたいだ。喜んでいるし、できれば応えてやりたい。俺が変に構えなければ実現できる希望だ。

「わかった。……でも、タオルは巻いていいか」

「あ、はいはい。そうだね。そっちが裸はだかだと、まぁ……ね？」

　意味を理解して照れる表情も、水泳ゴーグルがないから見放題だ。

　……何な故ぜかわからないが、今日はそれだけで変な気分になってくる。

　絶対にユズのせいだ。くそ。桐きり原はらからタオルを受け取りつつ、心中で思い切り毒づいていた。

「背中流すから、後ろ向いてー」

　照てれ隠かくしなのか、桐きり原はらは明るいテンションで空気を変えてくる。

　背中を向けると、ボディタオルで泡あわを丁てい寧ねいにのばしてくれた。自分で洗うとなんともないが、洗ってもらうと少しくすぐったい──でも、不快ではない。むしろ気持ちよかった。

「お兄さん、かゆいところないですかー」

「なんのお店だよ」

「そういうお店だよ。こういうこと言ったりしないの？」

　頼たのむから今はそういうのをやめてほしい。……とにかく我が慢まんだ。我が慢まん。

「銀ぎんに触さわるといつも思うけど、やっぱり男のひとの身体からだつきだよね。たくましい」

「そんなに鍛きたえてないだろ？」

「ううん。引ひき締しまってるよ。お風ふ呂ろ上あがりにいつもストレッチしてるし、ゲームの合間にもよく筋トレしてるじゃん」

　それも全部、ユズからの影えい響きようだ。

　ユズは風ふ呂ろ上あがりのストレッチを欠かさないし、筋トレもサボらない。付き合っているうちに、俺も習慣になっていった。……この間、風ふ呂ろに突とつ撃げきしてきたユズの姿が一いつ瞬しゆん頭をよぎり、また悶もん々もんとしてしまう。

「前は自分で洗う？」

「……あぁ」

　いま触さわられたら、たぶん色々ダメです。

「おっけ。また風か邪ぜ引くと困るから、先に湯船入っちゃうね」

　ボディタオルを手て渡わたして、桐きり原はらは先に湯船に浸つかる。水着は着ているけど、いつもと違ちがう光景にドキドキしてしまう。中学生か、俺は。……だが、欲求不満になるのも無理はない。ひとりになる時間がなかったから、どうしてもたまるもんは、たまる。

　考えてもしょうがないので話題を切きり替かえることにした。

「桐きり原はらはあまり湯船に浸つからないよな」

「まぁねー。……ひとりだと、なんか怖こわくてさー」

「……お化けが？」

「それもだけど、倒たおれちゃったら助けてもらえないじゃん？　銀ぎんがいてくれると、そういうところも助かるんだよね」

　話をしている間に身体からだを洗い終える。

「終わった？　こっちおいでよー」

　桐きり原はらは身体からだを少し起こして、浴よく槽そうの縁ふちに胸を乗せる格好になった。

　たぷんっ、と幻げん聴ちようが聞こえそうなボリュームについ視線が吸い寄せられる。

「銀ぎん？」

「……なんでもない。一いつ緒しよに入るから、ちょっと待ってくれ」

　シャワーノズルに手を伸のばして蛇じや口ぐちを捻ひねる。お湯の方ではなくて、水の方だ。冷水を思い切り頭から被かぶった。

「冷たっ!?　何してるのッ？」

「……すまん。頭と心を冷やさないと、今日は無理」

「え～っ？　と、とりあえず水はやめて。風か邪ぜ引くよ」

　きゅっ、と蛇じや口ぐちをお湯に切きり替かえられてしまう。

「急にどうしちゃったの？」

「……疲つかれているせいか、我が慢まんできる自信がない」

「疲つかれていると、そうなるの？」

「生物学的にはそうらしい。死にかけていると、子孫を残すために脳が働きかけるとか……」

「あぁ～……疲つかれなんちゃら、ってやつね。でも本当にそれだけ？」

「いやまぁ、ここ数日、色々とあったけど……あ」

　しまった、と思ったときには遅おそかった。

　桐きり原はらがジト目になっている。

「何があったの？」

「誤解だ。ユズが家にいてひとりになる時間もなかったってだけで、やましいことはない」

「ほほぉ。でも、柚ゆず香かさんを意識はしてた？」

　際きわどい質問だ。言葉に詰つまると、桐きり原はらが先にニッコリ笑う。

「一いつ緒しよに入ろっか。来てくれるよね？」

「……はい」

　まだ若いのに、暮くれ井いさんと同じくらい怖こわかった。こうなってしまっては素す直なおに従うしかない。

　浴よく槽そうに入り、桐きり原はらの背中側に陣じん取どる。両足の間に桐きり原はらが座っている状態だ。

　後ろから抱だきすくめるが、桐きり原はらはツンとした様子で甘えてこない。

「さっきの答えだけど、そりゃあ、まったくユズを意識しなかったと言えば、噓うそになる。けど、それはあれだぞ。週末、桐きり原はらと散々くっついて帰ったあとにユズが近くにいるから、うが～っ、ってなっただけだ。ユズにじゃなくて、桐きり原はらを意識したってことになるんだからな？」

「……なるほど？」

　桐きり原はらは顔だけ振ふり向むかせて、肩かた越ごしにちらりと俺を見てくる。

「それなら、許すしかないね。えへへ」

　笑ったあと、遠えん慮りよなく背もたれてきた。

　……可か愛わいいな、こいつ。
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「んっ？　……ン」

　思わず桐きり原はらの顔に手が伸のびてしまった。ちょっと窮きゆう屈くつな姿勢を強しいることになってしまったけど、気が付けば振ふり向むかせて、キスをしていた。

「ン……んんっ……んはぅ……」

　キスの水音と声が浴室内で反はん響きようする。

　顔を離はなすと、桐きり原はらはとろんとした目をして、嬉うれしそうに微ほほ笑えんだ。

「銀ぎんからキスしてくれるの、珍めずらしいね……幸せ感じちゃった」

「こんなので幸せになってくれるなら、いくらでもしてやる」

「わーおっ。かっこいいっ。……そういうこと、言うタイプだったっけ？」

　桐きり原はらは少し茶化してくるが、俺は正直、それどころじゃない。

　水着越ごしでも、桐きり原はらの身体からだは柔やわらかい。綺き麗れいな髪かみの毛けは濡ぬれると、より艶つやが映はえる。

　……本当なら、卒業までは触さわってはいけない身体からだだ。

　だが──触さわってもいいよ、といつも言われている、魅み力りよく的てきな身体からだだ。

　連日の我が慢まんも限界だったのか、前に回している手で、思わず桐きり原はらのお腹なかを撫なでてしまった。

「んっ……くすぐったいよ、銀ぎん」

　抗こう議ぎの声が上がるが、俺は手を止めない。止められなかった。

　水着の上からふにふに触さわっていると、桐きり原はらは身じろぎした。

「触さわり方、エッチだよ……」

「……だな。もう、やめる」

　と言いつつ、俺の目は、肩かた越ごしに見える桐きり原はらの立派な胸に釘くぎ付づけだ。

　これ以上は危険だとわかっているのに、どうしても気になってしまう。

「触さわりたいなら触さわっていいよ？」

　視線を感じたのか、桐きり原はらから尋たずねてきた。

「いや、でも今日は──」

「無理はよくないよ。……私は銀ぎんに触さわられるの好きだよ？　大きい胸なんて、ハニートラップに枕まくら営業、グラビア、好きなひとに喜んでもらうくらいしか役に立たないんだから。最後以外の使用法は絶対ごめんだし」

　世間的には許されない行こう為いだけど、桐きり原はらは免めん罪ざい符ふをたくさん用意してくれる。

「触さわっていいんだからね。銀ぎんが喜ぶなら、私も幸せだし──んんぅっ……」

　返事の代わりに指を這はわせると、さっそく反応が返ってきた。

　腹部よりも柔やわらかいけど、不思議な張りもある。軽く揉もんでいるだけで、とても幸せな気分になれる。はぁぁっ……と桐きり原はらが息を吐はいて、脱だつ力りよくしていく。

「銀ぎん、力加減、本当に上手……」

「そうか？」

「うん……すごく気持ちいい」

　揉もむ動きから撫なで回まわす動きにすると、桐きり原はらはますます力を抜ぬいていく。

　でも、長く続けていると、今度は逆に身体からだに力が入るようになっていった。

「んっ……んぅぅ……あうぅ……」

　息いき遣づかいに切なそうな声が混じるようになると、桐きり原はらは物もの欲ほしそうな視線を送ってきた。

「……直接は、触さわらないの？」

　水着と身体からだの隙すき間まに指を通す。手のひら、手首まで潜もぐり込ませてから、素す肌はだの感かん触しよくを楽しむ。

　絹みたいな優やさしい触さわり心ごこ地ちに、感動すら覚える。

「銀ぎん、もっと……。触さわるだけだと、切ないよ……ひゃうっ!?」

　膨ふくらみの頂点を指の腹同士で挟はさむと、大きな反応が返ってきた。

　きゅうっ、と締しめたまま止まっていると、「あぁぁ……」と弱い声が間延びする。

　力を緩ゆるめると桐きり原はらは浅い呼吸を繰くり返かえし、肩かたを上下させた。

　顔は、真っ赤だ。耳を舐なめると、ぴえっ、と小動物みたいな鳴き声が漏もれた。

「……ごめん、一回、お湯から出て身体からだ洗う。これ以上続けられるとヤバヤバ」

　桐きり原はらは照れ笑いしながら湯船から上がり、ぬるま湯のシャワーで汗あせを洗い流す。

「早く卒業したいよねー。そしたら色々とさぁ……でも、我が慢まんがまーん、がまーんっ♪」

　桐きり原はらは苦く笑しよう交じりに即そつ興きようの歌を披ひ露ろうし始める。

　俺は無言で桐きり原はらを見つめ続けていた。

　細い首から伸のびる引ひき締しまった背中、そこから続くお尻しりのラインがとても魅み力りよく的てきだ。

「…………」

　誘さそわれるように俺も湯船から上がる。

　桐きり原はらの肩かたを摑つかみ、振ふり向むかせた。えっ？　という顔をする桐きり原はらに、不意打ちでキスをした。

　目を開いて驚おどろくが、すぐに目を細めて幸せそうに受け入れてくれる。舌を絡からませると、鼓こ動どうを落ち着けるように胸に手を置いているのが見えた。

　唇くちびるを離はなすと、少し苦しそうにする。

「銀ぎん……あっ……」

　内うち股またに指を這はわせると、わかりやすく固まった。

　付け根に指を這はわすと、ぬるっとした感かん触しよくがある。桐きり原はらは唇くちびるを嚙かんで、恥はずかしそうに下を向く。両足の間に触ふれると、「にゃぁっ……」と可か愛わいい声を上げて、洗い場の床ゆかに腰こしを下ろす。

　追いかけるように屈かがんで、桐きり原はらの腰こしを摑つかみ、引き寄せた。

「えっ……あれ、銀ぎん？」

　想定外だったのか、桐きり原はらは驚おどろき、戸と惑まどっていた。

　長湯のせいか、桐きり原はらの魅み力りよくにあてられているせいか、思考がうまく働かない。

　ただ、桐きり原はらにもっと近付きたかった。もっと……欲ほしかった。

「する、の？」

　その一言でハッと我に返る。

「す、すまん。ここまでに──」

「シたいなら、いいよ？」

　今日一番の免めん罪ざい符ふをチラつかされた瞬しゆん間かん、心臓が大きく、はっきりと跳はねた。

　下にいる桐きり原はらを見つめ返す。

　──酒を飲んで覚えていないけど、俺と桐きり原はらは一度、最後までしている。

　──だったら今日だけ、もう一度……。

　言葉は発しなかったけど、俺の本心を察したのか、桐きり原はらはものすごく艶つやのある表情になった。

　期待を隠かくし切れない、俺を惑まどわせる魔ま性しようの顔だ。

「身体からだは正直だからさ──ずっと欲ほしがってるもん。……好きにしていいからね。銀ぎんが喜んでくれるなら……本当に、なんだってする……」

　言いながら、桐きり原はらは大事な部分を覆おおっている布に手を掛かけて、軽くずらす。

　……俺が腰こしに手を掛かけて引き寄せると、自分から腰こしを浮うかせて、角度も調整してくれた。

　そのいじらしい仕草と期待に満ち満ちた表情が、俺へのトドメだった。

「銀ぎん、来て……」

　心臓が大きく跳はねて暴れている。頭がくらくらして、視界もぼやけている。興奮のせいか、呼吸も安定しない。

「銀ぎん？」

　って、なんだこれ。

　身体からだをまっすぐにしていられず、よろめく。

「銀ぎんっ!?」

「目が、まわっ……おぉぉ……？」

「きゃーっ！　大変！　出て！　外に出てっ!!」

　完全に湯あたりだった。桐きり原はらに支えられながら、脱だつ衣い所じよへ転がり出る。







　それから二時間後。俺と桐きり原はらは寝しん室しつにいた。二人で、ベッドに横になっている。

「すまん……」

「いえいえ」

　俺の体調はだいぶ元に戻もどっている。桐きり原はらが濡ぬれタオルや氷こおり枕まくら、保冷剤ざいを使って応急処置をしてくれたおかげだ。

「今日の銀ぎんは、本当に疲つかれていたんだね～」

「面めん目ぼくない……」

「責めているんじゃないよ。そういう日もあるよね。って話」

「うぅ……」

「なんで落ち込んでるの？」

「湯あたりを起こしたのも情けないんだけど、それより、自制できなかった方が……」

「あはは。危なかったよねぇ」

　よしよし、と桐きり原はらは俺をなだめてくれる。今日は、桐きり原はらが年上みたいだ。

「私が煽あおったのが悪かったんだよ。疲つかれもあったんだし、しょうがない、しょうがない」

「うーん……」

　体調云うん々ぬんより、欲求不満だった可能性が非常に高い。原因はもちろん──頭をよぎったユズの顔を慌あわてて打ち消す。また気取られたら、今度こそ襲おそわれそうだ。

「銀ぎんから触さわってくれるのが嬉うれしくてついつい流されちゃったけど、シなくてよかったんじゃないかな。一度すると、これからずーっと歯止め利きかなくなりそうだし、銀ぎん、めちゃくちゃ落ち込みそうだし……本音を言うとシたかったけど、がまん、がまん……」

　至近距きよ離りで見つめてくる桐きり原はらは、とてもいい顔をしている。求められるのが嬉うれしかったのかもしれない。

「お楽しみは卒業後に取っておこうね。……我が慢まんした分、絶対、気持ちいいよね？」

「……間ま違ちがいない」

「んふふっ。期待しちゃう。私の気が済むまで、シてね？」

「どっちが先にギブアップするだろうなぁ……」

「えぇ～……？　ちょっと怖こわいんですけど」

　どんな想像をしているのか、桐きり原はらは赤くなる。

「そんな、怖こわがること、ないだろ……」

　どうにか喋しやべっているが、とても眠ねむい。湯あたりもあったせいか、限界が近い。

「どうして？」

「だって……俺、酒に酔よって……お前と、一度……」

「あっ。銀ぎん、あのね、その話なんだけど」

「…………」

「銀ぎん？」

「あ、すまん……もう、眠ねむくて……」

「……そっか」

「何か、話か……？」

「ううん。なんでもない。おやすみ、銀ぎん」

「あぁ……おやす、み……」

　密着している桐きり原はらの体温を感じながら、意識を手放す。これ以上ない、幸せな寝ね入いりだった。
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　それから数週間が過ぎて、九月が終わり、十月に入った。しつこい残暑も鳴りを潜ひそめ、季節は夏から秋に変わり、クールビズも終しゆう了りようだ。

　桐きり原はらとの同どう棲せい生活が始まってからは日常も落ち着き、夏休みから溜ため込んでいた疲ひ労ろうをようやく取ることができた。

　と言っても、教師生活に息をつく間がないのは、相変わらず。

　九月の後半は、十月の上じよう旬じゆんに行われる中間試験の問題作りで忙いそがしかった。

　暮くれ井いさんは俺の疲つかれを考こう慮りよして、「今回は半々でやりましょう」と言ってくれた。

　一学期の期末をしっかり作った経験もあったし、今回が一番楽だった。

「最近は仕事の調子、よさそうじゃない」

「えぇ。おかげさまで」

「きっと、良いいことがあったのね」

　他の先生が聞いているので、暮くれ井いさんはぼかして言ってくる。

　対する俺も、苦く笑しようを返すことしかできない。

「いいことよ。まだ解決していないこともあるんでしょうけど、楽しみなさいな」

　暮くれ井いさんに言われた通り、桐きり原はらとの同どう棲せい生活はとても安定している。

　一人暮らしのときから、生活リズム自体は大きく変わっていない。

　出勤は早く、帰るのは遅おそく、夜も早く寝ねる。平日に桐きり原はらと家で過ごせるのは三時間から四時間程度。俺が仕事を持ち帰ることもあるから、接している時間はもっと少ない。

　それでも俺たちは一いつ緒しよに夕飯を作り、一いつ緒しよに食べて、余よ裕ゆうがある日は寝ねる前に少しゲームをする。それから、同じベッドで寝ねる。

「一いつ緒しよに寝ねるのは特別なときだけ」のはずだったが、今では定番になってしまった。

　桐きり原はらは喜ぶし、俺も嫌いやではないから、断っていない。

　自制心を強く持たないといけないところだけは、苦労するけども。

　ただ、部屋の明かりを消す前、腕うでの中で屈くつ託たくなく笑う桐きり原はらを見られるのはとてもいい気分なので、今後も続けていく予定だ。

　……今も、俺たちは一日を終えて、暗い部屋の中で楽しく話をしている。

「銀ぎんが平日も来てくれるようになってから、もうちょいで一ヶ月かぁ……ずっと一いつ緒しよに住むとお互たがいの嫌いやなところが見えて喧けん嘩かになるかなって心配したけど、全然そんなことないね」

「長くいればそういうこともあるだろうけど、今のところはな」

「うんっ！」

「んっ……？」

　枕まくら元もとで俺のスマホが震ふるえる。

　学校関係で緊きん急きゆうの連れん絡らくかもしれないから、一応、送り主だけ確かく認にんする。

「職場から？」

「いや、ユズだな」

「がうがう、がるるーっ」

「吠ほえるな吠ほえるな」

「冗じよう談だんだよ」

　強がりではなく、本当に冗じよう談だんだった。俺の心が自分にしっかり向いているのがわかっているので、最近はユズから連れん絡らくがあっても気にならないらしい。

「柚ゆず香かさん、なんだって？」

「ひとまず業界を絞しぼって、あちこちに応おう募ぼしているらしい。筆記試験に向けて参考書も解き始めているんだってさ」

　就活の報告以外にも連れん絡らくが来ることはある。

　たとえば、『回覧板？　が届いたんだけど、これどうすればいいの？　見に来てよ～』とか、『ちゃんとご飯食べてる？　たまには一いつ緒しよに食べようよ～』といった感じ。

　何かしらの理由を探して、俺に戻もどってくるように働きかけている雰ふん囲い気きだ。

『無職なせいか、ひとりだと落ち着かないっ！』とも言っていたが。

「まぁ、こうして連れん絡らくを寄よ越こすってことは、ユズも寂さびしいんだろうな」

「ふぅ～ん」

　あ、今の相づちからは軽い嫉しつ妬と成分を感じたぞ。

「返事しなくていいの？」

「別に明日でいい。……今の俺は、お前だけだからな？」

「うんっ♪」

　ぎゅーっと腕うでにしがみついてくる。気を付けていれば問題ないが、厄やつ介かいな嫉しつ妬と屋さんなのは、変わっていない。
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　桐きり原はらとの同どう棲せい生活は順調。

　十月上じよう旬じゆんに行われた中間試験も、生徒たちの不正や問題の不備もなく、無事に終わった。

　……しかし。

　俺が担任を務めているクラスでは夏の学校説明会──プレ文化祭に続き、またまた問題が発生していた。

「羽は島しま先生。文化祭の計画書なんだけど、まだ生徒会に提出できてないんですって？」

　暮くれ井いさんは今回、教頭に代わって学校サイドの承しよう認にんを検討する立場に就ついている。

「そうなんです……すみません」

「期限まで一週間あるからいいんだけど……間に合いそうなの？」

「大おお枠わくは決まっているんですが、最後の詰つめのところで生徒同士が揉もめてまして……」

「あらあら。前回に続いて災難ね。あなたのクラスは頭の回転が速い子が多いから、計画段階で揉もめやすいんだろうけど」

「それ、東あずまと笠かさ原はらのこと言ってます？」

「そうね。クラスの男子代表・東あずまくんと女子代表・笠かさ原はらさんの構図でやり合ってる感じ？」

「……さすがです」

　まさにその通りだった。暮くれ井いさんはよく生徒のことをわかっている。教師の経験は俺と数年程度しか変わらないはずなんだけどなぁ……。

「ちなみに、なんでそんなに揉もめてるの？」

「メイド喫きつ茶さをやる予定なんですが、予算の割わり振ふりで、色々と……」







「だーかーらーっ！　メイド喫きつ茶さやんのに、なんで服の予算をケチろうとするんだよ！」

　試験期間が終わったばかりのホームルーム……普ふ通つうなら明るくなりそうなのに、教室には東あずまの叫さけびが響ひびいていた。

「調理班からの提案だって言ってるでしょーが！　服が綺き麗れいでも、食費を削けずって不ま味ずいモノ出したらお客さんも興ざめよ！　そんな店で『メイド可か愛わいいな～』なんて言ってもらえると思う？」

　反論しているのは、例によって笠かさ原はらだ。

　プレ文化祭で売り上げ一位を獲かく得とく。追加予算も狙ねらい通りに手に入れ、満を持してメイド喫きつ茶さの営業中にやる企き画かくを考案──までは調子がよかった。

　一時間に一回程度、お客さんにも参加してもらって、メイドとゲームをする。勝てたら賞品を渡わたす。

　有志で一日限りのメイドアイドルグループを作って、お客さんの前でカラオケライブをやる。

　……とまぁ、なかなか楽しそうな企き画かくが集まったわけだ。

　あとは詰つめの部分。喫きつ茶さ店てんなのだから、とメニューを決める調理班を結成した。

　その調理班がメニュー構成を仮組み。具体的なレシピを考案した辺りで、歯車が狂くるい始めた。

「あんたがそこまでメイド服にこだわる理由はなんなのよ！　思春期らしいスケベ心？」

「否定はしない！　でも、勝ち筋はある！　お前にこれを言うのはやや敗北感があるけど、うちのクラスは女子のレベルが高いって評判なんだよ！　……ぶっちゃけ、お前らがメイド服を着るってだけで、たぶん相当来るぞ？」

「……あ、そう」

　反論しまくっていた笠かさ原はらがトーンダウンする。男子代表の東あずまは顔もいいが、飾かざらない態度と口のうまさも人気の秘ひ訣けつだ。

　下心を隠かくさず、敵対する女子もちゃんと立てられる辺りにスマートさがある。

　まぁ、この調子なら、どこへ行ってもモテモテだろう。

「でもねぇ……それでも、メイド服着て盛り上がるのって完全な内輪ネタじゃない？　最初にみんなで決めた目標があったじゃん。一番目、みんなが楽しめて思い出に残る文化祭にしよう。二番目、今回も売り上げ一位の獲かく得とくを目指そう！　って」

　一番目は、お店をやる、ということでだいぶ解決した。

　賑にぎやかなお祭まつり騒さわぎをやりたい奴やつは、メイドと執しつ事じに扮ふんして客前に立って接客をする。

　そういうのが苦手な連中は、内装や手芸、調理、宣伝といった裏方に回り、役割を果たす。

　いま問題になっているのは二番目の話、というわけだ。

「メイド服をちょびっと豪ごう華かにする程度で、本当に売り上げ一位獲とれる？」

「いける！　逆に、せっかく店をやる前から評判なのに、ショボいメイド服でお出で迎むかえしたら午前中で『大したことねぇな』って噂うわさ流されて、爆ばく死ししないか？」

「……うーん」

　ちなみに、ホームルームで東あずまと笠かさ原はらが激しく討論をしているが、本番はこの後。

　解散後、クラスの男子、女子それぞれのチャットグループで意見が交かわされるらしい。

　東あずまが男子、笠かさ原はらが女子の意見をチャットで吸い上げ、またホームルームでそれを闘わせて、終わったらそれを持ち帰って──という流れができているのだとか。

　会社かよ。……会社だな。

　桐きり原はら曰いわく、こんなシステムができるクラスは珍めずらしいそうだ。精神年ねん齢れいが高い子が集まったからではないか、と桐きり原はらは推察していた。

「でもさ、東あずま……あっちの言い分も一理ないか？　不ま味ずいモノ出す飯屋とか、クソだぞ」

「……いやまぁ、そうだけど」

　一応、ホームルーム中でも他の男子からこうして意見が入ることもある。

　この辺りのバランスの良さも含ふくめて、クラスのレベルは確かに高い。

　ただ、今は「うーん……」と東あずまも笠かさ原はらも唸うなり始めてしまった。

　いい時間だし、今日はここまでかな。

「話が止まっちゃったし、解散にしよう。一応、今週いっぱいまでは待てるしな」

　俺が口を挟はさむと、全員の目がこちらへ向いた。

「気休めにならないかもしれないけど、実のある議論になっていると思う。全員が納なつ得とくできる結論を出せなくても、売り上げ一位になれなくても、いい経験になるんじゃないかな。……それはさておき、最後の最後、どうしても自分たちで意見がまとまらないときは、俺が決めて、憎にくまれ役やくになるつもりだ。みんなは焦あせらず、このまま議論を続けてくれ。……日直！」

「きりーつ、れいっ」

　終しゆう礼れいが済んだ途と端たん、張はり詰つめていた教室の空気が一気に緩ゆるむ。

　ただ、東あずまは悩なやみ続けているし、笠かさ原はらは「はぁぁっ～……」と机に突つっ伏ぷしている。

　そんな二人を、仲のいい連中が労ねぎらいに行く。ちゃんと青春していて、ちょっとうらやましい。







　中間試験が終わったので、持ち帰りが発生するような仕事はしばらくなさそうだ。

　しかし、クラスがあんな状じよう況きようなので、帰宅後に桐きり原はらと交かわす会話もそっちに寄る。

「今日も決まらなかったね」

　食後の紅茶を飲みながら、桐きり原はらはスマホをポチポチ操作している。

「クラスのチャットか？」

「うん。女子側のね」

「……どんな具合？」

「女子も意見が割れてるねー。服の効果を疑問視する笠かさ原はらさんの意見に賛同するひともいれば、女子の晴はれ舞ぶ台たい的な企き画かくだから、良いい服着てみたーいって意見もある。私の読みだけど、明日もまだ決まらないね」

「うーん……」

「さっき、私宛あてにこっそり笠かさ原はらさんから弱音が来たから、明日は私の出番かも」

「いざってときの桐きり原はらさん、待機中か」

「まぁね……でも、私は銀ぎんの考えが気になる」

「俺の考え？」

　桐きり原はらはスマホから視線を切って、両りよう肘ひじをテーブルにつき、形のいい顎あごを両手で支える。

「先生さ、珍めずらしく、最後は俺が決めるってみんなの前で言ったでしょ。クラスで言うのは初めてだったかな。ああいうことを銀ぎんが言うのって、勝ち筋を握にぎってるときじゃない？」

「……どうしてそう思う？」

「ゲームしててさ、たまーにああいうの言うじゃん。基本、私が攻こう略りやく法ほうを考えて、銀ぎんはそれについてきてくれる。でも、口を出すときもある。それは自信があるときだよ。私計測だけど、そういうときはいっつも勝つし、正しい」

「買かい被かぶりすぎじゃないか？」

「でも、考えがあるんでしょ」

「……まぁ、な」

「どうしてみんなに伝えないの？」

「文化祭の相談は生徒主導って聞いてるからだよ」

「それ、気にしすぎじゃないかな。何やるかは私たちに決めさせて、あとの段取りはほとんど先生が決めちゃった、ってクラスもあるよ」

　初耳だった。暮くれ井いさんはなるべく自分で決めさせている、と言っていたので、俺もそういうものだと思っていたんだけど……。

「任せてくれるのは嬉うれしいし、いいことだけどね。言いたいことがあるなら私は聞いてみたいな。銀ぎんだってクラスの一員でしょ？」

「……なるほど。その考えはなかったなぁ」

　最後の手段で俺が決める前に、意見のひとつとして伝えて、みんなに考えさせるのはアリに思える。

　ただ──個人的な問題で、俺の弱さなんだけど、みんなの前で意見を出すのが怖こわい、という気持ちもある。

　最初に就職した会社で新卒が集められ、みんなの前で業務報告をしたときの苦い記き憶おくが蘇よみがえる。

　上司の罵ば声せい、部屋の光景……今でも忘れられない。

「……ごめん。余計なお節せつ介かいだった？」

「あ、違ちがうんだ。桐きり原はらの意見はすごく参考になった。一晩、考えてみるよ」

「うん。……あのね、もしどれだけ話がこじれちゃっても、最後は私がなんとかするから！」

「……いや、それはダメだ。桐きり原はらの存在は大きいし、ありがたいけど、いつまでも甘えているのはよくない」

　昔から大勢の前で意見を言うのは苦手だし、クラスで何かを決めるときも、誰だれかが決めるのを眺ながめている側の存在だった。でも、俺はもう教師なんだ。

　逃にげ続けるわけにはいかない。既すでに大人からも信しん頼らいを集めている桐きり原はらの隣となりに立っても恥はずかしくないように、前へ進む努力をするべきだ。

　それに、桐きり原はらも文化祭を楽しまないとダメだ。なるべく、負担は掛かけたくない。

「一晩、考えるまでもないな。明日、みんなに意見を言ってみるよ」





＊＊＊






　翌日も、終しゆう礼れい前のホームルームは文化祭の話し合いに時間を割さく。

　桐きり原はらの予想通り、議論は一向に進まない。

　食材に予算を割さくか。それとも、メイド服に重きを置くか。

　どちらも一長一短で決め手がなく、答えが決まらない。

　頼たのみの東あずま、笠かさ原はらも悩なやみ込んでしまっているし、試ためしに多数決を取ってみてもバラバラだ。

「……桐きり原はらさんの出番じゃない？」

　誰だれかが言って、視線が桐きり原はらに集まった。

　期待感が高まる中、俺は発言する。

「みんな。桐きり原はらにまとめてもらう前に、俺の考えをちょっと話してもいいか？」

　ん？　と空気が変わる。

　ざわざわした黒い不安が背中を走るが、唾つばを一飲みしてから、早口にならないように、ゆっくり話し出す。

「なるべく生徒同士の話し合いで決めるように、って言われてるけど……俺も、ここの一員だからな」

　完全な受け売りだが、自分を落ち着かせるために、あえて桐きり原はらの言葉をなぞる。

「実は先生、学生時代に居酒屋でバイトをしていたんだ。そこの店長から、料理と一いつ緒しよに経営の話も少し教わった」

　黒板の前に移動して、チョークで『売り上げ』と文字を書く。

「予算を服に割さくか、食材に割さくか──どっちが楽しいか、どっちが売り上げに繫つながりそうか、っていう話をしているんだよな。一いつ旦たん、後者の売り上げについて、みんなに確かく認にんしたい。メイド喫きつ茶さの売り上げって、具体的には何で構成される？」

　しん、と静まり返る。……まずい。質問がわかりにくかったか？

「喫きつ茶さ店てんだから、売り上げた商品、ですよね？」

　助け船を出してくれたのは桐きり原はらだ。

「正解。……まぁ、巷ちまたで営業しているガチのメイド喫きつ茶さだと、メイドさんのサービス料も含ふくんでいると思うけど、文化祭でメイド喫きつ茶さをやるなら、きっと商品の方が数字には繫つながるよな。クラスの女子目当てで他のクラスから男子が来ても、お茶やお菓か子しを注文しなければ売り上げには繫つながらないんだ」

「えー、でもさ先生。そもそも客が多く来なかったら、食い物も売れなくない？　昨日も言ったけど、服がショボいって噂うわさが広がったらみんな来なくなるぞ？」

　東あずまの反論に「そうだな」と俺も頷うなずく。

「それも、間ま違ちがいじゃない。……メイドを、クラスの一番の『売り』にするならな。でも、食べ物がおいしいのも、立派なアピールポイントになる。東あずまも、うまいもん好きだろ？」

「まぁ、そりゃあ……確かに？」

「で、まぁ、これもバイト時代の店長の受け売りなんだけど、店をやる場合、一日の流れを想像するのが大事なんだ。文化祭って、楽しいけど疲つかれないか？　腹減るし、喉のども渇かわく。休きゆう憩けい所じよ、欲ほしくなるよな？」

　東あずまは黙だまって頷うなずく。笠かさ原はらや桐きり原はら、それからみんなの表情も確かく認にんしてみるが、否定の声は出ない。

「まとめ上手の桐きり原はらを参考にして、先に俺の考えを言うけど──もしも俺が店長として店の方向性を決めるなら、衣い装しようじゃなくて、食材に予算を割さく。衣い装しよう目当てで来る客はうちの生徒だけで、文化祭を見学に来た部外者には強みになりそうにないからだ。逆に、食べ物がおいしいのは、たいていの人間に刺ささる。……それに、他にも食材を優先する理由があるんだ」

　さっき書いた『売り上げ』の文字を指差す。

「飲食店が稼かせげる数字って、実は無限じゃないんだよ。絶対に限界があるんだ。どうしてか、わかるひと？」

「はいっ！　それ、家が総菜屋だからわかる！　材料と、料理人の手に限界があるから！」

　威い勢せいよく、女子がひとり手を挙げた。「正解」と俺も返事をする。

「特に文化祭の場合は材料だ。衣い装しように予算を割さいて、仕入れる食材の数を減らす。これをやると売り切れが早まる可能性がある。喫きつ茶さ店てんだからな。そうなったら、どれだけメイド服を着た人間が可か愛わいくても、もうお客さんは入らない。当然、売り上げも取れない。そのときのクラスの空気って……どうなる？　楽しいか？」

　うえぇ～、と、そこかしこから声が上がった。

「せっかくの文化祭なのに地じ獄ごくじゃん……」

「寒すぎて思い出にすらならねぇえ～。黒歴史確定っしょ」

「そりゃやべぇなぁ……」と東あずまからも声が出た。俺は話を続ける。

「確か、東あずまがメイド服を豪ごう華かにする場合の金額、一度言ってたよな。数着仕入れるから、ワンランク上げると三万円くらい違ちがうって話だったか。これを食材に変えた場合、けっこうな量になる。食材イコール営業時間、食材イコール売り上げの最大金額っていう数式も成り立つから、食材を多く仕入れておけば、この二つも伸のびる」

「つまり、全部売り切ったときのマックス額が増えるってことだよね？」と笠かさ原はら。

「そう。要するに、食材を優先するのは売り上げ一位を目指す上でも大事だろう。衣い装しようが評判になってハネる可能性も否定しないが……食材の方は手て堅がたく、数字に根こん拠きよがある点が強みだな。もっと言うと、メイドが参加してお客さんとやるゲームの賞品も、文化祭で使える金券にするんだろ？　提供するお菓か子しがおいしければ、文化祭を一回りした客の再入店が期待できるかもしれない──どうだろうか。全部、繫つながってないか？」

　おぉ～、と感心の声が出る。

「んでも、作りすぎて余ったらどうすんの？」

「打ち上げと称しようして、みんなで食ってしまえ。その場合も、うまい方がみんな幸せになれる」

　笑いが起こるが、「なるほど」と真面目に頷うなずく奴やつもいた。

「そもそも話がこじれたのは、調理班がレシピを豪ごう華かにしたいって提案してからだったな。カップケーキとクッキーにバターを足して、グラニュー糖をもっと増やしたいって話だったか？」

「は～い」と調理班のリーダー、元気娘むすめが返事をする。

「でも、レシピを調整したいって言ったのは私じゃなくて小こ林ばやしさんだけどね。小こ林ばやしさんの方が上手に作るよ」

　プール授業で体調不良になった小こ林ばやしのことだ。

　引っ込み思案な彼女に気を遣つかいつつ、ひとつ指示を出す。

「もしできるなら、明日か明後日あさつてまでに一度、作ってきてくれないか？　……カップケーキよりもクッキーがいいな。全員に分けやすい。豪ごう華かレシピと材料費節約レシピ、両方用意できればベストだ。お金は予算から出そう」

「え……いいんですか？」

「試食は大事だ。全員で一口ずつ試食する程度ならそんなにお金も掛かからないはずだし、みんなが納なつ得とくできるなら、安いと思う。……小こ林ばやしが『豪ごう華かレシピの方がいい』って提案するくらいだから、味に絶対、差があるはずだ。俺は料理が趣しゆ味みだから、食べなくてもだいたい想像つくけど──まぁ、口に入れてみた方が早いさ」

「……わ、わかりました。帰ったら、すぐに作ってみます」

「よろしくな。……というわけで、少しお金を使うことになるが、試食会を行う方針でいいか？」

　特に反対意見は出なかった。こうして、この日はお開きとなり──







　──翌日、朝のホームルームで、小こ林ばやしが作ってきたクッキーがさっそく全員に配られた。

　食べ比べた瞬しゆん間かん、全員が同じ感想を抱いだいた。

「……甘さとコクが、全然違ちがう」

　そうなると思っていたよ。

　手作りお菓か子しに挑ちよう戦せんした回数は少ないが、砂糖の量でだいたい決まるからなぁ……。

　あらためて多数決を取ると、食材に予算を割さくことに全会一いつ致ちで決まった。

「あとは、仕入れる食材の数か。……桐きり原はら。尋たずねるのは反則な気がするんだけど、今の設定金額だと、何食くらい出れば売り上げ一位になれる？　これくらいか？」

　予算と、頭に入れていた大まかな食材費をもとに暗算をして、実際に用意できそうな数字を黒板に書く。

　桐きり原はらは「はい」と微ほほ笑えみながら頷うなずいてくれた。

「イイ線、いっています。先生、本当にお店やお料理のこと、よくご存知なんですね」

「……そんなに自信はないけどな。でも、ありがとう」

　学校で優等生バージョンの桐きり原はらに褒ほめられるのは、なかなか新しん鮮せんだ。照れているのがバレないように気を付けながら、生徒たちに向き直る。

「諸もろ々もろ、決まりでいいな？　出店計画書を作って、生徒会に提出しておくぞー」

　あいー、はーい、と声が続く。

「先生、今回は大だい活かつ躍やくだったねー」「ってか、居酒屋でバイトしてたのー？」「料理男子ー？」

　あちこちから質問が飛んでくる。

「……その話は、空き時間にまた追々」

　注目されるのは得意ではない。

　朝は時間に余よ裕ゆうがないのもあるけど、早々に職員室へ退散する。

　椅い子すに腰こし掛かけた瞬しゆん間かん、自然と安あん堵どの吐と息いきが漏もれた。

　昨日のホームルームで話をしてからずっと、頭の片かた隅すみに不安があった。桐きり原はらもそんな俺を気き遣づかって、あまり話はなし掛かけてこなかったくらいだ。

　……一応、無難に事を進められたとは思う。

　もっと悪い場面も想像していた。

　過去の嫌いやな記き憶おくが完全に消えたわけではないけど、少し、リベンジできた気分だ。

　ただ、完かん璧ぺきだったとも思えない。

　今回は俺が経験に基もとづいてほとんど道筋を決めてしまったけど、もっとヒントを与あたえるような形で、生徒たちに考えさせた方がよかった。

　そうすれば、東あずまの顔を潰つぶさずに済んだ。……あいつは気にするような性格ではないかもしれないけど、クラスの意見をまとめようとしていた奴やつの頑がん張ばりを活いかす道もあっただろう。

　授業に行く前に、その辺りのことを手帳に書き込んでいく。赴ふ任にん直後から少しずつ書かき溜ためている、いつか役に立つかもしれないメモだ。がんばっていこう。

　それはそれとして、桐きり原はらにお礼を言わなくては。

　スマホを見ると、先に向こうからメッセージがきていた。

『お疲つかれ様さま。すっごく素す敵てきだったよ。惚ほれ直しちゃった』

　苦く笑しようしたあと、後半部分には触ふれずに返事をする。

『意見を言おうと思えたのは桐きり原はらのおかげだよ。良いい方へ転がった。ありがとう』

『ううん。私は何もしてないよ。ただ、私はみんなより銀ぎんの良いいところをたくさん知ってるから、信じるのが簡単だっただけ。背中を押して大正解！』

『ちなみに、桐きり原はらがまとめていたらどうなっていた？』

『だいたい同じだったかなー。衣い装しようがなくてもお店はできるけど、食材がないと詰つむ、は同じことを考えてた。でも、売り上げの話とかをきちんと論理立てて説明するのは、銀ぎんにしかできないことだよ。クラスのみんなも、やっぱり若くても大人の意見は違ちがうねぇって言ってる』

『それは何より。……そろそろ授業行かないと。またあとで』

『はーい』

　スタンプで投げキスを送られ、画面から視線を切る。

　直後、またメッセージが届いた。ユズからだ。

『緊きん急きゆう事態ッッッッッッ!!』の文字がホーム画面に浮うかぶ。

　さすがに、なんだ？　と中身を確かく認にんする。……家が燃えている、とかないよな？

『料理をひとりで処理してたら太っちゃったよ～っ！　一キロ増……』

　続いて、セクシーなスポーツブラとショーツだけを着て、お腹なかを悲しそうに見つめるユズの写真も送られてきた。

　既き読どくスルーして、教室へ向かう。

　……やっぱりダメだ、あいつは。

　ちなみに、ユズの昨日の晩ばん御ご飯はんは確か、餃ぎよ子うざの皮で作るミニピザ盛り合わせだったか。

　あのセンスは本当にうらやましい。真ま似ねできない。
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　文化祭の心配事は解決できたが、本当に大変なのはここからだった。

　何せ、受験生とその保護者対象の学校説明会と、本家本元の文化祭とでは、やはり祭りの規模が違ちがう。

　予算規模は二回りほど大きくなり、準備期間も二週間近く用意されている。開かい催さい日びは十月末の土曜日だ。十一月初週の祝日・文化の日を避さけているのは、他校がその日に文化祭を開かい催さいすることが多いので、意図的にずらしているそうだ。

　そうすると、文化の日は他校の文化祭に遊びに行ける。開かい催さいされているなら志望大学の学園祭にも行ってきなさい、という精神なんだとか。

　私立の高校だけあって、発想が柔じゆう軟なんで合理的だ。大いに見習っていきたい。




　二週間の準備期間で、一番苦戦しそうなのは内装だ。

　飾かざり気けのない教室を、如い何かに可か愛わいく飾かざっていくか。

　桐きり原はらの提案で、夏の模も擬ぎ店てんでメニュー表に使ったミニ黒板を買い足し、美術・看板作成班に黒板アートを描かいてもらうことになった。

　ついでにコルクボードもいくつか購こう入にゆうする。当日、メイド服を着た女子の写真を飾かざるそうだ。

　人前で接客するのが苦手だけど、服は着てみたい──という女子は写真で参加するらしい。

　テーブルは、生徒たちの机を寄せて大きなテーブルを五つほど作り、学校の備品リストにあったテーブルクロスを被かぶせれば出来上がりだ。

　それだけだと殺風景なので、コースターを生徒たちが手作りすることになった。

　手芸部の生徒が言うには、布の切きれ端はしをミシンで縫ぬえば簡単にできるそうだ。

「……喫きつ茶さ店てんって、凝こり始めると無限に仕事が発生しないか？」

　準備初日、あれやこれや出てきた追加案に東あずまがげんなりしていた。

　だが、すぐに「まぁ、やりがいはあるけどさ」と気持ちを切きり替かえていた。

　仕事内容を決めて担当を割わり振ふったあとは、各班が作業に入っていく。

　店の看板を作る美術班。

　紙コップ、紙皿、業務用のおしぼりを業務用スーパーへ仕入れに行く買い出し班。

　メイドに『可か愛わいさとは何か』を論じる演劇部……。

　俺は店で接客経験があったので、マナーや注意点を教えていく。

　調理班には当日の作業に慣れてもらうため、家庭科室のオーブンでクッキーやカップケーキを試作させた。

　作り置きしたものを提供する道もあったけど、「出来立てお菓か子しという響ひびきには抗あらがえない魅み力りよくがあるのでは」というクラスの意見を尊重して、当日、追加で作ることにもなった。

『うちの学校には充じゆう実じつした設備がありますよ』とアピールできるため、計画書を見た校長と教頭がめちゃくちゃ喜んでいた。……大人の事情なので、生徒たちには言っていない。

　そんなわけで、十月はとにかく忙いそがしかった。

　生徒たちも遅おそくまで残るから先に帰れないし、遅おくれている作業を手伝ったりもしたので、俺もヘロヘロだ。

　桐きり原はらは生徒会の仕事もあるので、俺より疲つかれている日もあったくらいだ。

　せっかく同じ家に帰ってきているのに、帰宅後、二人ともぐったりして一時間近く動けない日もあった。

　今日が、まさにそれだ。

　桐きり原はらはダウンしている俺に隙すき間まなくひっついている。

　同じ場所に帰ってくる意味は、やっぱりあるかもしれない。

「……お腹なか空いたけど、ご飯、作る元気……ないよね？」

「あぁ……ピザでも取るか……？」

「ピザっ！　……うぅ、でも、胃もたれしそう」

　結局、俺が変装してコンビニでうどんを買ってきた。

　買い物から戻もどると、桐きり原はらは「ありがと～」と出で迎むかえてくれた。

「疲つかれているときは家事もうまく手て抜ぬきしないとな……」

「うん……部屋、ちょっと汚きたなくて気になるけどね……」

「落ち着いてからでいいだろ」

　二人でうどんをすすったあとは、またぐったりタイムに突とつ入にゆうする。

　あとは風ふ呂ろを沸わかして寝ねるだけなんだが、精神を回復させるには何もしない時間も大切だ。

　桐きり原はらは眠ねむそうに目を擦こすっているけど、俺の隣となりを離はなれない。

　たまに頰ほおを撫なでてきたかと思えば、軽く唇くちびるを合わせてくる。

「こんなふうに、なんにもしないで二人で寝ね転ころがってるのも幸せだね」

「そうだな。同じ会社に入りでもしない限り、同じ仕事で疲つかれるなんてのもレアだし……」

「そう考えると、今の時間って案外、貴重だったり……？」

「卒業まで、なのは確かだな」

「うーん。卒業して、付き合ってまーす！　って言えるのは嬉うれしいけど、それはそれで、惜おしいような……うあー、あとで超ちよう懐なつかしくなりそうっ」

　今のうちに、と思ったのか桐きり原はらは強く抱だき着ついてくる。

　そんな間も、近くに置いてあるスマホはぶんぶん震ふるえている。

「柚ゆず香かさんから？」

「……みたいだな。でも、いいよ。文化祭が終わるまでは忙いそがしいから、たぶん連れん絡らくを返せないって言ってあるし……」

「そっか。じゃあ、現げん役えき女子高生との貴重な時間をたっぷり堪たん能のうして」

「表現が生々しいぞ」

「……萌もえない？」

「…………そうは、言っていない」

「んふふ。悪いことって、気持ちよくなっちゃうよね」

　疲つかれて始まったゴロ寝ねだったけど、思いのほか、空気は悪くない。

　頭を撫なでてやると、桐きり原はらは心ここ地ちよさそうに目を細めた。

「……銀ぎんはさ、えらいよね」

「うん？」

「疲つかれたり、イライラしているときもあるけど、そういうのを私にぶつけてこない」

「それは、桐きり原はらがうまく距きよ離りを取ってくれるからじゃないか？」

「そういうときもあるけど。でも、私がそれをやったあとは、埋うめ合あわせに甘えさせてくれるでしょ？　今みたいにひっつかせてくれたり、私が好きなもの作ってくれたり、好きな果物、買ってくれたり……だから、私は銀ぎんがつらいときにわがまま言わないの」

　言われてみると、最近の桐きり原はらは家の中でずいぶんと落ち着いている。

　単純に一いつ緒しよにいる時間が増えたからだと思っていたけど、俺の行動も影えい響きようしていたみたいだ。

「銀ぎんのそういうとこって元からの性格なの？　最初からできてた？」

「いや、それはたぶん……」

　言いい掛かけてから、言葉に詰つまった。

「柚ゆず香かさんのおかげ？」

　先に言われてしまったので、あぁ、と仕方なく頷うなずく。

「詳くわしく聞いてもいい？」

「……まぁ、桐きり原はらが嫌いやじゃなければ話すけど」

「銀ぎんの話だもん。聞きたいよ」

「……と言われても、あまり話せることってないけどなぁ」

　ユズの存在を説明するとき、あらかた話してしまった。残っている部分と言えば──。

「桐きり原はらと出会うまで、女の子と親しい仲になれたのはあいつだけだったよ。ちなみに、桐きり原はらとゲームで遊び始めたのは、あいつと別れてからだったな」

「出会う前とか別れたあとの話じゃなくて、付き合っている間の話を詳くわしく」

「うーん……あいつは、選ぼうと思えば、どんな奴やつでも選びたい放題なのに──って、俺の方がいつも引け目を感じてたな。それもあってか、元々の性格かわからないけど、付き合い始めは俺からユズに希望を言えなかったんだよ。ユズは、それをよく怒おこってた」

「どんなふうに？」

「どうして遠えん慮りよするの。言いたいことがあるなら言ってよ、直すから！　……ってな感じ。俺からすれば、別に言うほどのことじゃないから黙だまってた場面が多かったんだけど」

「銀ぎんは、自分の欲ほしいものとか、やりたいことをあまり優先しないもんね」

「同じことをユズに言われてたな。性格だから他のひとには遠えん慮りよしていいけど、私にだけは遠えん慮りよするな。気持ちを教えてほしい、って」

　そういえば、あいつから『銀ぎんが素す直なおに欲ほしいものを欲ほしがってくるのはエッチのときだけだよ。この野や獣じゆうめ』と言われてたな……これは黙だまっておこう。

「遠えん慮りよするな、を半年くらい言われ続けて、ユズにだけはようやく、深く考え込まず、その場で言いたいことを言えるようになったかな。……言ってもあいつ、全然直さないし懲こりなかったけど」

「へぇっ……柚ゆず香かさんって嫉しつ妬と深ぶかかった？」

「……嫉しつ妬と深ぶかくはなかったけど、構ってちゃんになるときは、たまにあったな。一いつ緒しよにテスト勉強するんだけど、俺の方が集中している時間が長くて、あいつが先に飽あきたら邪じや魔ましてくる。それが本当にタチ悪かった」

「うわぁっ……気持ちはわかるけど、やっちゃダメなやつだ」

　おかげで、評価がＳからＡに落ちた単位がいくつかあった気がする。

「……でも、不思議なもんでな。細かいところは違ちがうけど、一いつ緒しよに生活しているときの感じは桐きり原はらによく似ているよ。構ってほしいときがあっても、我が慢まんしてくれるときがある。その分、どこかでお返しすればうまく一いつ緒しよにいられる。……それを理解してうまく立ち回れているのは、あいつと付き合った経験があるからだな。あいつとの日々があったから、俺は桐きり原はらの前である程度デキた大人の真ま似ねができる」

「……大人、かぁ」

　何か引ひっ掛かかるものがあったのか、桐きり原はらは俺の言葉を繰くり返かえした。

「ユズと別れた経けい緯いを説明したときも話したけど、俺からの気き遣づかいが足りなかったせいでユズとはうまくいかなくなってしまった。……同じ失敗をしたくないから、桐きり原はらを大事にできているんだよ」

「……失敗を重ねて悔くやんできたから、今の銀ぎんがいるんだね。私も早くなりたいな。銀ぎんみたいな大人に」

　桐きり原はらは俺を大人扱あつかいしてくれるけど、俺はちゃんとできている自信がない。

　だから、返事をできなかった。

　桐きり原はらは、ふぅ、とため息をついて俺から離はなれる。

「銀ぎん。柚ゆず香かさんに返事してあげて」

「え？」

「柚ゆず香かさん、銀ぎんが私と一いつ緒しよにいること知らないんだもん。……そりゃあ銀ぎんに甘えたくて、連れん絡らくしてくるよ」

　座り姿勢になった桐きり原はらは俺の頭を撫なでてきた。

「私、誰だれかと仲良くなりたいときに必ず意識することなんだけど、そのひとが大切にしているものとか、好きなひと、好きだったひとのことも好きになりたいの。それがたぶん、そのひとを丸ごと、好きになるってことだと思うんだ」

　下から見上げる桐きり原はらの顔は、いつもより大人びて見える。

「柚ゆず香かさんの居い候そうろうを続けてもいいよって言ったのは、銀ぎんと一いつ緒しよに暮らせるのが嬉うれしいからってのが一番だったけど、柚ゆず香かさんも大事にしたいからだよ」

「……そうか」

「はい、スマホ」

　桐きり原はらから受け取ったスマホの画面を見る。ユズからの通知がたんまり溜たまっていた。

「桐きり原はらは俺よりずっと大人だよ」

「そんなことないってば。……銀ぎんだって立派な大人だよ。じゃないと、こんなに好きになってない」

　桐きり原はらは顔を近付けて、軽くキスをしてきた。

「いつも言ってるけど……大好きだよ、銀ぎん」

　……ユズといい、桐きり原はらといい、俺を好きになってくれる女の子は、どうしてこんなにみんな進んでいるんだろうなぁ……。嬉うれしいし誇ほこらしいが、少し焦あせりも感じてしまう。

「あ。勘かん違ちがいされたら困るから釘くぎを刺さすけど……もし、ちょっとでも銀ぎんの気持ちが柚ゆず香かさんに傾かたむいてるなぁって感じたら────────私、めちゃくちゃ暴れるからね」

　桐きり原はらは、ニッコリ微ほほ笑えむ。

「銀ぎんの気持ちがこっちに向いてるって確信できてるから、こんなに余よ裕ゆうがあるの。そこは絶対に間ま違ちがえないで。浮うわ気きしたら、ころしゅ」

「お、おう……」

　暮くれ井いさんは命の恩人かもしれない。変なバレ方しなくて、よかったなぁ……。

　桐きり原はらが風ふ呂ろの準備を始めたので、ユズにメッセージを返していく。

　……だけど、このままユズに桐きり原はらのことを黙だまっていていいのだろうか。

　教え子と恋こいをしているのは当然、言えない。

　でも『彼女がいる』ということは、伝えてもいいのでは。

　それが、恩人に対する礼れい儀ぎではないか。

　……桐きり原はらに対しても、筋を通すことになるんじゃないのか？

　桐きり原はらとユズの気持ちにどう向き合い、何を返していくのが正しいのか。

　寝ね付つくまでの間、ベッドの中でそれをずっと考えてしまっていた。
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　俺が悩なやみを抱かかえていても、時間の流れは止まらない。

　数日後の土曜日。長く、忙いそがしかった準備期間を終えて、今日は文化祭当日だ。

　開場は十時を予定しているが、三十分ほど前から、校門の前には来年の受験生と思おぼしき生徒たちがいる。保護者の姿もあった。他校の生徒も交じっている。

　教えている生徒たちよりも少し幼く見える中学生たちからは、あどけなさが見受けられる。

　それにひきかえ、制服を着ていない自分の生徒たちは、俺たち大人とあまり変わらない。

「結局、他のクラスの男子が来るっていう話は本当なワケ？」

「マジらしいよ？」

「私たち目当てで来るって聞くと、なんか照れちゃうな～」

　メイド服を着てスタートで接客をする女子たちが、教室でワイワイ騒さわぎ始めている。

「服のデザイン、着たい勢で相談して決めたけどさぁ、ちょいエロすぎない？」

「乳ちち袋ぶくろはやっぱり女子としても外せないって話だったじゃん」

「でも、肩かたも出てるしさ～……」

「気にしなーい、気にしないっ。接客で疲つかれる前に記念撮さつ影えいしちゃおーっ！」

　準備は巻きで終わっているし、とても明るい空気のようだ。

　……俺と東あずま含ふくむ男子数名は、そんな賑にぎわいを教室の外から聞いている。

「んじゃ行くぜ、先生」

　東あずまに続いて教室に入ると「えっ」「おーっ!?」と驚おどろきの声が上がった。

　視線を独どく占せんしたクラス一番の伊だ達て男おとこ・東あずまは堂々と両手を広げる。

「お嬢じようさま方、ごきげんようーっ！」

　自信たっぷりに振ふる舞まう東あずまは、燕えん尾び服ふくを模したロングジャケットを着ている。ズボンは制服のままだけど、上着が変われば印象はがらりと変わる。ワックスで髪かみもセットしたから、かなり見み栄ばえするはずだ。

「それで執しつ事じごっこもするんでしょ？」

「おうよ！　女子もうまく釣つらないとな」

　東あずまの他にも、二人ほど執しつ事じに扮ふんしている男子がいる。こっちはワイシャツの上に黒いベストを着て、ネクタイを締しめている。ワイシャツ以外は俺の私物だ。東あずまが着ている燕えん尾び服ふくジャケットは、残念ながら予算の都合で一着しか買えなかった。

「迷めい惑わくでなければ色々貸すぞ」と東あずまに提案したら、「いるいる」と即そく答とうされたんだ。

　……そういえば、東あずまにはその提案をするついでに、ホームルームで俺が意見を出してしまったことを謝った。

「え。マジかよ。先生、そんなこと気にしてんの？」

　東あずまは大変、物分かりがよかった。

「俺の意見であのまま衣い装しように金掛かけてたら、売り切れ御ご免めんで大だい惨さん事じだったんだぜ？　想像しただけで寒くて泣けるわ」

　その場で、東あずまはこんなことも言っていた。

「しっかし、歳としが近い先生ってのはやっぱり他とは違ちがうな～。俺、去年は暮くれ井い先生のクラスだったんだけど、あのひとも似たような感じでよくフォローに来てたわ。これが世代の違ちがいってやつかね。……まっ、そういうの、俺はいいと思うぜ！　続けてくれよな！」

　若者らしく、天然で、微び妙みように失礼だった。でも、俺は東あずまのそういうところが嫌きらいではない。

　今日も精せい一いつ杯ぱい、店とみんなを盛り上げてくれるだろう。

「もうすぐ開場だ。みんな、そろそろ一いつ旦たん落ち着こうな」

　手を叩たたきながら、一度場を引ひき締しめる。

「大事なことだから、繰くり返かえしておくぞ。お客さんに迷めい惑わくを掛かけない。言こと葉ば遣づかいとかは多少崩くずれてもいいけど、気き遣づかいと礼れい儀ぎは絶対に忘れない。自分で解決できないと判断したら、すぐに先生を呼ぶ。いいな？」

「はーい」と元気のいい返事が聞こえたところで、放送委員がスピーカー越ごしに開場を報しらせてきた。学校全体から拍はく手しゆが聞こえてくる。

　開場直後に忙いそがしくなるジャンルの店ではないけど、しばらく教室で待機して生徒たちの様子を見る予定だ。

　窓から外を見ていると、メイド服を着た笠かさ原はらがにじり寄ってきた。

　東あずまに対して一歩も引かない勝気な笠かさ原はらだが、黒と白色で配色されたシンプルな今の装よそおいも、不思議とよく似合っている。……その笠かさ原はらが、俺を見てニンマリ笑う。

「先生もちょっとイケてんじゃん」

　今日はスーツの上着を脱ぬいで、ベストを着ている。執しつ事じ役の男子たちと同じ服装だ。

　ついでにメガネも掛かけている。

「そのメガネ、伊だ達て？　度数なし？」

「あぁ。今日は店の総支配人っていう設定だし、ちょっとイメチェンしようかなって……ん？」

　視線を感じて部屋の隅すみに顔を向けると、桐きり原はらが両手で鼻と口元を覆おおいながら、じっとこっちを見てきていた。

　……なんだ？

　反応していいものか、判断に困る。

　桐きり原はらにしては珍めずらしく、すごく粘ねばっこい視線だ。……動物に例えるなら、蛇へびだ。

　俺がメイドと話しているから嫉しつ妬としているのか？

　それとも、単に眠ねむたくて目め頭がしらを押さえているだけか？
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「桐きり原はらさんは生徒会の仕事が先なんだっけ？」

「あ、うん。みんなの企き画かくが計画書通りか、チェックしないといけなくて……」

「いつも大変だねぇ……もう行くの？」

「そろそろだね。行ってきます」

　仲が良いいクラスメイトに話はなし掛かけられて、そのまま出て行ってしまう。

　……視線の意味を聞くのは、あとでいいか。

「おっ。さっそくお客さんが来たっぽい？　……おかえりなさいませ、御ご主しゆ人じんさまー」

　笠かさ原はらは楽しそうに接客へ向かう。訪おとずれたのは女子グループの友達だったらしく、メイド服を見るなり歓かん声せいと笑い声を響ひびかせていた。

　スタートはこういう客が多いだろう。この時間になるべく接客に慣れておくんだ、という話はみんなにしてある。

　今いま頃ごろ、校門付近では『美お味いしいお菓か子しが売り！　メイド喫きつ茶さ！』のビラがバラまかれているはずだ。お昼時までに、形になってくれるといいんだが──。







　開場から一時間ほど経たつと、俺たちのメイド喫きつ茶さは一気に忙いそがしくなった。

　本来、喫きつ茶さ店てんはランチタイムよりも、そのあとのアイドルタイムが忙いそがしい。

　でも、そこはちゃんと手を打ってある。

　実は今回のメイド喫きつ茶さ、他の店で買ってきた食べ物の持ち込みを許可している。

　何かしら注文してくれれば、座って食事ができるんだ。ゴミの分別が大変にはなるが、売り上げ一位のためなので、クラス全員、納なつ得とくしている。

　この『持ち込みあり』が思いのほか強力だったようで、席は常に満席だった。廊ろう下かに用意した待機列用の椅い子すも、常に埋うまっている。そして、立ち寄ったお客さんはみんな「本当にお菓か子しがおいしかった」と言いながら出て行く。

　その結果、店はめちゃくちゃ忙いそがしくなった。待機列を見て去っていくひとはいたけど、それでも席は冗じよう談だん抜ぬきに、ずっと満席。疲つかれが溜たまらないよう、一時間ごとにメンバーを入いれ替かえて休きゆう憩けいをさせたが、俺はその空きを埋うめるためにフル稼か働どうだ。

　それでも、昔取った杵きね柄づか。

　個人経営の居酒屋が趣しゆ味みで始めたランチタイムが、いつの間にか夜よりも人気になってしまった──そんな店で二年ほど働き続けたときの勘かんは、きちんと俺の中に残っている。

「先生、休きゆう憩けい回している俺らより元気じゃね？」

　少し疲つかれを見せる東あずまに、小さく頷うなずく。

「まぁ、慣れだ」

「先生、やばいやばい。クッキーとカップケーキがもうなーい！」

「慌あわてない慌あわてない。さっき、桐きり原はらが家庭科室に取りに行くって言ってたから大だい丈じよう夫ぶだ」

　接客には参加しないけど、桐きり原はらの全体を見る力は突とつ出しゆつしている。家庭科室にお菓か子しを取りに行ったり、ゴミ袋ぶくろがパンパンにならないようにしたり、細かいところに気を配ってくれている。

　表を俺が、裏方を桐きり原はらが監かん督とくする形で昼時のピークタイムを乗のり越こえられた。

　午後二時を回っても相変わらず満席だったけど、お茶とお菓か子しを頼たのんで、まったり長居するお客さんが増えた。回転数が減り、ようやく一安心だ。

　やれやれ、と思っていると、暮くれ井いさんが「お疲つかれ様さま」と顔を出しに来た。

「羽は島しま先生、お昼休みとってないんですって？」

「えぇ。でも、昼食はとりましたよ」

　教室の隅すみをパーティションで隠かくし、休きゆう憩けいスペースにしていたので、軽く腹に入れてある。

「あら、そう。だけど無理はダメよ。私が見てるから、一時間ほど休んできてちょうだい」

「え、でも……」

「私を呼びに来た桐きり原はらさんの気持ちを汲くんであげなさいな」

　暮くれ井いさんは、親指を立てて背後を指差す。

　教室の出入り口に無表情の桐きり原はらがいて、軽く会え釈しやくしていた。自分のクラスは気になるし、このまま休きゆう憩けいなしでも問題ないが……疲つかれは多少ある。

　ここはありがたく、お言葉に甘えておこう。

「すみません。それでは、少し休んできます」

　生徒たちにも伝えて、暮くれ井いさんにもあらためてお礼を言う。

　……そうしていると、すすっ、と桐きり原はらが近付いてきた。

「羽は島しま先生。催もよおしで備品が必要になったので、体育倉庫から運び出さないといけないんですけど……そのお手伝いだけお願いできませんか？」

「あぁ、わかった」

「すみません。休きゆう憩けいに入るのに……」

「いや、構わないよ。では、暮くれ井い先生。行ってきます」

「行ってらっしゃい」

　桐きり原はらと一いつ緒しよに教室を出て、歩きながら確かく認にんする。

「体育倉庫の鍵かぎは？　もう借りてきてあるのか？」

「はい。文化祭中も電話番で職員室に先生がいるので。お願いして借りてきました」

「そうか。備品って、何を運ぶんだ？」

「普ふ段だんは使っていない、古い跳とび箱ばこです。体操部に頼たのまれちゃって」

「……こんな日も雑用か。大変だな」

「いえ。よければ取ってくるよ、って私から言いましたから」

　桐きり原はらは、俺の隣となりでくすりと笑う。

「羽は島しま先生にちょうど、用事もありましたし」

　……なんか、裏がありそうな言い回しだった。

「さっきから気になってたんだが、お前が持っている紙かみ袋ぶくろ、中身はなんだ？」

「いいものです。すぐにわかりますよ」

　メガネの奥の目が悪い子モードに変わった気がして、ちょっと怖こわい。







　桐きり原はらと一いつ緒しよに、体育館の前までやってきた。

　文化祭中だが、バスケ部が『フリースローゲーム』を、体操部が『室内障害物競走』を開かい催さいしているので、けっこう人通りがある。

　ただ、体育倉庫は体育館の裏だ。人目につくことはない。

　桐きり原はらは鍵かぎを開けて倉庫に入ると、すぐに内側からまた鍵かぎを閉めた。

「……そんな気はしてたけど、密会か？」

「仕事を頼たのまれたのは噓うそじゃないよ？　急ぎじゃなくていい、って言われてるけどね」

　桐きり原はらは悪い顔で、すごく楽しそうに笑う。足元に紙かみ袋ぶくろを置いて、「私が声掛かけるまで、後ろを向いててくれる？」とお願いしてきた。

　言う通りにすると、衣きぬ擦ずれの音と、紙かみ袋ぶくろがガサゴソ動く音が聞こえてきた。

　落ち着く要素がまったくない空間の中、桐きり原はらから声が掛かかるのを待つ。

「いいよ」と言われて振ふり向むいて、啞あ然ぜんとした。

「似合う？」

　売り子をしていた女子たちが着ていた、黒と白のオーソドックスなメイド服姿の桐きり原はらが立っている。『似合う？』と言いつつ、メガネも外して自信満々の表情だ。明らかに、俺の反応を楽しんでいる。

「笠かさ原はらさんに借りたの。あの子、もう出番終わったから着ないでしょ？　みんなの前で着るのは恥はずかしいけど、持って帰って自じ撮どりしたい。洗せん濯たくして返すから、って言ったらおっけーしてくれたんだ」

「……そう、か」

　学校では目立ちたがらない桐きり原はらなので、絶対に着る方へ立候補しないだろうな、とは思っていた。もちろん他た薦せんもなかった。けれど、着れば似合うだろう、と確信はしていた。

　実際に目の前に現れると、想像以上だ。

「フリーサイズだから、ところどころサイズが合わないな～……。笠かさ原はらさんには少し大きめだったのに、私が着るとキツいのはショックかも。ダイエットしようかな……」

「……いや、そのままで可か愛わいいぞ。……胸むな元もとも谷間ができてセクシーだし、肩かたも、健康的に見える」

「ほんと？　銀ぎんに気に入ってもらえてるなら、いっか」

　褒ほめられた桐きり原はらは楽しそうに胸の谷間に指を差し込んでいる。

　女子の間で話題になっていた乳ちち袋ぶくろから、桐きり原はらの胸は大きく溢あふれている。他の女子は誰だれもそんなことにはなっていなかったので、まぁ……そういうことだ。

「んふふ、先生、顔が赤いよ？」

　近寄ってきていた桐きり原はらは俺の首に両りよう腕うでを回し、ぶらさがるように抱だき着ついてくる。

　そのまま、当然のようにキスをされる。抑おさえがきかない、少し激しめのキスだった。唇くちびるが離はなれるまで応じたけど、小休止する桐きり原はらは「まだまだ」といった感じに欲情していた。

「……どうしたんだよ」

「だって、学校でこういうことするの久しぶりじゃん？　最近はずっと忙いそがしかったし、家でも銀ぎんが疲つかれてるの見て、我が慢まんしてたし……私も文化祭の準備と生徒会の仕事でお利口さん続けてたから欲求不満なの。今日が終わるまで我が慢まんしようって思ってたんだけど、銀ぎんのいつもと違ちがう格好見てから、もー無理、ってなった」

「んっ……？　ひょっとして、俺が笠かさ原はらと話していたときのことか？」

「バレてた？」

「あれだけ感情だだ漏もれで見られたら、いくら俺でも気付く」

「そっかぁ。まずいことしたなぁ。みんなに怪あやしまれてないといいけど。でも興奮しちゃって本当に無理だったの。最近の銀ぎん、すごくお仕事がんばってみんなにも認められて、頼たよりにされ始めてるじゃん？　それ見てると、なんか感情がどこーん、どかーん、って色々なっちゃうの」

「色々って、なんだよ」

「すごく嬉うれしいし、良いいことなんだけど、でもその先生は私のだぞー、って嫉しつ妬としちゃう部分もある。だけど、みんなに人気の先生が実は私のものなんだよー、って興奮しちゃう気持ちもある。……そんな感じで不安定だから、オシャレしてる銀ぎんを見た瞬しゆん間かん、背筋がゾクゾクしてスイッチ入っちゃうのも当然だよね。私、スーツ萌もえとかわからない派だと思ってたけど、そんなこと全然なかったです。今日の銀ぎんには、めっちゃ興奮してる」

「帰ってからじゃダメなのか……？」

「ダメ。……だって、それだと銀ぎんが焦あせらないもん」

　桐きり原はらは熱っぽい吐と息いきを漏もらしながら、俺が着ているベストのボタンを器用に外していく。

「破は滅めつしたくないし、破は滅めつさせたい気持ちもないんだけど、みんなから頼たよりにされてるお利口さんな銀ぎんを、わがまま言って振ふり回まわしてめちゃくちゃ困らせてみたいーっていう身勝手な欲望もあるんだよね。小学生男子が好きな女の子に悪いた戯ずらしちゃうのって、こういう気分のせい？」

「絶対違ちがうと思う……」

「そう？　でも、とにかく悪いた戯ずらしたいの。最近はそういう空気になったときも私が攻せめられるばっかりで、私からすることなかったし……だから、ごめん。ちょっと悪いことさせて」

　ベストのボタンを外した桐きり原はらは、シャツのボタンも同じように外してきている。

　潜もぐり込ませてきた指で脇わき腹ばらを撫なでられると、小さく声が漏もれてしまった。

「声、出してもいいよ。……誰だれか来ちゃうかもだけど。ふふふっ」

　久々に、秘密と悪事と俺の困り顔を楽しむ桐きり原はらが帰ってきてしまったみたいだ。

　春に弱みを握にぎられてすぐのときは、よくこの状態になっていた。

　こうなると満足するまで何を言っても無む駄だなので、黙だまって受け入れてやるしかない。

　だが、俺は外が気になって、とてもじゃないがそういう気分になれない。鍵かぎを持った状態で内側から鍵かぎを掛かけているから、安全だとは思うけど──。

「見えないところならつけていいんだよね、キスマーク」

　返事は待たず、桐きり原はらは勝手に俺の身体からだを吸ってくる。

　印を刻み終えると大きく息をついているが、欲求不満が収まった気配はみじんもない。

「ほんと言うとさ、一いつ緒しよに寝ねてるとき、我が慢まんしてることもあるんだよ？　そういう気分の日は襲おそいたくなるの。これでも、がんばってたんだから……」

　……あ～、と心中で声を漏もらす。

　頭をよぎったのは、ユズが俺の家で夜中、ゴソゴソ動いていた場面だった。知らない間に、桐きり原はらにも眠ねむれぬ夜を送らせてしまっていたらしい。覚えがある苦しみだったし、俺自身、それで一線を越こえようとしてしまった苦い経験もあるので、否定するのも難しくなってしまった。

「……銀ぎん？」

　俺がスマホを取り出したことに疑問を抱いだいたのか、桐きり原はらの動きが止まった。

「……二十分だけ、好きにしていい」

　アラームを設定したのだと理解した桐きり原はらは、嬉うれしそうに唇くちびるの端はしを吊つり上あげた。

「ただ、これ以上服を脱ぬがすのは勘かん弁べんしてくれ」

「わかってるよ。……ふふふふ」

　体育倉庫の、運ばなきゃいけない古い跳とび箱ばこに背中を預ける形で座らされて、桐きり原はらが上に乗ってくる。

　そこからはやられたい放題だった。指はしゃぶられるし、身体からだにキスマークはいくつも付けられるし、あちこち撫なでられるし、耳は舐なめられるし、耳たぶ嚙かまれるし……。

　唇くちびるを嚙かみながら必死に声を押し殺したけど、桐きり原はらはそんな俺を見るのが快感らしく、攻せめの手をどんどん強めてくる。追おい詰つめるのが楽しくて楽しくて仕方がないみたいだった。

　暦こよみが進んだおかげで夏特有の蒸むし暑あつさはないけど、閉め切った室内であることには変わりない。体中を刺し激げきされていることもあって、俺はじっとり汗あせをかき始めていた。

「先生、興奮してるんだ？　……可か愛わいい」

　桐きり原はらは気分で俺を名前で呼んだり、先生って言ったりする。だが、学校で密会をするときは先生のときが多い。秘密を楽しむために、背徳感を煽あおってきているのだろう。

　悲しいかな、効果はすごくある。

　表に出さないし、誰だれに対しても口が裂さけたって言葉にしないけど、制服を着ていないときの生徒たちは、そんなに俺たちと変わらない。

　可か愛わいさを売りにするメイド服を着ているのに、まったく意識しない方が無理だ。

　今は、目の前で好きな子がそんな格好をしてくれているんだから、なおさらだ。

「ただ触さわられてるのが気持ちいいだけ？　それともシチュに興奮してる？　あるいは、服？」

「……どれも」

「最後のは、ちょっと意外。でも可か愛わいいもんね、この服。『御ご主しゆ人じん様さま、ご奉ほう仕しします……』とか言われてみたい？」

「……ノーコメント」

　一いつ瞬しゆん言葉に詰つまったのが悪かったのか、桐きり原はらはまたまた悪そうに笑う。

「御ご主しゆ人じん様さま、失礼しますね」

　また変なスイッチが入ったのか、口調を敬語に切きり替かえた桐きり原はらは俺のズボンに手を伸のばす。

「あ、おい……」

「ダメなんですか？　御ご主しゆ人じん様さまだって興が乗ってくると、いつも触さわってくるじゃないですか」

　事実なので、何も言い返せない。

「……あら？　……ふふふふふ」

　手を這はわせている桐きり原はらが俺の状態に気が付いて、今日一番の悪い笑えみを浮うかべた。

「久々で忘れてましたけど……攻せめられてるときの御ご主しゆ人じん様さまって本当に可か愛わいいですよね。意地っ張りなのに、身体からだはすごく素す直なお」

　攻せめられるのに弱いのはお互たがい様さまのくせに、桐きり原はらはからかってくる。

　好きにしていいと言った手前、黙だまっていたが……このまま弄もてあそばれるのは不服だ。

　服の上からにぎにぎして遊んでいる桐きり原はらの乳ちち袋ぶくろに手を伸のばして、軽く揉もみしだく。

　んンっ!?　と高い声が漏もれて、空気が変わった──と思いきや、桐きり原はらがひるんだのは一いつ瞬しゆんだけ。すぐに、余よ裕ゆうのある微ほほ笑えみを浮うかべ直す。

「触さわりたくなったんですか？　……いいですよ、どうぞ」

　桐きり原はらは俺の後頭部に手を添そえて、胸に引き寄せてくる。

　桐きり原はらが好んでつける、柑かん橘きつ系の香こう水すいの香りが鼻び腔こうを抜ぬけていく。

　布の上からでも、桐きり原はらの胸はとても柔やわらかい。

「……下着、着けてないのか？」

「だってその方が好きでしょう？　御ご主しゆ人じん様さま」

「…………」

　無言で乳ちち袋ぶくろを下にずらして反はん撃げきする。でも、桐きり原はらは逆に、微ほほ笑えみを浮うかべて勝かち誇ほこる。

「お好きにどうぞ」

　許可が出たので、胸の突とつ起きを口に含ふくむ。

　舌で転がして様子を見たが、悪いメイドさんの余よ裕ゆうは崩くずれない。

　頭をなでなでしてきて、あくまでも「させてあげている」という優位を保つ構えのようだ。

「こんな姿、みんなが見たらびっくりするでしょうね？」

　自分だけが知っている、という言い方だ。それが優ゆう越えつ感かんに繫つながるんだろう。

　歪いびつだな、と思いつつ、俺もやめられなかった。

　……欲求不満なのは、お互たがい様さまだ。

　俺だって桐きり原はらが寝ねている横で何度──自分を必死に押さえ込んだか。

　軽く吸い立て、空いている方の胸も手で揉もみしだき、敏びん感かんなところを指で弾はじく。

　あっ……と、ようやく桐きり原はらの口から声が漏もれた。

　見上げると、かぁっ……と顔を赤くしているのがわかった。

　胸から唇くちびるを離はなして、今度はこちらからキスをする。さっきまで強気だった桐きり原はらは一転、されるがままになって力を抜ぬいてくる。体勢も入いれ替かえて攻こう守しゆ逆転だ。

　だが、そこでアラームが鳴った。

　……でも、俺はキスをやめなかった。やめられなかった。

　下になった桐きり原はらの方から軽く押し返されて、唇くちびるを離はなす。

「……続けるの？」

　俺は無言で『スヌーズ』をタップして、桐きり原はらの胸を再び触さわる。

　切なそうに、眉み間けんにしわが寄った。

　ダメだ。その顔は反則だろう。

　言い訳じみたことを心中で呟つぶやき、スカートをたくし上げて、下着に手を伸のばす。

　はっきりとした湿しめり気けを指先に感じたところで、あうっ、と桐きり原はらが身体からだと首を反らした。

「……さては先生も溜たまってるね？　前も思ったけど、つらいなら出してあげようか？」

「魅み力りよく的てきな提案だけど、床ゆかとせっかくの服が汚よごれるだろ」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。口に出せばいいから」

　固まる俺の下で桐きり原はらは唇くちびるを指差し、色気たっぷりに微ほほ笑えむ。

「飲んであげるよ。……どうする？」
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　答えを迷っているうちに、再びスマホが震ふるえた。

「またアラーム？」

　いや、振しん動どうの仕方が違ちがう。誰だれかが電話を掛かけてきている。

『ユズ』の文字が見えた。少し放置していたが、呼び出し音は止まらない。

「……先生、出た方がいい。誰だれかコール音に気付いて、こっち来るかも」

　素に戻もどった桐きり原はらの言う通りだ。

「もしもし？」

　電話に出つつ、桐きり原はらから離はなれて、片手で服の乱れを直し始める。

『あ、出た出た』

「どうした、ユズ。今、ちょっと忙いそがしいんだが……」

『知ってるよー。文化祭当日だしね。でもあたし、一度くらいは銀ぎんが先生しているところが見たくてさー。それで今、学校に来てるんだけど──銀ぎん、いま体育館の裏？　みたいなところにいるよね？　そんなところで何してるの？』

　まさかの言葉に、服を直していた手が止まる。

　なんでユズがそんなことを知っている？

　──まさか、近くにいる？

　──桐きり原はらと一いつ緒しよにいるところを見られた？

『せっかく会いに来たのにメイド喫きつ茶さにいないからさ～。それで電話したんだけど、入れっぱだったＧＰＳアプリが勝手に起動して、追つい跡せきしちゃった！』

　がくっ、と脱だつ力りよくする。

　本当に、一度懐なついた相手との距きよ離り感かんがバグりすぎだ。

「今、倉庫に跳とび箱ばこを取りに来ているんだよ……お前、どこにいるんだ？」

『体育館の前だよ～。あっ！　なんか体育館でバスケのゲームあるし！』

「あとで体育館の中に行くから、遊んで待っててくれ」

　電話を切って、桐きり原はらに向き直る。

　メイド服を脱ぬいで、下着を着直しているところだった。

「ユズが学校に来ているらしい。面めん倒どうなことになる前に、ちょっと会ってくるよ」

「わかった。……ちょっと悪いことさせて、ってお願いだったけど、やりすぎた……よね？　ごめん」

「いや、お互たがい様さまだ。続きはまた卒業後に──だな」

「あはは……うん。最近、ああいう空気になると我が慢まんできなくなっちゃうね。もうちょい気を付けないと……がまん、がまん……」

　桐きり原はらが着き替がえている間、俺は倉庫にある台車を引っ張り出して跳とび箱ばこを積んでいく。

　制服に戻もどった桐きり原はらはメイド服を丁てい寧ねいに畳たたみ、紙かみ袋ぶくろの中に片付ける。

「これ、体育館に運べばいいんだよな？」

「うん」

　桐きり原はらは内側から掛かけていた鍵かぎを開く──その前に、俺の服を軽く引っ張り、顔を近付けて囁ささやいてきた。

「……シてほしかったら、いつでも言ってね？」

　色気と恥はずかしさが入り混じった微ほほ笑えみは、やっぱり可か愛わいい。それでいて、美人だ。







　跳とび箱ばこを積んだ台車を桐きり原はらの代わりに押して、体育館の中まで来た。

「先生、ありがとうございました。体操部に声、掛かけてきます」

　桐きり原はらが走っていくのを見送ってから、バスケットゴールの方へ向かう。

　近くに行くと、バスケ部の生徒たちが軽くざわついていた。

「……あのひと、プロかな？」

「いや、違ちがうだろ……プロであんなに顔面強かったら、マスコミにごり押しされてるよ」

　その言葉だけで、何が起こっているのか想像がついた。

　ギャラリーの隙すき間まを縫ぬってシュートエリアが見える位置に移動すると、楽しそうにしているワンピース姿のユズがいた。

「ほいっ、ほいっ」

　ユズは、スリーポイントラインの外側からボールを投げ続けていた。

　一本入れてはカゴからボールを拾い、また次のシュート態勢に入る。

　そして、また当然のように決める。

　そんなユズのシュートフォームは、とても綺き麗れいだ。

　球技は苦手だし詳くわしくないけど、あいつの構えに無む駄だがないのは一目でわかる。

「……てか、パーフェクトじゃね？」

　そばで見ていたバスケ部の男子が呟つぶやく。あのカゴには二十個近く、ボールが入るはずだ。

　残るはあと四個。……それがあと三個になり、二個になる。あとひとつ。

「ラストぉーッ！」

　最後の一投を放つ直前、ユズはゴールに背を向ける。

「えっ」

「噓うそでしょ!?」

　ギャラリーが驚おどろく中、ユズは全身を使い、両手でボールを高く放り投げる。

　ボールは美しい放物線を描えがいて、ゴールに近付いていく。

　見ている全員が息を吞のみ、ユズはキメ顔でドヤる中、しっかりコントロールされたボールはゴールへ迫せまり──残念ながら、リングに弾はじかれた。

「げっ」

　ユズのリアクションを受けて、ギャラリーたちが吹ふき出だす。

　でも、すぐに拍はく手しゆに変わった。

「あ、どもども。でも、最後かっこ悪かったなぁ。恥はずかしっ……」

　ユズは照れながら、バスケ部員から賞品を受け取っている。文化祭で使える金券だ。

　スーパープレイを続けていたのに、最後の最後で外すのが実にユズらしい。

　完かん璧ぺきにやり切るよりも、愛あい嬌きようがあって記き憶おくに残る。

　誰だれにも真ま似ねできない、天性のモノだ。

「あっ！　銀ぎんっ！」

　……しまった、と思ったときにはもう遅おそい。

　俺の姿を見つけたユズは嬉うれしそうに駆かけ寄よってくる。

　当然、ユズに注目していたギャラリーの視線もこっちへ向いてしまう。

「ぎーんっ！　久しぶ──」

「ストップ！」

　抱だき着つかれそうな気配があったので、密着される前に待ったをかけた。

「……生徒たちの前だからな？」

「あ、そうだった……ごめんごめん。会えたのが嬉うれしくて、つい」

　こいつはまた、余計な一言を……。

「あのひと、羽は島しま先生の知り合い？」「もしかして、彼女？」みたいな呟つぶやきが聞こえてくる。

　面めん倒どうなことになる前に来たはずなのに、結局こうなってしまった。

　注目を避さけるために、ユズの背中を押して体育館の外へ退散。さっきまでいた倉庫の近くまで押していく。

　……ここまで来たら、もういいだろ。

　押すのをやめると、ユズはくるりと俺に向き直ってきた。

「……やっぱり、あんまり来てほしくなかった系？」

「正解だ」

「で、ですよねぇ～……でも、ごめん。どうしても銀ぎんに会いたかったし、先生してる銀ぎんを見てみたくって……」

「どうやって入った？」

「入り口で、羽は島しま銀ぎんの友達です、って言ったら入れてくれたよ？」

　……そういえば、教職員の家族、招待者も一応、入れるんだったか。

　これでいいのか？　うちのセキュリティ……。

「ダメ元で来たのに入れちゃったからさぁ。そうなるとやっぱり会いたくなるし？　ってことで連れん絡らくしちゃいました、まる」

「そうか。……とりあえず、スマホを出そうか」

「なんで？」

「ＧＰＳアプリをすぐに消せ。プライバシーの侵しん害がいだぞ」

「うぐっ。や、やっぱりダメですか？」

「ダメだ」

「そ、そっかぁ……お守りみたいでありがたかったんだけどなぁ……なんというか、精神安定剤ざい？　的な？」

「ダメだ」

「うううっ……」

　グズグズ言いながらも、ユズは言う通りにアプリを消していく。

「これ、いつも使っていたわけじゃないんだよな？」

「うん。銀ぎんが引ひっ越こした直後に住所メモったときと……全然掛かけないからさっき初めて知ったんだけど、このアプリ、登録した相手に電話すると勝手に立ち上がるみたいなんだよね。それでさっき、場所がわかったの」

　ということは、桐きり原はらの家にいるとき、ユズが電話をしてきたらアウトだったわけだ。

　……危なかった。

　学校でユズとの関係が多少噂うわさになる程度でＧＰＳアプリを削さく除じよできたのは、幸運だったかもしれない。

「ん～……ほう、ほうほう……」

「……なんだ」

　ユズが俺の周りをぐるぐるしながら、何やら唸うなっている。

「さすが私立高校。ちょっとオシャレしても怒おこられないんだ？」

「これは今日だけだ。メイド喫きつ茶さだから執しつ事じの真ま似ねをしているんだよ」

「あ、そゆことぉ!?　へぇ～っ。おもしろそうだねぇ。いいなぁ、みんな高校生してて」

「……ユズも珍めずらしいな。ワンピース」

「あまり着ないからね。でもほら、今日は久しぶりに銀ぎんに会えそうだし……みたいな？」

　とても反応に困る言葉だった。

「せっかくだし、銀ぎんの執しつ事じ接客シーン、見て帰っちゃダメ？」

「できれば、やめてほしい」

「そういうの嫌いやがるのは知ってるけど、そこをなんとか！　絶対、お店では騒さわがないから！　銀ぎんの教え子の前では、知らないひとのフリするから！」

「うーん……」

　ユズが言っても聞かないのはいつものことだし、変に断ってゴタつくよりは、ここで無難に折れておいた方が……。

「──羽は島しま先生、まだここにいらっしゃったんですか？」

　背後からの声に反応して振ふり向むく。

　桐きり原はらが、空になった台車を押してこっちに向かってくる。

「……あぁ。って、お前、台車の片付けまで請うけ負おったのか？」

「はい。鍵かぎを返しに行くついでですから」

　……迂う闊かつだった、とこっそり焦あせる。

　人目を避さけてこっちへ来たはずなのに、桐きり原はらが戻もどってくるとは思わなかった。

　できれば、ユズと会わせたくなかったが──。

　それとも桐きり原はらが、ユズに会いに来たのか？

「先生、そちらの方はお知り合いですか？」

「……あー、いや、そうじゃなくて、ちょっと、道を尋たずねられて──」

　知らないひとのフリをしてくれる、ということなので、その設定で話を作っていく。

　ところが──。

「…………」

　肝かん心じんのユズは、何な故ぜかフリーズしている。

「……どうしました？」

　桐きり原はらが心配する。

　俺の態度にショックを受けて固まっているとか、設定をうまく飲み込めなくて固まっている、とかではなさそうだ。

　目を見開いたユズは桐きり原はらに視線を固定して、硬こう直ちよくしている。

「……？　あの、私に何か？」

　桐きり原はらもユズの異常に気付く。

「……銀ぎん。この子、銀ぎんのクラスの子？」

「……そうだけど」

　桐きり原はらだから構わないんだけど、知らないフリをする約束が秒で破られた。

　ユズはふらふらとした足取りで桐きり原はらに近付く。

　異様な雰ふん囲い気きに桐きり原はらは後ずさりするが、ユズは構わず、桐きり原はらを見つめ続ける。

　かと思えば、

「────────超ちよう美人～～～～～～ッッッッ！」

　桐きり原はらに急接近。両りよう肩かたを摑つかみ、捕ほ獲かくした。目がキラキラ輝かがやいている。

「なんなのこの子っ！　すっごい美少女なんだけど!?」

「え、あの、いや、私、そんなんじゃ──」

「いーやっ！　あたしの目はごまかせない！　あなた最高に美人よ!?　メガネやめて髪かみ型がた変えたら絶対映ばえまくり！」

「あ、あの、えと……」

「初対面でいきなりごめんね！　お化け粧しようしたことある？　もしやってないなら試ためしてみて！　絶対クラス……いや、学校中の男子が黙だまってないから！」

　さすがの桐きり原はらも冷静さを失っている。ユズの勢いが強すぎて、対処に困っていた。

「あぁぁぁぁ、いいなっ～。高校生のときにこんな子が近くにいたら、あたし絶対口説くし！　放課後に化け粧しよう教えて、デート誘さそって、一いつ緒しよに買い食い……んん？」

　ぴた、とユズの動きが止まる。

「……香こう水すいつけてる？」

「い、一応……まだ暑いし、汗あせ、かいたりしますから……他は化け粧しよう、しない、ですけど……」

「……あ、あー、あぁ～……」

　桐きり原はらは『地味な生徒』を必死に装よそおっているが、俺が見るに、ユズは何かを察した。

「……余計なお節せつ介かいだったかな。騒さわいじゃってごめんね……」

「い、いえ。お気に、なさらず。……やっぱり、羽は島しま先生のお知り合い……なんですよね？」

「あっ！　ごめん銀ぎん！　知らないフリするの忘れてたっ!!　この子があんまりにも可か愛わいかったから、興奮しちゃって……」

「はいはい……」

　ユズが絡からむと、いつも大おお騒さわぎだ。

　可か愛わいい女の子や美人に目がないのも変わっていないんだな……。

「……高たか神がみ柚ゆず香か。俺の、大学時代の友達なんだ」

「そうなんですね。……でも、羽は島しま先生。招待客の申しん請せいって、されてましたっけ……？」

　びくっ、とユズが桐きり原はらの言葉に反応する。

「生徒会の活動中、人数の試算をするために校長先生から書類を預かったんですけど、確か、羽は島しま先生の申しん請せい数はゼロだったような……」

「受付の手て違ちがいで入れてしまったらしいぞ」

「えっ、そうなんですか？」

　桐きり原はらに見つめられたユズは、気まずそうに目を逸そらす。

「……や、やっぱり、出て行かなきゃダメ？」

「そういうわけではないんですけど、私、生徒会長をやっているので、報告義務が……でも、羽は島しま先生のお友達ですから、その……がんばって、見なかったことにしますねっ！」

「うぐっ……」

　桐きり原はらは笑え顔がおで擁よう護ごしたが、ユズの表情は晴れない。苦しそうな顔をしている。

「……銀ぎん。あたし、帰る。この子に悪いこと、させられないわ……」

　ユズは俺に文化祭の金券を手て渡わたし、名残なごり惜おしそうに手を振ふってとぼとぼと去っていく。

　その背中が見えなくなると、桐きり原はらは「お疲つかれ様さま」と声を掛かけてきた。

「……俺とユズの話、どこから聞いてた？」

「最初から、かな」

「ってことは……さっきの狙ねらってやっただろ？」

「当然。やっぱり便利でしょ。『地味で良い子な生徒会長』の看板」

「……女は、怖こわい」

「ふふっ。言っとくけど、嫉しつ妬として追い出したわけじゃないからね。先生が困ってたから援えん護ごしたの。……でも、あのひとが柚ゆず香かさんかぁ」

「騒さわがしい奴やつだろ。絡からんで悪かったな」

「うぅん。でも、びっくりした。メガネ掛かけてるときに美人って言われたの初めて。本当に女の子も好きなんだね、あのひと。……あれが柚ゆず香かさんかぁ」

「…………」

「…………」

「……ちょっと、ドキドキさせられた？」

「……ほんのちょっと、ね」

　まさかのライバル登場だった。

「俺のだからな？」

「それは揺ゆるがないから、安心して」

「冗じよう談だんだよ」

　俺が軽く笑うと、桐きり原はらはちらりと俺を見上げてくる。

「……珍めずらしいね。先生がそういう冗じよう談だん言うの」

「そうか？」

「……うん」

「どうした？」

　急に、桐きり原はらの表情が曇くもった。

「……気にしすぎだとは思うんだけど、ただ──やっぱり、ちょっと怖こわいなって」

「安心しろ。俺は、お前のだ」

　桐きり原はらが息を吞のんだ気配があった。

　俺は黙だまったまま、空の台車に手を掛かけて倉庫に運び始める。

　走り寄ってきた桐きり原はらが横につく。

「あの、先生。言ってもらえるのは嬉うれしいんですけど、言った方が照れるのは、どうかと」

　何も言わずに台車を押し続けたが、ついに桐きり原はらは笑い出してしまった。

「もうっ……可か愛わいいなぁ、先生」

　その後、俺たちは台車を戻もどすために再び体育倉庫へ入る。

　……結局、休きゆう憩けい時間の終わり際まで、桐きり原はらと倉庫の中で過ごしてしまった。

　ただ、やましいことはしていない。くっついていただけだ。







　休きゆう憩けいが終わったあとは、メイド喫きつ茶さの接客に戻もどる。

　真面目に接客はしていたんだけど──桐きり原はらの言葉がどうしても引ひっ掛かかっていた。

『──やっぱり、ちょっと怖こわいなって』

　桐きり原はらが恐おそれた理由とは全然違ちがうんだけど──俺も、ユズを『やはり怖こわい』と思っていた。

　ユズは桐きり原はらの性質をなんとなく見み抜ぬいていた。些さ細さいなことで俺たちの関係に勘かん付づく可能性は十分ある。

　ＧＰＳアプリは消去させたけど、あの行動力と気まぐれは脅きよう威いだ。

　……運悪く偶ぐう然ぜんが重なっていたら、バレていたかもしれない。

　ユズに対しても、気を持たせ続けるのはよくない。

『彼女がいる』までは伝えて、ユズに距きよ離り感かんを変えてもらうべきではないだろうか？

　俺の考えは、そっちの方へ傾かたむきつつあった。
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　後日、その考えは桐きり原はらの言葉により、決定的なものになる。
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　文化祭が行われたのは土曜日だった。

　翌日は俺も桐きり原はらも疲つかれ果はて、一日中、アニメと海外ドラマを見ながらゴロ寝ねをして過ごした。

　そして月曜日。暦こよみ上は平日だが、生徒たちは中間試験休みの代休を兼かねて休日となっている。

　俺たち教師は、職員室で文化祭の振ふり返かえりを行う。

　まず、生徒たちが出した模も擬ぎ店てんの結果が発表された。

　俺が担当するクラスは、目標だった売り上げ一位をぶっちぎりで獲かく得とくしていた。

　校長に促うながされて要因を説明することになったが、全て生徒たちの手て柄がらです、と発表した。

「ホームルームで議論をする人間は偏かたよっていましたけど、生徒たちから話を聞くに、メッセージアプリを使ってリーダー役が意見を吸い上げ、実のある話し合いができていたようです」

　校長や教頭をはじめとしたベテラン勢は、昔とはずいぶん状じよう況きようが異なる、ということで非常に興味深く聞いてくれていた。

　俺が口を出した経けい緯いは、東あずまたちの顔を潰つぶすことになりそうだったので特に触ふれない。

　最後は「事故なく終えられたことが一番」という校長の言葉で締しめくくられた。

　その後は自由に仕事をしていい、と言われたので、暮くれ井いさんと期末試験について話し合う。

「これが終わったら、もう三学期。あっという間に新学年ね。忙いそがしくなるわよ」

　桐きり原はらも、受験や進路のことで忙いそがしくなるだろう。

　……いずれ、保護者との三者面談もある。

　そのとき、桐きり原はらはあの母親と、どう折り合いをつけてその場に臨のぞむのだろう……。







　そんな俺の心配をよそに、当の本人は元気いっぱいだ。

「おかえり～」

　仕事を終えて桐きり原はらの自宅に戻もどると、笑え顔がおで玄げん関かんまで出で迎むかえてくれる。

「ただいま。夕飯、また作ってくれてたのか？」

「うん。お腹なか空いてるでしょ？」

　桐きり原はらは後ろで髪かみを縛しばり、エプロンを着けていた。エプロンにはキャラクターがプリントされている。学校で使うモノには選ばない系統だけど、桐きり原はらは意外と、こういう可か愛わいいモノも好きだったりする。

「そっちも生徒会で登校してたのに悪いな」

「気にしないで。午前中だけだし」

「……あれ？」

　家の中に入ると、ちょっとした違い和わ感かんがあった。この香りは──。

「どうしたの？」

「いや……」

　気になってキッチンを見てみるが、かぼちゃとナス、玉ねぎが切ってあるだけで、特に変わった様子はない。……気のせいか。

「今日は焼肉だよ～っ！　ちょっといいお肉買ってきちゃった」

「おっ、いいな。文化祭の打ち上げ的な感じか？」

「まぁね！」

　桐きり原はらはテーブルに小型のホットプレートを用意する。

　先日、俺が通つう販はんで買ったやつだ。たこ焼き、すき焼きも簡単に作れる優すぐれモノだ。

「手の込こんだものを作ろうかなとも思ったんだけど、失敗するのが怖こわくてこっちにしちゃった。生野菜切るだけだし、焼肉のタレがあるだけでおいしくなる！　……だよね？」

「あぁ。……アレはあるのか、アレは。焼肉の主役と言えば……」

「ライス！　いつもより多めに炊たいたよ！」

「よくやったぁっ！」

「いえーいっ！」

　両手でハイタッチをして、軽く踊おどり合う。

　暑苦しい変装状態から着き替がえてくると、桐きり原はらはさっそく肉をジュージュー焼き始めていた。

　端はしっこの方では、野菜たちがじっくり焼かれて出番を待っている。

「銀ぎん、初めての文化祭お疲つかれ様さまでした！　いただきます！」

「桐きり原はらもお疲つかれさん！　いただきます！」

　焼き上がった肉にタレをたっぷりつけて、ライスの上にのせてから肉を口に放り込む。

　……あぁ、うまいっ！

「めちゃくちゃおいしいね！　元気出るわぁ～……」

　桐きり原はらも幸せそうな顔をしている。

「そういえば、うちのクラスまた売り上げ一位だったね」

「もう知ってたか。みんな大したもんだよ」

「銀ぎんもね！」

　ちょいちょい会話を挟はさみながら、追加の肉を鉄板に落としていく。

　さすがに俺と同じ量は食べられないけど、若いだけあって、桐きり原はらは肉もがっつりイケる。

　しばらくは肉とライスをひたすら食べ続けて、野菜が焼けたらちょいちょいつまみ、気まぐれに肉をレタスで巻いてみたりもする。

　二人とも箸はしが止まらず、夢中で食べてしまった。

　桐きり原はらも俺も、ずっと笑っていた。

「いい肉だった。幸せだったな」

「うん。……お肉の貢こう献けんも大きいんだろうけど、やっぱり、食事に大切なのは雰ふん囲い気きだね、銀ぎん」

「……そうだな。この前、一いつ緒しよに食べた夜のカップ麵めんもうまかったし」

「あれね～……最高なんだけど、太りそうで怖こわいよ」

「安心しろ。太るときもダイエットするときも一いつ緒しよだ」

「って言いながら、銀ぎんだけ体重変わらないの知ってるんだから」

　桐きり原はらはむくれてしまう。

　……体重の話は危険だ。

「それにしても、本当にいい肉だったな」

「うん。お高いだけあったね」

「……食費、大だい丈じよう夫ぶだよな？　半分、出すぞ？」

「お気になさらず。今日はいいんだよ。お祝いだから」

　文化祭が終わったお祝い──にしては、ちょっと豪ごう勢せいだった。

　もしかして……。

「ちょっと待っててね、銀ぎん」

　桐きり原はらはキッチンに引っ込み、戸と棚だなを開く。

　戻もどってきた桐きり原はらの手には、いつもデザートを食べるときに使っている皿が乗っていた。

　皿の上には、カップケーキが三つ。

「お誕生日、おめでとう」
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「知ってたのか？」

　今朝、両親とユズからも連れん絡らくが来ていた。

「ずいぶん前だけど、ネットで銀ぎんから教えてもらったよ。私、仲良くしてるひとの誕生日は必ずスマホに登録してるの」

「そっか……ありがとな。このカップケーキ、帰ってきてからわざわざ作ってくれたのか？」

「そうだよ～。文化祭が終わったあと、小こ林ばやしさんにレシピを教えてもらったの。銀ぎんはしっかり甘いのが好きだから、チョコも刻んで混ぜてみたよ。失敗してないといいんだけどな……」

　帰ってきたとき、甘い香りがしたのは気のせいではなかったみたいだ。

「嬉うれしい？」

「……嬉うれしすぎてうまくリアクションできてないけど、めちゃくちゃ嬉うれしい」

「よかった！　……お肉でお腹なかいっぱい？　食べられる？」

「食べる」

　頷うなずいた桐きり原はらはテーブルに皿を置いてくれた。

「私が食べさせてもいい？」

「桐きり原はらが作ってくれたものだから、好きにしていいぞ」

「じゃあ、失礼しまーすっ」

　桐きり原はらは自分の椅い子すを俺の隣となりへ移動させる。ケーキに巻いてある紙を取り去り、フォークで一口サイズに切り分けて口に運んでくれた。

　少し照てれ臭くさかったが、素す直なおにそのまま口に含ふくむ。

「……おぉ。うまい！　よくできてる」

「本当っ？」

「生き地じはふんわりしっとり、チョコはカリカリ、しっかり甘くて、俺好みだ」

「おぉ～」

「一いつ緒しよに食べよう」

「あ、じゃあ、私もちょっとだけ……」

　ケーキに伸のびた桐きり原はらの手からそっとフォークを取り上げて、今度は俺が一口サイズに切り分ける。桐きり原はらは嬉うれしそうに笑ってから、素す直なおに口を開く。

「ふふっ。おいしい」

「だろ？」

「うんっ。食べさせてくれて、ありがとう」

　返事の代わりに頭を撫なでると、桐きり原はらは目を細めて微ほほ笑えむ。

「……ねぇ、銀ぎん。これからもずっと、おいしいご飯、食べようね。一いつ緒しよにゲームして、一いつ緒しよに楽しく過ごして──一生、私のそばにいてね」

　いきなり言われて、返答に詰つまってしまった。

　話し方から察するに、桐きり原はらは本気だ。

「急に重い話して、ごめん……でも、私、銀ぎんがいいんだ。銀ぎんは、私の可能性を狭せばめたくなくて私を縛しばりたくないかもだけど……私は、銀ぎん以外のひとと一いつ緒しよになる未来なんて想像できない。……大好きなんだよ」

　卑ひ怯きようかもしれないけど、俺からは『ちゃんと付き合うのは卒業後にしよう』と言っているだけだ。それ以上のことは言っていない。

　それは桐きり原はらのためだ。

　桐きり原はらは大人びているけど、まだ社会に出ていない。これから、俺以外の人間を見て成長もするだろうし、価値観が変わる可能性も十分ある。

　俺とずっと歩くかどうかを判断するのは、それからでも遅おそくない。

　……俺以外の人間をたくさん見て、それでもまだ俺を選んでくれるなら、誰だれにも渡わたさない。

　だが、いま決めるのは早すぎる。桐きり原はらのためにならない。

　俺が桐きり原はらだけ、と決めて待つのはいい。でも、桐きり原はらが同じようにするのはダメなんだ。

　桐きり原はらが言った次の一言が、その思いをより強くさせた。

「もしも卒業までに秘密がバレても、私、一いつ緒しよに行くから」

　……。

　……その気持ちが嬉うれしくないと言ったら、噓うそになる。

　でも、それを受け入れることはできない。

「ダメだよ、桐きり原はら。それは絶対にダメだ」

　なるべく、硬かたい口調にならないよう、穏おだやかに言ったつもりだ。

　それでも桐きり原はらは「どうして？」と悲しそうに呟つぶやく。

「気持ちは嬉うれしい。でも、卒業までにバレたとき、人生を棒に振ふるのは俺だけでいい」

「だけど、私は──」

「ダメだ。これだけは譲ゆずれない」

　桐きり原はらは俺よりずっと優ゆう秀しゆうで、俺よりも大人びている。

　それでも俺は、お前より大人で、お前はまだ子供なんだ。

　何かあったとき、責任を取るのは俺だ。
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　だが、考えれば考えるほど、嚙かみ締しめれば嚙かみ締しめるほど、桐きり原はらの気持ちは嬉うれしかった。

　あいつも、あいつなりに覚かく悟ごをして、俺との秘密を抱かかえてくれている。

　その気き概がいには応えてやりたい。
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　数日後の夜。ユズに連れん絡らくを取って、仕事が終わってから久しぶりに自宅へ戻もどることにした。

　俺からユズに話があったし、ユズからも、十一月に入ったので光熱費を渡わたしたい、と言われている。

　鍵かぎを開けて中に入ると、ユズが「おかえりーっ！」と飛んでくる。

　会うのは文化祭以来だが、まったく変わりないようだ。

「お仕事お疲つかれさん～っ！　お茶が入ってるよー」

「あぁ。でも、あまり長居は……」

「そんなこと言わないで！　ご飯も作ったから食べて行ってよ。アボカドささ身丼どんだよ。わさび醬しよう油ゆで召めし上あがれ～っ！」

「…………」

　話をしたら帰るつもりだったけど、こうなる予感もしていた。

　桐きり原はらには「遅おそくなるかもしれない」と伝えてある。正解だったらしい。

　ユズが繰くり出だしてくる謎なぞ料理は、相変わらずのクオリティだった。

　なんで、この組み合わせで美お味いしい料理が作れるのだろう。

「……ごちそうさまでした」

「お粗そ末まつさまでした！」

　食後のお茶を淹いれてもらいながら、それとなく部屋の様子を確かく認にんする。

　化け粧しよう品ひんや布ふ団とん、ユズの服を掛かけているハンガーは増えているが、俺が使っていたもの、置いていたものは手付かずのままだ。細かいところの掃そう除じも行き届いている。

　なんなら、寝ねに帰ってきていた俺が住んでいたときよりも綺き麗れいだ。

「あ、そだそだ。これ、忘れないうちに──ありがとでした」

「ん」

　封ふう筒とうに入れられた光熱費を受け取り、鞄かばんに入れる。

「中身、確かく認にんしないの？」

「別にいいだろ。昔から、お金についてはしっかりしてたし」

「んふふ～。銀ぎんはさりげなくあたしをアゲてくれるよね。だから好き～」

　ふにゃっ、と笑う様子はとても明るい。

　……これからする話を思うと、気が重くなる。

　ユズがお茶を淹いれ終わり、対面に座ったところで、こっそり気合いを入れる。

「話をしたいんだけど、いいか？」

「うん。なぁに？」

「実は、彼女がいる」

　ユズの身体からだが強こわ張ばった。

　……少しでも、桐きり原はらとの秘密がバレる危険を排はい除じよするためだ。

　ユズが俺に気を持った状態で俺たちのそばにいるのは、やはり怖こわい。

　桐きり原はらを守るためだけど、ユズにも筋を通すことになるはずだ。

「……いつから？」

「ちゃんと付き合い始めたのは、この間から。ユズが俺を頼たよってきたとき辺りが、ちょうど付き合い始めだった」

「……ちゃんとした彼女？」

「まぁ、一応」

「お店の娘ことかじゃない？」

「違ちがう」

「アイドルとか、ネットで配信やってる娘この大ファンになったとかいう話でもなく？」

「そういうのじゃない」

「……なんであたしに言わなかったの？」

「相手方に事情があって言えなかったんだ」

「お相手、ちゃんと独身？　彼かれ氏し彼女いない？　フリー？」

「それは、間ま違ちがいない」

「……そのひと、ちゃんと銀ぎんのこと好き？」

「大好きだって言ってくれてる」

「…………ちゃんとした、彼女？」

「だから、そう言ってる」

　ユズは、何度もまばたきを繰くり返かえす。

「ゆ……」

　……ゆ？　と俺が首を傾かしげる。

「言ゆってよーっ!?」

　高たか神がみ柚ゆず香か、夜の大だい絶ぜつ叫きようだった。

「あたし、彼女持ちの男の家に転がり込んでプロポーズしてあんな写真送ってたワケ!?　イタい女じゃん！　ピエロじゃんっっ!?」

「す、すまん……」

「どうして言わなかったのよー!?　銀ぎんはちゃんとした彼女がいるなら絶対、あたしを自分の家に上げないと思ってたから安心して頼たよったのに！」

「……面めん目ぼくない」

　桐きり原はらにも筋が通っていなかったけど、ユズにも悪いことをしていた自覚はちゃんとある。

　それもあって、ここに来るまで気が重くてしょうがなかった。

「わーん……つらいよぅ。普ふ通つうの失しつ恋れんよりダメージ二倍、三倍増しだよ、これぇ……」

「本当にすまん……」

「あ。彼女にはあたしのこと、ちゃんと言った!?」

「説明してる。ユズには付き合っていることを話してもいいって言われたから、今、こうして話してる」

「そ、そっか。……ってことはあたし、もうこの家、出なきゃダメ？」

「いや。就活が終わるまでは大だい丈じよう夫ぶだ。その辺りもわかってくれてる」

「……なんか、すごくちゃんとしてるひとだね、そのひと」

　そこについては同意しかない。

　桐きり原はらは激重の恋れん愛あい依い存ぞんでやきもち焼きだけど、理解はある方だと思う。

　俺のことを、とても尊重してくれている。理想の相手と言ってもいい。

「ごめん……迷めい惑わく掛かけちゃったね」

「いや、俺の方こそ……申し訳ない」

「うぅ～……うぅ～ん……」

　思い出しダメージが大きいのか、ユズは頭を抱かかえて唸うなり始めた。

　だが、少しすると「……よし」と意を決したように立ち上がった。

「銀ぎん。飲もう」

「……え。俺、明日仕事なんだけど」

「一杯ぱいだけなら大だい丈じよう夫ぶでしょう？　無理はさせないから」

　ユズは冷蔵庫からチューハイの缶かんをいくつか持ってくる。氷を入れたグラスも一いつ緒しよだ。

「正直、飲まないとやってられねーわよ！　……お願いだから、付き合って」

「……わかった」

　気持ちはわかるので、付き合うことにする。

　桐きり原はらへの連れん絡らくは──あとでいいか。

　一杯ぱいだけなら、問題なく帰れるはずだ。
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　……銀ぎんに、彼女がいた。

　その可能性はゼロではないと思っていたけど──本人から聞くとショックだった。

　でも、それにしてはどうも気になる点が多すぎる。

　生き真ま面じ目めすぎるほど生き真ま面じ目めな銀ぎんが、どうしてあたしに彼女の存在を隠かくしていたの？

　心に決めたひとがいてあたしを遠ざけたいなら、伝える以上の手はないはず。

　前も思ったけど、この恋こいには何かウラがある。

　あたしや、あたし以外に言えない事情があるんだ。

　銀ぎんは相手方の事情って言っていたけど──それは本当に大だい丈じよう夫ぶなの？

　あたしが選ばれないのは別に構わない。

　……いや、本音を言えば悲しいけど、それはしょうがない。

　銀ぎんの人生は銀ぎんのモノ。選ぶ権利は銀ぎんにある。

　だけど、銀ぎんが幸せになれない道を選ぼうとしているなら──あたしはその相手を許せない。

　お節せつ介かいで自分勝手なのは百も承知だけど、銀ぎんの幸せだけは絶対に譲ゆずれない。

　自じ慢まんではないけど、あたしは銀ぎんのことなら知しり尽つくしている。

　秘密を話させる方法も、熟知している。

「いやぁ、それにしても銀ぎんにも彼女がいたなんてねぇ」

「まぁ、な。へへへっ……」

　銀ぎんはすぐに酔よう。よく笑うようになって、口が軽くなる。

「お相手、どんなひと？」

「……とても頭が良くて、いつも、俺を助けてくれる」

「そうなんだ～っ。ってことは年上？」

「…………」

「あ、違ちがうんだ。同い年？　年下？」

「……秘密だ」

　酔よっているはずなのに口が堅かたい。

　でも、この反応だと、年上ではない。

「どこで知り合ったの？　職場？」

「……秘密だ」

「うーん？　あっ、ゲーム？」

「や、ほんと、秘密なんだ……」

「え～。でも気になるじゃん～。そのひととは結けつ婚こんも考えてる？」

「……まだ、そういうのは、全然」

「ふぅ～ん」

　あたしは銀ぎんのグラスに追加のチューハイを注ぎ込む。

「ユズ、俺、もう一本飲んだだろ？」

「そんなことないよ？　あたしと分けっこして、半分ずつ注いでるもん。それにロックで飲んでるから、もうちょいイケるはずだよ」

「ん、そうか──そうだな」

　──半分ずつ注ぐ、と言いつつ、少しだけ銀ぎんの方を多めにする。

　──氷で薄うすめているから、と言って、飲んだ量を少しごまかす。

　銀ぎんは一本以上飲むと酔よい潰つぶれるけど、その手前に、意識を失うギリギリのラインがある。

　いま注いだ分を飲めば、一本プラスアルファになるはずだ。

　銀ぎんは弱いけど、お酒が大好き。酔ようのもけっして嫌きらいじゃない。

　注がれた分は必ず飲む。……ほら、飲んだ。

　まぶたが半分落ちて、顔もちょっと赤い。

「ねぇ、銀ぎん。今の彼女は銀ぎんを幸せにしてくれる？」

「……うん」

「絶対？」

「……あぁ。でも、俺が幸せにできるかどうかは、まだ、わからない──あいつが、俺を選ぶかどうかも……だけど、俺はちゃんと待ちたい──」

　いま聞き出している情報は、本来なら知ってはいけないこと。

　裏うら技わざを使ってずるく聞き出していることも卑ひ怯きようでつらいし、好きなひとが好きなひとに抱いだいている想おもいを聞くというのも、究極の罰ばつゲームだ。

　はっきり言って、泣きそう。

　……でも、もう少し踏ふみ込む。

「言えない事情ってなんだったの？」

「それは……絶対に言えない」

　あたしは驚おどろく。

　この状態になっても言わないなんて、よっぽどだ。

「あたしにも言えないの？」

「ユズには特に言えない……ユズが聞いたら、きっと……止めてくるから……」

「何それ？　どういうこと？」

「……ごめん、言えないんだ」

　もう座っているのもつらいらしい。

　机に突つっ伏ぷした銀ぎんは、小さな声で続ける。




「──バレたら、終わる」




　それを言ったあと、銀ぎんは動かなくなり、寝ね息いきを立て始めた。

　銀ぎんの背中に毛布を掛かけるあたしは当然、考える。

　バレたら終わるって、なんだ？








４．桐きり原はら灯とう佳か・今の目標：早く大人になること






　学生時代と違ちがい、今の俺にとって月末という区切りは大きな意味を持っている。

　正確には、バイトをし始めてからの俺にとって──だろうか。

　働いていた居酒屋でも、その日が過ぎた月末付近は一番忙いそがしかったし、自分自身も、その日が待ち遠しかった。

　要するに、給料日だ。

　月末以外に設定されている場合もあると聞くが、バイト先の居酒屋も森もり瓦かわら学園も二十五日に設定されている。

　ここ最近は出費が多かった。まとまった金額が入るのはありがたい。

　貯金はまだあるが、金額が目減りしていくのは、どうしても気が滅め入いる。ようやく少し回復してホクホクだ。

　だからと言って、ケチにはなりたくない。

　十一月初週の金曜日。桐きり原はらを連れて外食にやってきた。

　完全個室が売りの和食屋で、ちょっぴりイイお店だ。

「雰ふん囲い気きいいねぇ～っ！」

　畳たたみと掘ほりごたつが目立つ個室に案内された桐きり原はらは、すぐに目を輝かがやかせる。俺も桐きり原はらも変装をしているのが窮きゆう屈くつだけど、こればかりはしょうがない。仕事が終わったあと、家で変装をして、それから店へ──という流れだ。

「料理はコースで予約してるけど、何か飲むなら追加で注文してくれ」

「おぉ、太っ腹ぁ。でも、お金いいの？」

「……この前、心配掛かけた埋うめ合あわせだから。今日は奮発する」

　実は先日、桐きり原はらをまた泣かせてしまった。

　ユズと話をするために自宅へ戻もどった日、酒に酔よって、そのまま朝まで起きられなかったんだ。

　出勤には十分間に合う時間にユズが起こしてくれたんだけど、スマホには桐きり原はらからの着信履り歴れきがずらり。桐きり原はら視点だと無断外がい泊はくだし、「ユズと話してくる」と伝えてもいたので、話がもつれて刺さされたのではないかと本気で心配したらしい。

　一いつ睡すいもできず、警察に相談することも本気で考えたのだとか……。

　慌あわてて電話を掛かけたが、大泣きされてしまい、大変バツが悪かった。

「ほんっとうに心配したんだからね」

「……すみませんでした」

　当日は徹てつ夜やと心労でフラフラだったので、学校も休んでもらった。

「まぁ、無事だからよかったんだけど。ご飯、楽しみーっ♪」

　なかなか大変な一日だったけど、桐きり原はらの機き嫌げんは持ち直している。

　ユズも、あの日からは俺と少し距きよ離りを取って連れん絡らくをするようになってくれた。

　あとはユズの就活さえ終われば、元通りになるはずだ。

　その辺りの報告をしたので桐きり原はらは機き嫌げんがいいのかもしれない。

　そんな桐きり原はらのテンションは、料理が運ばれてくるとますます上がっていった。

　運ばれてきた料理を写真に撮とり、嬉うれしそうに味わっていく。

「写真、ＳＮＳにでも上げるのか？」

「ううん。銀ぎんとの思い出だから。好きなひとがこういうお店に連れてきてくれるの、人生で初めてだしね」

「……そうか。桐きり原はらの初めてになれて、何より」

「わーっ。なんか言い方がエローい？」

「そう思うのは桐きり原はらの心が汚よごれているからだ」

「いいんだもーん。ここは学校じゃないから、良い子モードはお休み」

　食事は先付からデザートまで、和なごやかに進んだ。

　ちょっとイイお店なだけあって、食後のお茶も良いい香りだ。

　……上物の茶葉を使っていそうな感じがする。

　桐きり原はらは紅茶党だけど、たまには家で緑茶を淹いれるのもいいかもしれない。

「おいしゅうございました。素す敵てきなお料理をありがとう、銀ぎん」

「どういたしまして。……で、腹もこなれたことだし、少し話をしたいんだが」

「……何？」

　不ふ穏おんな気配を感じたのか、桐きり原はらが少し緊きん張ちようを見せる。

「そんなに構えなくていいんだけど──今後の話をあらためてしておきたい。本当は暮くれ井いさんの件が片付いたあとにするべきだったんだけど、ユズのせいでバタバタして、話し合うのをすっ飛ばしてただろ。いい機会だから、一度ちゃんと……な？」

「……うん」

「まずは確かく認にんだ。最近、だいぶフライング気味なのは自覚あるんだが……俺たちが普ふ通つうに付き合えるのは卒業後。これは、それでいいよな？」

「うん」

「で、この前してくれた、ずっと一いつ緒しよに──っていう話は先のことだ。気持ちは嬉うれしいけど、桐きり原はらはまだ学生だし、もうちょっと色々な世界を見てから決めればいいと思う。一いつ緒しよにいるのが嫌いや、って話じゃないぞ。縛しばりたくない、って話だ。わかってくれるな？」

「……うん」

「ただ、まぁ……それなら、なんで暮くれ井いさんの件があったとき、あんな無茶をして俺がお前を捕つかまえにいったんだって話になる」

「うん」

「あれは、桐きり原はらが心配だったからだ。案の定、生活はめちゃくちゃ荒あれていたみたいだし。あのままだと寂さびしさのせいで変な男に頼たよってしまうんじゃないか、って心配もあった。……それが嫌いやだったから、強ごう引いんに捕つかまえにいった」

「……うん。ありがとう。すごく嬉うれしかった。あれでまた銀ぎんを大好きになったよ」

「それはよかった。俺も桐きり原はらといるのはとても楽しい。……でも、本当に桐きり原はらの将来や人生を考えるなら、家に行くのも学校での密会もなるべくやめて、卒業まで適切に距きよ離りを取った方がいいんだよな……とは、常に思ってる」

「う～……それはそうだけど……じゃあ、なんで銀ぎんは家に来てくれるの？」

「だってそうしないとお前、今は無理だろ？　平日も土日もひとりで暮らすの、耐たえられるか？」

　桐きり原はらは固まる。

　その後、唇くちびるが尖とがり、じわっ、と涙なみだを浮うかべた。

「無理ぃ～。寂さびしくて絶対無理ぃ～。想像しただけで、ちょっと泣けちゃう……」

「そうだろ……だからまぁ、今はしょうがないかなって……桐きり原はらがいっぱい甘えて落ち着いたら、一いつ旦たん、普ふ通つうのゲーム友達くらいまでに戻もどるのがいいと思う。……どうだ？」

「……そうなったら寂さびしくて毎日長電話すると思うけど、いい？」

「遠えん距きよ離り恋れん愛あいみたいだな」

　距きよ離り感かんとしては、あながち間ま違ちがっていないかもしれん。

「どちらにせよ来年は受験がある。今みたいなべったりはやめて、勉強に集中した方がいい。社会に出たら、勉強だけに集中できる時期っていうのもそうそうないしな」

「……そうだね。寂さびしいけど、今からちょっとずつ覚かく悟ごしてく」

「えらいぞ。そういえば進路はどうするんだ？」

「親とまだ話し合ってないけど、とりあえず進学になるんじゃないかな。父親は自分と同じ大学に行かせたがってるはずだし」

「どうしても働きたいとか、どうしてもなりたい職業がないなら進学がいいだろうな。一いつ般ぱん的てきには、どの業界へ行くにも、いい大学に入ってた方が選せん択たく肢しは広がるし」

「うん。大学に入ったらさ、教員免めん許きよは絶対に取っておきたいよね。卒業したら、森もり瓦かわら学園で教師になるの。そしたら銀ぎんと働けるでしょ？」

「やめとけ。大学にもそのパターンの就職を目指した奴やつがいたけど、別れた場合が悲ひ惨さんだ」

「別れないもん。……真面目な話、就職先としては悪くないと思わない？　生徒会長やってるから学園のことよく知ってるし、先生とも教え子ともうまくやるよ？」

「……あっという間に俺よりえらくなりそうだ」

「卑ひ下げしすぎ～。銀ぎんはしっかりやってるじゃん」

　ちょうど話のキリが良いいところで、店員さんが伝票とお茶のお代わりを持ってきた。

「いい時間だし、飲み終わったら出るか」

「うん」

　お茶を飲み終えて個室を出る直前、「ねぇ」と桐きり原はらが呼よび掛かけてきた。

「普ふ通つうに付き合えるのは卒業後だけど、私は銀ぎんの彼女……でいいんだよね？」

「……秘密だけどな」

　桐きり原はらは安心したように笑う。顔を近付けて、軽くキスをしてきた。

「唾つばつけてるんだからね。浮うわ気きしちゃダメだよ」

「こっちの台詞せりふだ」

「するわけないじゃん。ふふっ」

　ぎゅーっ、と桐きり原はらは腕うでにしがみついてくる。

　会計の間も放してくれなかったので、財さい布ふを出すのが大変だった。







　店を出たあとも桐きり原はらは俺の腕うでにしがみつき、密着したままだった。

「桐きり原はら、少し離はなれないと危ないぞ」

「やーだっ。今のうちにいっぱい甘えるのーっ」

「はいはい……」

「ハイは一回、でしょー？」

「へーい」

　行きはバスで来たけど、帰りは腹ごなしも兼かねてのんびり歩くことにした。

　俺も桐きり原はらも、今はそういう気分だった。

「来年は寂さびしい一年になりそうだな」

「……うん」

　きゅっ、と桐きり原はらが俺の腕うでを摑つかむ力を強める。

「私、ちゃんと我が慢まんできるかなぁ……」

「卒業までの辛しん抱ぼうだ」

「夜、帰ってから朝までずっと電話繫つなぎっぱなしにしていい？」

「……寝ねるときも？」

「当たり前じゃん。寂さびしいもん」

「そうか……」

　会話を挟はさみながら歩き続けて、桐きり原はらの自宅近くまで帰ってきた。

　マンションの入り口前で、俺の電話が鳴る。

「学校から？」

「……いや、ユズからだな」

　最近はメッセージも少なかったし、電話は珍めずらしい。……何かあったのだろうか。

「出ていいか？」

　桐きり原はらが頷うなずいてから、画面をタップする。

『……銀ぎん？』

「ユズ、どうした？」

『…………』

「……？　ユズ？」

　どうも様子がおかしい。

『銀ぎん、今どこにいるの？』

「どこって……外にいるけど」

『誰だれかと一いつ緒しよ？』

「あぁ」

『それって、彼女さん？』

「そう、だけど……」

　質問の意図が見えない。なんでそんなに確かく認にんを繰くり返かえすんだ？

『……やっぱり、その子なんだ』

　電話が一度切れる。……まったくもって意味がわからない。

　困こん惑わくしていると、再び電話が掛かかってきた。

「もしもし？　ユズ、さっきからいったいなんなんだ？」

「なんなんだ、はこっちの台詞せりふだよ」

　その声はスマホのスピーカーからではなくて、近くから聞こえてきた。

　声がした方へ顔を向ける。

　スマホを持って、険しい顔をしているユズが立っていた。

「どうして、そんな格好で彼女と会う必要があるの」

　変装のことを言っているのだろう。金きん髪ぱつウィッグにスカジャン……普ふ段だんの俺なら絶対に選ばない服装だ。人ひと違ちがいを装よそおってとぼけるのは、きっと無理だ。名前も出したし、たぶん、電話に出るタイミングも見られている。

「ユズ、これは──」

「いいよ、説明しなくて。全部わかってるから」

　ユズは俺の隣となりにいる桐きり原はらを睨にらんでから、もう一度俺と目を合わせてくる。

「そっちの彼女さんは銀ぎんの教え子。この間の生徒会長さん。……そうなんでしょ？」







　……桐きり原はらに頼たのみ、「人目があるから」という理由でユズを家に上げてもらった。

　いつも俺たちが過ごしているテレビの前まで移動して、ユズに座るよう促うながしたが、「いい」と断られた。

　ユズは今まで見たことがないくらい険しい表情をしている。

　桐きり原はらの表情も硬かたい。空気がピンと張はり詰つめていた。

　お互たがいに相手が喋しやべるのを待つ中、ユズが重たそうに口を開く。

「悪いなと思ったんだけど、最近、銀ぎんのあとを尾つけていたの」

　俺が仕事を終えて、桐きり原はらの自宅へ向かうまでの間だけ、ユズは俺を尾び行こうしていたそうだ。

　最初の日は駅前のトイレで俺を見失った。変装のおかげだ。

　でも、尾び行こうを始めてから数日後……つまり、昨日の夜。

　俺が変装後も同じ鞄かばんを提さげていたせいで、ついに勘かん付づかれた。

「よく見ると靴くつも同じだった。銀ぎんが泊とまっている家がここだってようやくわかった」

　マンションの中までは追わず、スマホのカメラのズーム機能を使って、俺が入った部屋番号の数字を確かめたらしい。

　──帰るだけなのに、どうして変装する必要がある？

　疑念を深めたユズは次の日、始発に乗って出で掛かけ、朝からマンションに張り付いた。

　俺は『念には念を』の精神で出勤時も変装していたが、桐きり原はらは違ちがう。

　同じ部屋から制服姿の桐きり原はらが出てくるのを見て、ユズは全てを察したらしい。

「ユズ、お前、どうしてそこまで……」

「わかんない？　銀ぎんが心配だったからだよ！」

　尋たずねはしたものの、その答えが返ってくることは薄うす々うすわかっていた。

「一いつ緒しよにお酒を飲んだ日、銀ぎんに彼女のことを絶対に教えられないって言われて、何かウラがあるって感じたの。余計なお節せつ介かいだけど、銀ぎんが幸せになれない相手なら──絶対止めなきゃダメだって思った」

　ひとによっては、狂きよう気きの沙さ汰ただと言うかもしれない。

　でも俺は、ユズを突つき動うごかした気持ちに既き視し感かんがあった。

　今のユズは俺と同じなんだ。

　桐きり原はらとの関係を守るために暮くれ井いさんを尾び行こうしたときと、まったく同じ。

　……ユズにとって、俺はそういう存在だったらしい。

　数年前だったら嬉うれしいはずの気持ちが、こんな形でぶつかってしまうのは──とても悲しい。

「ねぇ銀ぎん。いま自分がやってることがどういうことか、わかってる？」

「柚ゆず香かさん、ごめんなさい。私が悪いんです。最初は私が無理やり先生を」「そんなの聞かなくてもわかってる！」

　たまらず口を挟はさんだ桐きり原はらに、ユズは思い切り言葉を被かぶせてきた。

「銀ぎんの方から教え子に手を出すなんて想像できない。……たぶん、あなたにも何か事情があるんだろうね。それを聞けば、あたしもあなたたちのことを理解するかもしれない──一番大切なことがブレそうだから、あえて聞かないけど」

　桐きり原はらにまくしたてたあと、ユズの視線は再び俺に向く。

「銀ぎん。わかってるよね。どんな事情があっても、教え子なんだよ？　バレたら終わるんだよ？」

「…………」

「変装して注意していても所しよ詮せんは素しろ人うとのやることだよ。あたしなんかにもおかしいってバレるレベルだよ。あたしなんかが尾び行こうしても追つい及きゆうできちゃうレベルなんだよ。絶対に危ないよ！」

「……そうだな。ユズの言うことは、正しい」

　反論したい気持ちもあったけど、ここまでユズが辿たどり着ついてしまっているのが現実だ。

　それが全てを物語っている。

　だが、危ないのもバレたら終わるのも、全部最初からわかっていたことだ。

「でも、もう少し、こいつと──桐きり原はらと一いつ緒しよにいてやりたいんだ。ちょうどさっき、その話もしてきた。気持ちが落ち着いたら、卒業までは必ず距きよ離りを取る」

「それまでにバレたら？　それ、取り返しつく？」

「つかない。……それでも、だ」

「…………」

「…………」

「……そう、わかってくれないんだ。……そんなに、この子が大事なんだ？」

「そうだ」

「……じゃあ、悪いけど、あたし、あなたたちのこと、脅おどす」

　怒いかりだろうか、哀かなしみだろうか。ユズは、声を震ふるわせながら必死に絞しぼり出だしてくる。

「今から、学校と警察にあなたたちのこと言いに行く。あたしがあなたたちを終わらせる」

　隣となりで桐きり原はらが硬こう直ちよくしたのがわかった。俺はひるまずに言い返す。

「なんでそんなことをする必要がある？」

「銀ぎんのためだよ！　あたしが言ったこと、全然わかってないじゃん！　バレたら終わりだって自分でも言ってたくせに！　本当はわかってるくせにっ!!」

　……いや、違ちがう。

　それだけじゃない。

　ユズが本当に言いたいのは、たぶん──。

「全部バラされるのが嫌いやなら、銀ぎん、お願い──あたしを選んで」

「…………」

　ああ、やっぱり──というのが、最初の感想だった。

「あたし本気だよ？　選んでもらえないなら、あたし……ほんとに、行くから」

　脅おどしているのはユズの方なのに、追おい詰つめられているのもユズの方だった。

「……ごめん、ほんとは、こんなみっともないこと、したくない。一度別れたくせに、勝手な女だって、自分でも思うけど……でも、もう二度と……銀ぎんから離はなれて、後こう悔かいしたくないんだよ」

「…………」

「今日のことで恨うらまれても構わない……でも選んでくれたら一生懸かけて、一生尽つくして、あたしを選んだこと、正しかったって、証明するから……」

　浅い呼吸を繰くり返かえしていたユズは、一度深呼吸する。

「今度は何があっても離はなさないし、絶対に離はなれない。……お願い、わかって」

　……思っていた理由とは少し違ちがうが、こうなることがわかっていたから、俺はユズに真実を言えなかった。教え子と恋こいをしているって知ったら、ユズは絶対、俺の将来を思って止めてくるとわかっていたんだ。

　だけど、言われることがわかっているなら、事前に準備はできる。

　……俺は、用意していた答えをユズに伝えるだけだ。

「ユズの言いたいことはよくわかった。……でもごめん。その誘さそいには乗れない。もしもお前を選んだら、桐きり原はらが悲しむ。それは嫌いやなんだ」

「……バラされてもいいってこと？」

「あぁ。覚かく悟ごはできてる」

　腹をくくって、毅き然ぜんとした態度を意識してユズを見つめ返す。

　ユズが、気き後おくれしたのが感じ取れた。

「たとえ破は滅めつすることになっても桐きり原はらを選ぶ。全部バラされても俺はユズのものにはなれない。バラされたら、俺は全力でこいつを守る。俺が好き勝手やったせいだった、悪いのは全部俺だった、っていう方へ持っていく」

「っ、やだよ、先生、ダメだよそんなの……」

「いいんだ、桐きり原はら。全部、決めてたことだ」

　暮くれ井いさんの件を知らないユズに、軽く補足する。

「前にも一回、バレたときがあったんだ。そのときは桐きり原はらに守ってもらった。同じことが起きたら、今度は俺が守るって決めてた」

　しん、と部屋が静まり返る。

「ユズなら──わかってくれるよな？」

　それを言った瞬しゆん間かん、ユズはなんとも言えない、複雑な表情を見せた。

　怒おこっているわけでも、悲しんでいるわけでもなくて……ただ、何かを諦あきらめたのがはっきりとわかる、不思議な表情だった。

「……そっか。そんなに、その子なんだね」

　ユズは、フッと笑う。……うまくいってなくて、口元を歪ゆがませただけになってしまっていたけど意図は伝わってきた。

「またフラれちゃった。ほんと、かっこ悪いなぁ……」

　悲しそうに呟つぶやきをこぼしたあと、ユズはちらりと俺を見てくる。

「銀ぎん、ちょっとだけ教えて。まだ付き合ってたころに、あたしがさっきみたいに銀ぎんを引き留めていたら──あたしたちは別れなかったかな？」

「……あぁ」

「あたし、追い出された元カレから付き合おうって言われたとき、まだ銀ぎんが好きだよって電話するか、迷ったんだ。でも、銀ぎんが『これから転職する、忙いそがしくなりそう』って言ってたから、言えなくて──あのとき電話してたら、銀ぎんはあたしとのこと──考え直してくれてたかな？」

「……あぁ」

「その子の、前に、あたしが……あた、しが……」

　ユズが何を一番確かく認にんしたいのか、俺にはわかってしまった。

「少し順番が違ちがっていたら、俺はユズと一いつ緒しよになってた。別れたあともずっと大切に想おもってた。別の男性と同どう棲せいしてるって言われたとき、寂さびしかったよ。……でも、幸せになってほしかったから、言わなかった」

「……うん。わかった。ありがと」

　ユズは、ぐいっ、と腕うでで目元を拭ぬぐう。

「桐きり原はらちゃん、だっけ。ごめんね、怖こわいこと言って」

　ユズから笑え顔がおを向けられた桐きり原はらは、ふるふる、と首を左右に振ふった。

「さっきの話は全部忘れてね。銀ぎんを、幸せにしてあげてね？」

　こくり、と桐きり原はらは頷うなずく。

　ユズは俺の方を向いてくる。銀ぎん、と優やさしい声こわ色いろで名前を呼んでくれた。

「幸せになってね。……『約束』だよ？」
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　……笑っているのに、ぼろぼろ泣いていた。

「さよなら。ばいばい」

　一息に言い切って、ユズは走り去っていく。

　俺と桐きり原はらは、それを無言で見送る。乱暴に開かれた玄げん関かんが、やかましく閉じる。

「……追おい掛かけなくていいの？」

「追おい掛かけても、何も言えない。……何か言う資格もないよ」

　自じ虐ぎやくではなく、本心だ。

　……なんて言ったって俺は、『あんなもの』を用意していたんだからな。

　テレビ台のそばに俺のビジネスバッグが置いてある。

　あの鞄かばんの底には、ＵＳＢメモリが入っているんだ。

　中身はユズが最近、俺に送っていた自じ撮どりの画像データだ。

　はっきり見ていないけど、裸はだかに近い写真もあったはず。

　桐きり原はらには言っていないし、今後も言うつもりはないが──あのままユズが引き下がらなかった場合、『暴ばく露ろされたら、これをバラまく』と伝える可能性もあった。

　暮くれ井いさんにバレたときと一いつ緒しよだ。……目には目を。歯には歯を。

　秘密を守るなら、結局それが一番わかりやすい。

　でも、用意していた対たい抗こう策を使わずに説得を始めたのは、相手がユズだったから。

　暮くれ井いさんの善性に賭かけるのは怖こわかったけど、ユズなら話は別だ。

　ユズのことはよくわかっている。ユズは俺が手に入らないとわかったら、俺のしたいことを優先してくれる。……そう信じていたから、説得が先だったんだ。

　そして、ユズは俺の信しん頼らいと期待に応えてくれた。

　もう、あのデータは必要ないだろう。あとで全部消しておくつもりだ。

　だけど……対たい抗こう策を用意した時点で、俺にユズを追う資格は絶対にない。

　あいつの元カレ同様、一線を越こえた自覚は、間ま違ちがいなく自分の中にある。

　──今の苦い気持ちは生しよう涯がい、忘れてはいけない。

「桐きり原はら、色々振ふり回まわしてごめんな。でも、もうユズと会うことも、連れん絡らくを取り合うこともないと思う。だから、お前は安心して──え？」

　顔を見て、思わず声が出る。桐きり原はらは悲しそうに目を伏ふせて、ぽろぽろと涙なみだを落としていた。

　困こん惑わくする俺に、「ごめんなさい」とまで言ってくる。

「私が子供なせいで、銀ぎんを傷付けた。……暮くれ井い先生のときもそうだったけど、私はいつも銀ぎんに、大事なもの、捨てさせてる」

「違ちがうよ、桐きり原はら。それは違ちがう」

　グズグズ泣き始めた桐きり原はらを抱だき締しめる。

　桐きり原はらは泣なき止やまない。

「この恋こいは、みんなを不幸にするのかな……」

　そんなことない、と耳元で言い続けた。

「たとえそうでも、俺はお前を選ぶよ」

　どれだけ言っても、桐きり原はらは泣なき止やむことができなかった。

　……ユズも今いま頃ごろ、どこかで泣いているだろうか。

　自分の選せん択たくに後こう悔かいはないけど、二人を泣かせてしまったことは不ふ甲が斐いないし、残念だった。
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　柚ゆず香かさんが帰ったあと、銀ぎんは、泣き続ける私をずっと慰なぐさめてくれた。

　それでも泣なき止やまない私のためにお風ふ呂ろの準備をしてくれて、ゆっくり浸つかっておいで、と送り出してくれた。

　……お風ふ呂ろから上がると、銀ぎんは、ひとりでお酒を飲み始めていた。

　銀ぎんの遠えん慮りよを押し切って、私が冷蔵庫に用意してたやつだ。

「……先に寝ねるね」

　そっとしておいた方がいいと思った私は、ひとりでベッドに潜もぐり込む。

　だけど、全然眠ねむれなかった。

　銀ぎんが来る気配もまったくない。

　もう深夜の二時を過ぎている。

　心配になって銀ぎんの様子を見に行くと、明かりはついたままだった。

　……銀ぎんは、食しよく卓たくに突つっ伏ぷして眠ねむっていた。

　顔に涙なみだの跡あとがあるように見えるのは、私の感傷だろうか。

「……ごめんね」

　私を慰なぐさめているときは、「気にしなくていい」って言い続けてくれた。

　少ししか話せなかったけど、柚ゆず香かさんがどれだけ銀ぎんを大事に想おもっていたかはすごく伝わってきた。同時に、銀ぎんが柚ゆず香かさんをどれだけ大切にしていたのかも──。

　でも、銀ぎんはそれを全部かなぐり捨てて、私を選んでくれている。

　その覚かく悟ごの大きさは私を幸せにしてくれるけど、私を、不安にもさせてくる。

　私が大好きなこのひとは、とても優やさしい。

　誰だれかの痛みに敏びん感かんで、ひとの気持ちがわかりすぎてしまう。

　それはとても素す敵てきな才能だけど、同じくらい危ないモノ。

　周りのひとが傷付くなら、自分が傷付いた方がいいって考える要因になってしまう。

　そのせいでいつか、銀ぎん自身が銀ぎんを殺してしまうんじゃないかって……不安になる。

「銀ぎんは大人なんだよ……大人すぎるくらいだよ」

　私が思うに、子供と大人を分けるのは年ねん齢れいなんかじゃない。

　そこを分ける大きな要素のひとつは、責任感だ。

　自分の行動が周囲に与あたえる影えい響きようを、考こう慮りよできるかどうか──そこの自覚があるか否いなかだ。

　たとえば、私が生徒会で一いつ緒しよに仕事をしているカナちゃんなんかは、そこが圧あつ倒とう的てきに足りていない。優ゆう秀しゆうな能力を持つ子だけど、その点、あの子はまだ子供だ。

　……でも、銀ぎんは違ちがう。

　文化祭や柚ゆず香かさんの件でよくわかった。

　このひとは絶対に逃にげない。

　自分の弱さからも、自分が取った行動からも。

　……きっと、私との恋こいからも。

　このひとは秘密がバレたら全てを自分で抱かかえて、私を守るだろう。

　あれは、噓うそじゃなかった。

　自分で全ての罪を被かぶって、私とは二度と会わない──それくらいの覚かく悟ごがある。

　このひとは全ぜん身しん全ぜん霊れいで、人生を天てん秤びんにかけて、命いのち懸がけで私に恋こいをしてくれている。

　私は、それに見合うモノを返してあげられているだろうか？

　少なくとも今は──自信がない。

　寂さびしいから、一いつ緒しよにいたいから──そんな幼よう稚ちな理由で危ない橋を渡わたらせた自分が、今はとても憎にくい。

「銀ぎん。私も早く、あなたみたいな大人になりたい」

　卒業したら誰だれにも気き兼がねせずに付き合えるとか、そういうことではなくて──。

　銀ぎんが私を大事にしてくれるのと同じくらい、私も、銀ぎんを守れるようになりたい。

　このひとがしてくれるように、このひとを包み込めるような、立派な女性に……。

　そのためにできることを、今からでも考えていこう。

　絶対、何かはあるはずだ。








５．羽は島しま銀ぎん・最近驚おどろいたこと：災害の再来






　ユズが桐きり原はらの家から立ち去った翌日、桐きり原はらの勧すすめもあって、自宅へ戻もどってみることにした。

　中へ入ってみると、ユズの私物は全てなくなっていた。服も化け粧しよう品ひんも、歯ブラシも、全部だ。

　唯ゆい一いつ残っていたのは、ユズが使っていた布ふ団とんだけ。

　ベランダへ干すときに持ち上げると、かすかにユズの匂においがした。

　……いつも愛用していたボディクリームの香りだ。

　懐なつかしい匂においだった。

　長年続いていたユズからの連れん絡らくも当然、途と絶だえている。




　胸にぽっかり穴が開いたような感覚を埋うめるべく、仕事に打ち込むことにした。

　暮くれ井いさんに『期末試験の問題作りを全て自分でやりたい』とお願いしてみたり、机や引き出しの掃そう除じをしてみたり。

　とにかく、余計な考えが浮うかんでこないよう、頭と手を動かし続ける。

　心境の変化があったのか、桐きり原はらも「しばらく銀ぎんに甘えるの、我が慢まんしてみる」と言ってきた。

　ユズがいなくなったから平日の同どう棲せいは解消された。土日も絶対に桐きり原はらの家に行くのではなく、相談して決めていこう、と提案された。

　桐きり原はらとはスマホで連れん絡らくは取り続けているが、今のところ密会のお誘さそいもない。

　久々に、仕事だけに集中している状態だった。

　それが数日ほど続くと、暮くれ井いさんが俺に声を掛かけてきた。

「嫌いやなことを忘れるために動いているように見えるけど、気のせい？」

「……あ、すみません。俺の仕事、どこか雑でしたか？」

「そういうわけじゃないのよ。ただ、いつもと様子が違ちがうから」

　暮くれ井いさんには一度相談に乗ってもらったし、助言もしてもらえた。

　ちゃんと報告をしないのは、不義理かもしれない。

「仕事が終わったあと、例のバーへ行きませんか」と誘さそってみた。

　二つ返事で了りよう承しようを貰もらえた。その日の晩、俺たちはさっそく、前と同じ席で向かい合った。

「……そう。そんなことになったの。大変だったわね」

「いえ……まぁ、しょうがないです」

「そうね。でも、ちゃんと筋を通したんじゃない？」

「桐きり原はらにですか？」

「彼女にもだけど、柚ゆず香かさんにもよ。私の感想だけど、あなたたちって、ちゃんと別れられていなかったのよね」

　暮くれ井いさんは寂さびしそうな表情を浮うかべて、カクテルグラスの縁ふちをなぞっている。

「お互たがいまだ好きだったのに、相手を気き遣づかって、相手のために噓うそを言って、離はなれた方が相手のためになる、って必死に思い込もうとした。本当はそんなことなかったのにね。……まぁ、結果論かもしれないけど。別れたあと、柚ゆず香かさんが幸せになれる相手と出会っていたら何も問題なかったわけだし」

「……そうですね。できれば──これから、そういう相手を見つけてほしいです」

「残念だけど、しばらくは引きずりそうな別わかれ際ぎわよねぇ……ボタンの掛かけ違ちがい、タイミングの違ちがいで明暗が分かれたわけだし……」

「うーん……」

「でも、羽は島しま先生は正しいことをしたと思うわよ？　ちゃんとフって、彼女を選ぶ未来もあったって伝えて、彼女のプライドも守ったでしょう。だからお礼を言われたんじゃない？　これでちゃんと前に進める、って意味の『ありがとう』だったんじゃないかしら」

「……そうだと、いいんですが」

「くよくよしてちゃダメよ。ちょっとしたズレが大きく影えい響きようすることなんて、人生でたくさんあるし」

　暮くれ井いさんは、自分の昔話もしてくれた。

　以前、スポーツの方面で将来有望な生徒を受け持ったときのことだ。その子は大会でも優ゆう秀しゆうな成績を残していたけど、練習試合で負けを確定させるミスをしてしまい、それから全てが狂くるったのだとか。

「重要な試合でもなかった。本当に、ちょっとしたミスだった。それなのに、うまくいかなくなってしまった。……でも、そのおかげで、その子は違ちがう道を検討する機会を手に入れて、今は幸せになってる。もう卒業したけど、たまに連れん絡らくが来るわ」

　暮くれ井いさんは微ほほ笑えんだあと、優やさしく続けてくれる。

「間ま違ちがうのも人生なら、やり直せるのも人生よ。その日、その瞬しゆん間かん、悔くいがないように生きていきましょう。いずれ何かは手に入るから。前を向いてがんばりなさいな。そもそも、あなたは本当に、落ち込む必要なんてないと思うし」

「どうしてです？」

「隣となりに痛みを共有してくれるひとがいるでしょう？」

　桐きり原はらのことを言っているのだと、すぐに気が付いた。

「あの子は子供だけど、大人な部分もあるから。頼たよったら助けになってくれるはずよ。週末になったら会いに行くんでしょう？」

「いえ……それは、ちょっと控ひかえようかと」

「そうなの？　弱ってるときくらい頼たよったら？　女って、男のひとに頼たよられて安心する部分もあるのよ？」

　……そう言われると、会いに行くのも悪くないのでは、と思えてきてしまう。

　言ってくれたのが暮くれ井いさんだからだろうか。

「せっかく好きなひとがいるんだから、大切にしてもらいなさいな。それが、あの子を大切にすることにも繫つながるわよ。……きっとね」

「……そうですね。相談してみます。色々と、ありがとうございます」

「いえいえ。それより、せっかく来たんだから軽くお腹なかに入れない？　ここのお店、カクテルが売りだけどチーズと生ハムもおいしいのよ。サラダも頼たのんじゃおうかな。ひとりだと食べ切れなくて注文できないのよね」

　俺から誘さそったのに、暮くれ井いさんにごちそうになってしまった。

　でも、おかげでだいぶ気分は晴れた。

　……ユズも誰だれかに事情を打ち明けて、切きり替かえられているといいんだけどな。







　暮くれ井いさんと食事をしたあと、タクシーを相乗りしてアパートまで戻もどってきた。時間は夜の九時を回ったあたりなので、まぁ、健全な解散時間だ。明日に響ひびくことはないだろう。

　俺の家へ向かう方があとだったので、車内で桐きり原はらに連れん絡らくを取ってみた。

『今週末、行っていいか？』

『いいの？』

『俺が行きたいんだ。ダメか？』

『それならしょうがないね。待ってます』

　小こ躍おどりするスタンプが送られてきて、正直、ホッとした。

　……今のところ、ユズみたいに俺をマークする人間はいないはずだ。

　桐きり原はらの様子も気になるし、今週だけはお邪じや魔ますることにしよう。

「……ん？」

　自分の部屋がある階に上がったところで、妙みような光景に気が付く。

　何な故ぜか、めったにひとと遭そう遇ぐうしないアパートの通路。そこに、またまたひとがいる。

　しかも、俺の家の前……のような？

　気落ちした様子で、体育座りをしている。

　……向こうも俺に気付いたらしく、静かに立ち上がる。

　喜んで立つような感じではなくて、重々しく、腰こしを上げるような感じだ。

　……見覚えのある人物だ。こっちに近付いてくる。

　ものすごく気まずそうに、とぼとぼとした足取りで近付いてきて、俺の前で止まった。

　俺が黙だまって反応を待っていると、弱々しく呟つぶやいてくる。

「……こんばんは」

「……おう」

　ユズだった。

　背中を丸めて、肩かたを縮こまらせながら、小さい声で話し始める。

「いよいよ頼たよるアテがなくて実家へ戻もどったのですが、予想通りの展開になりまして。数日で、限界でした。……どうか、助けていただけないでしょうか」

「…………」

「…………」

「返事の前に、どうしても言いたいことがあるんだが、いいか？」

「……はい」

「お前、あんな別れ方して消えていったのに、たったの数日で──」

「言わないでぇぇえ～～っ！　あたしが一番わかってるし傷付いてるからぁぁあ……っ！」

　ユズは「ひーんっ！」と情けない声を上げて泣き始める。

　俺は、脱だつ力りよくして肩かたを落とすしかない。

　とりあえず近所迷めい惑わくなので、ユズを連れてアパートの敷しき地ち外まで出た。

　ユズはまだグズグズ泣いている。

　さすがに距きよ離り感かんがバグったユズでも、今度ばかりは参っている様子だ。

「まさか現実になるとはなぁ……」

「……どゆこと？」

「十中八九ないだろうけど、ユズのことだし、もしかしたらこうなるんじゃないかって思ってた部分があってさ……」

　いやいやさすがにないだろう、と踏ふんでいたんだが……さすがのユズだった。

　なんともまぁ……。

「……実は、お前が頼たよってきた場合の対策は、既すでに考えてある」

「えっ……」

「お前が仕事を見つけるまでの間、家に置いてくれるってひとがいる」

「マジで!?」

「この状じよう況きようで期待を持たせるような噓うそを言うほど、人間終わってない。……ちょっと連れん絡らくするから、待ってろ」

　スマホで連れん絡らくをすると、返事はすぐにきた。

　たぷたぷたぷ、と文字を打ち込んで、ふぅ、とため息をつく。

「ＯＫだそうだ。行くぞ。荷物は？」

「今回もこのバッグだけでぇすっ！」

「……そうか」

　これを誇ほこらしげに言う辺り、こいつは、やはり何かがおかしい。

　放り出されなくてホッとしたのか、ついてくる足取りもずいぶん軽い。

「親切なひとがいるもんだねぇ……ねね、これからあたしがお世話になるのって、どんなひと？」

「来ればわかる」

　ユズを先導しつつ、駅へ向かう。

　改札に入ろうとするユズを呼び止めて、少し待ってもらった。

「えっ!?　なんでわざわざ切きつ符ぷなんか買うの……？」

「すぐにわかる」

　向かうのは数駅先だ。

　電車を降りたあと、目的地まで再び俺たちは歩き始める。

「あれ？　さっきの駅って……え？　いやいや、噓うそ、だよね？」

　ユズの独り言には反応せず、俺は先導を続ける。

　目的地が近付くにつれて、ユズの口数が減ってきた。

　これからユズがお世話になるかもしれない家の前に到とう着ちやくすると、ユズは啞あ然ぜんとしていた。

「あの、銀ぎん、えぇと……？」

「どうした。……行かないのか？」

「…………」

「……話だけは、聞いてみるべきだと思うけど」

　ユズは「うぐ、うぅぅ～……」と愉ゆ快かいな唸うなり声ごえを上げたあと、数秒ほど停止した。

「どうする？」

「……行く」

　頷うなずきを返し、エントランスから敷しき地ち内に入って階段を上がっていく。

　目的の部屋の前でチャイムを鳴らすと、まもなく玄げん関かんが開いた。

「こんばんは。……いらっしゃい、柚ゆず香かさん」





＊＊＊






　俺たちが訪ねたのは桐きり原はらの家だ。

　ユズが桐きり原はらの提案を吞のんだ場合、二人は同じ家に住むことになる。

　これからどうなるかは、まだ──誰だれにもわからない。











あとがき






　お世話になっております。扇せん風ぷう気き周まわるです。（※ビジネスメールの出だしをほぼ全てこれで乗り切る三十代）

『教え子とキスをする。バレたら終わる。』の二巻でございました。

　個人的な話で大変恐きよう縮しゆくなのですが、作家としては初めての続刊となります。

　一巻発売後、わりと早い段階で編集さんから「続き行きましょうーっ！」のご連れん絡らくは頂いていたのですが「何があるかわからない。ほんとに決定するまで公おおやけには言えないなぁ」と静かに作業をしておりました。

　既き刊かん本の数は少ないですが、この業界に入れていただいてからはそこそこ長い扇せん風ぷう気き。

　色々と耳にしたり、目にしてきたり…………まぁ、ございます！

　我が身みを振ふり返かえって最強にありそうだなぁと思ったのは「出ます！」→「原げん稿こうがつまらないからダメって言われちゃいましたごめんなさい、てへ」の流れでした。

　心身共に丈じよう夫ぶが売りの人間なので、仮にそうなったとしてもゲラゲラ笑えるのですが、続きを楽しみにしてくださっている方にその流れを見せるのは……と思い、作業に集中しました。

　ＧＯサインが出ただけあって、「続きが気になる！　楽しみ！」と感想を書いてくださった方は多かったように思います。無事に二巻をお届けできたのは、そういったお声のおかげです。

　ありがとうございました！

　一巻から引き続き、楽しんでいただけましたら幸いです。

　二巻でも、担当編集の近こん藤どうさんと井い澤ざわさんには大変お世話になりました。色々と支えていただき、今回も良いいお話になったと思います。ありがとうございました。引き続き、よろしくお願いいたします！

　初しよ稿こう段階で色々と相談に乗ってくれたコトノハさんもありがとうございました！　今年こそはご飯おごります。

　イラストをご担当いただきました、こむぴさんもありがとうございます！　たくさんの方に一巻をご購こう入にゆういただけたのは、カバーイラストの力だと思っています。今後とも、よろしくお願いいたします！

　最後に、繰くり返かえしになりますが、読者の皆みな様さまもありがとうございました！




　皆みな様さまのおかげで「小説の続きを出す」という夢が叶かない、私自身には良いい風が吹ふきました。

　皆みな様さまにも良いい風が吹ふくことを祈いのっております。

　またお会いできることを祈いのりつつ、失礼いたします。








電子書籍特典　書き下ろし短編

『大変だった夜　その２』









　文化祭が無事に終わり、学校の日程も通常モードに戻った。

　そして、授業と授業の間に挟まる、短い休み時間でのこと。

　次の教室へ移動している途中、前方を歩いている女子生徒たちが話をしていた。

　後ろ姿しか見えていないが、俺が担当しているクラスの生徒たちで間違いない。

　列の中に桐原が混ざっているから、確信が持てた。

　で、なんの話をしているかと言うと──。

「いやいやぁ、私は絶対Ｍだなー」

「マジ？　うち絶対Ｓだわー」

　服のサイズの話だといいんだけど、そうじゃないんだろうなぁ……。

「たとえばの話、壁ドンとかされてみたい側？　したい側？」

「したい側」「されたい側～」

　キャッキャしながら、明るく歩いている。

「桐原さんはどっち～？」

「え？　私？」

　急に話を振られて、桐原が戸惑う。……演技かもしれないが。

「彼氏いたことなーい、って言ってたけど、憧れのシチュとかあるっしょー？　たぶんこっちかなー、ってのある？」

「えぇ～……そうだなぁ……私は──」

　答えが気になるところだが、道が分かれる。

　俺は曲がる。彼女たちは直進する。桐原は、自分をどっちだと認識しているんだろう？





＊＊＊






　数日後。週末を迎えて、俺はいつも通り、桐原の家にお邪魔していた。

　家の片付け、掃除も手早く二人で済ませて、お待ちかねのゲームタイムだ。

　先日、アップデートがあったばかりだけど、文化祭の準備で忙しかったから、ずっと遊べていない。

「ネットでスクショ見たんだけど、新しい装備が超可愛いのっ！　絶対ゲットする！」

　桐原のテンションは非常に高い。

　数時間後、お目当ての装備を無事に入手出来て、めちゃくちゃご機嫌だった。

「なかなかセクシーな衣装だな」

「魔女っ子コンセプトだからね。でも、こういうの好き～」

　紫色を基調にしたミニスカートの衣装だけど、背中が大きく開いて、腹部の丈が短い。肌色成分の多い装いだ。

「桐原はゲーム内だと露出の多い服を好むし、取りに行きたがるよな。私服は、あんまり肌を見せないのに」

「現実でやったら寒そうだよ。銀が『着て一緒にデートしてほしい』って言うなら考えるけど？」

「いや、そういうわけじゃないから……」

「ほんと？　気を遣ったり、恥ずかしがって言わないだけだったりしない？　銀、けっこうそういうところあるでしょ」

「残念ながら、勘違いだ」

　と答えつつ、内心はちょっと揺れていた。

　桐原のセクシーな私服姿を見たいか見たくないかで言えば、もちろん見たいに決まっている。

　だが、その辺りを認めて服を仕入れてしまうと、確実にデートを迫られるわけで。

　暮井さんにバレた状況を考えると、二人で出掛けるのはまだ怖い。

「本当かなぁ？　……まぁ、いいけど。今日か明日には、はっきりすると思うし」

「ん？」

「なんでもなーい。ふふふっ」

　桐原は、やけに楽しそうに笑う。……悪戯成分が上乗せされた笑顔だ。

　すごーく嫌な予感がする。

　もう少し突っ込んで話を聞いてみよう、と思った瞬間、チャイムが鳴った。

「あっ、届いたかもっ!?」

　嬉々とした様子で桐原が玄関へ飛んでいく。

　小包を抱えて戻ってきた。

「なんのセットが届いたと思う？　ちょっとずつ開けていくから当ててみてよ」

　セットってなんだ……？

　戸惑っている間に、桐原は手際よく小包を開いていく。

「まずはこれ！　じゃんっ！」

　中から取り出し、掲げているのは──。

「網タイツ？」

「そうっ！」

　なんでだ？　まぁ最近、寒くはなってきたが……。

「とある衣装セットのパーツなんだけど、なんの衣装だと思う？」

「え……全然わからん」

「おっけ。じゃあ、次はこれ！　じゃじゃん！」

　次に出てきたのは、黒いレオタードだ。エナメル質の生地が電灯の光を跳ね返している。

「何かのコスプレ衣装……？」

「おっ、近い近い！」

　網タイツにレオタードと言えば、あれか？

「バニー？」

「せいかーいっ！」

　桐原はうさ耳カチューシャを頭につけて、ぴょんっ、と跳ねる。

　俺は困惑の方が勝ってしまって、いまいちノリについていけない。

「ご飯食べたあとに着替えるから、楽しみにしててね」

「なんで夕飯のあとなんだ……？　そもそも、なんでバニー？」

「まだ内緒っ！　……あとでねっ♪」

　やはり、意図はわからない。でも、楽しそうにしている桐原は、すごく可愛い。







　桐原の考えがわからないまま、時間は過ぎていった。ゲームの続きをやって、夕飯の支度をして、一緒に食べて、食後のお茶を楽しんだ。

「ごちそうさまー。さてさて、お湯を張って、準備しないと」

　桐原は風呂の準備を終えると、姿を消した。

　次に現れると、バニーになっている。

　ほどよく肉感を残して引き締まった足は、網タイツに包まれると、より扇情的だ。エナメル素材のレオタードは上品だが、大きく開いた胸元は魅力的な谷間を作っている。

　細長いうさぎの耳は、片方だけ真ん中の辺りで軽く折れていた。それがまた、可愛い。

「どう？　似合う？」
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「……まぁ、完璧だな」

　可愛いんだけど、目的がわからないので、やっぱり困惑が勝る。

「よしよし。じゃあ、このままお風呂いこ？」

「なんで？」

「いいからいいから」

　桐原は楽しそうに、俺の背中を押して風呂場へ連行する。

　脱衣場で、ズボンと上着だけ脱がされた。パンツとシャツだけの状態で洗い場に押し込まれる。お湯を張っている途中なので、薄着でも寒くはなかった。

「これ、なーんだ？」

　またクイズ形式で質問される。桐原の手に、サラダドレッシングを入れるような透明な容器が乗っている。中身も透明だ。

「なんだ、それ」

「あ、わからない？　これならどう？」

　容器のキャップを開けて、桐原は中身を手のひらに垂らす。

　粘度の高い透明な液体が、手の上に溜まっていく。

「……ローション？」

「あったりーっ！　楽しそうだなーと思って買っちゃったの。そのまま、寝てみて？」

　やんわり身体を押されて、洗い場に仰向けになる。

　桐原の住んでいる家はリッチなので、風呂も広い。寝転ぶことができる。

「んふふ」

　桐原は余裕たっぷりに微笑んで、またがってきた。

　手に置いたローションの塊を、俺の腹の上に落とす。

　ひやっとした感覚に身じろぎすると、にまーっ、と笑みが深まった。

　俺の反応を探るように、両手を使って粘液の膜を広げていく。その範囲は広く、脇腹や胸、肩にまで及んでくる。くすぐったくて身をよじると、「ここ？」と重点的にやられる。

「我慢できないとこって、そのひとの弱いとこって言うよね～。続けると、良くなるかもよ？」

　桐原は、楽しくて楽しくてしょうがないみたいだ。

　一方、俺は反応に困る。

「まぁでも、銀はこっちの方がたぶん、イイよね……？」

　桐原は再び、手のひらにたっぷりローションを溜める。それを、腹の上に追加するのではなく、自分がまたがっている場所に流し込んだ。

　買ったばかりのレオタードのＶ型と、俺の身体の隙間だ。

　桐原が身体の位置をずらすと、双方の大事なところが擦れ合う。

「興奮してくれるかな？」

　桐原は前後に揺れて、桐原を擦り付けてくる。

「ゲームの攻略サイト見てるとさ、たまにエッチな広告が流れてくるじゃん？　あれで、女の子がやってるの見て、してみたくなっちゃった。……銀、どんな反応するのかな、って」

　桐原は高まりを示すように、ぺろりと舌なめずりをしていた。

　俺がこっそり唇を嚙んで耐えている間も、桐原は情欲を煽り続けてくる。身体を揺らして、服の上から俺の胸をくすぐり続けて、弱いところを探り続けている。

「やっぱり、ここかな？」

　桐原はベトベトになっている俺のシャツの中に両手を差し込んで、硬くなっている俺の胸の頂点をいじくってくる。ローションまみれの指は、不覚にも気持ちよかった。

「まだまだだよ？」

　桐原はシャツをまくりあげて、俺の上半身を無防備にする。でも、シャツは完全に脱がせない。両腕のところに引っ掛けて、そのまま引き絞り、手首のところで手早く結んできた。

「縛っちゃった。ごめんね」

　桐原は俺に身体を重ねてくる。

　密着したまま、身体全体を揺らしてくる。その間も、視線は俺の顔に向いたままだ。

「どうしよ。私、すっごく興奮してる。エッチでごめんね」

　謝ってはいるが、微笑んでいるし、やめるつもりはないようだ。

「目、逸らしちゃだめだよ。私だけ見てて」

　言いながら、身体を押し付ける力が強まる。ローションで摩擦が減っているけど、滑りが良い分、快楽も強い。

　思わず声を出すと桐原は嬉しそうに、得意げに笑って、また密着を強めてくる。

「……はぁ、……は」

　耳を澄ませると、桐原も切なそうな吐息を繰り返しているのがわかった。

　たまに、本当にたまにだけど、切なそうに眉を寄せている瞬間もある。

「出したくなったら出していいからね？」

「……やだ」

　さすがにそれは情けなさ過ぎるので、拒否反応が出た。

「……そう？　我慢しなくていいのに」

　言われれば言われるほど、絶対にだめだ、という気持ちが湧いてきた。安いし、既に無いも同然なんだけど、年上のプライドだった。

　……その後、しばらく桐原はがんばっていたけど、俺に本当にその気がないとわかると、動きを弱めた。

「……疲れちゃった。もう、おしまい。でも、気持ちよかったね～」

　身体を離して、縛っていた腕も解放して、俺のことも引き上げてくれる。

「お湯、出すね。流してあげる」

　シャワーノズルに手を伸ばすために振り向いた桐原の手を取り、引き寄せる。

　えっ、と驚いた桐原を抱き止めると同時に、脇から差し込んだ手を桐原の胸に乗せた。

　ひぅっ!?　と大きく反応して、桐原は身を強張らせる。

「あ、あぅ、だめ……」

「なんで？」

「だって、私だってずっと……あうっ！」

　柔らかくて弾力のある胸を軽く押しつぶしながら、手のひらで円を描くように刺激する。

　そんなに激しい動きでもないのに、桐原は小さな子供がむずがるように首を左右に振った。

「銀、待って……やぁぁ……」

　レオタードのＶ型になっているところにも手のひらを当てて、ゆっくり揺らす。

「あっ、あ、あうう、んあうぅ……」

　桐原に抵抗の意志はなかった。完全に背もたれて、俺に身を委ねている。

　触っているだけなのに、明らかに、俺のときよりも反応が大きい。

　男性よりも、女性の方が快楽は大きいと聞く。

　下手すると、俺が受けた数倍の……？　想像しただけで頭が痛くなる話だ。

「銀、お願い、もっとシて……切ないよ……」

「具体的には？」

「……銀の指、欲しい。お願い……あ」

　リクエストに応えて、軽く服をずらし、大事な部分に指を這わせる。網タイツの上からでもはっきりわかるくらい、ぐずぐずになっている。

「ちょっと荒くいくけど──おねだりしたの、そっちだからな？」

「え？　……あっ!?」

　ためらいなく両手を使って、網タイツをビリッと左右に引き裂いた。

　やぁっ、と、か細い声を上げた桐原は身体を小さく震わせる。

　でも、振り返って俺を見つめてくる目は、はっきりとわかるくらい期待と情欲に満ちていた。

　ひどいことをされているはずなのに、悦んでいるのが見え見えだった。

　怒らせたら弁償するつもりだったけど、間違っていなかったらしい。

　片手を胸に戻すと、ぴくっと桐原の身体が跳ねる。

　もう片方の手の指は、桐原の中心に這わせる。今度はぶるりと大きく身体を震わせてきた。

　ゆっくり、じっくり──指を差し込む。その後も本当にゆっくり動かして、反応を探る。

「やだぁっ、なんで、こんな……じれったいよぉ……」

　物足りなそうに言われたけど、応えずに無視した。

　というのも、これくらい身体が開けば、たぶんすぐに──。

　その予想通り、変化はすぐに現れる。

「あ、ぅ……なん、で……きゃぅぅう……」

　ゆっくりなのに、桐原は身体をよじらせて、丸めて、また伸ばして、悶え続ける。

「ほと、んど、動いてないのに……ぃっ！」

　昔、ユズに教えられた。

　これだと深く、長く、楽しめる。

　……ただまぁ、ある一定まで達してしまうと、目の前に火花が散るほど激しいらしいけど。

　桐原もちょっと、苦しそうだ。

「だ、めぇっ……もう、ゆるし、て……銀っ……」

　さすがにかわいそうなので、ちょっと、激しくした。

　今の桐原に、不意打ちに耐える力はなかった。

「ひあっ、ああああッッ！」

　身体を大きく跳ねさせた桐原が、その拍子に俺の上から落ちそうになる。

　慌てて支えて、そのまま洗い場に座らせる。

　桐原が細かく震えて、荒く呼吸を繰り返す様子を見ながら、反応が収まるのを待った。

　どれくらい経ったのだろう。胸を上下させていた桐原がやっと落ち着いて、とろんとした目のまま、俺の腕にすがりついてきた。

　上目づかいで、少し恨めしそうに呟いてくる。

「……今の、何？」

「大人の研究成果だ。初めてか？」

「こんなのあるわけないじゃん……びっくりしたよ」

　ふうっ、とため息をついたあと、桐原は照れ臭そうに笑う。

「色々な世界があるんだね」

「まぁ、な。人類史に直結してる、っていう話も聞くくらいだし」

「なるほどねぇ。はぁ、びっくりびっくり」

　呟いたあと、桐原は愛嬌たっぷりに笑い掛けてくる。

「これからもいっぱい教えてね？　先生♪」

　──あぁ、だめだ。

　不覚にも、今の表情にやられてしまった。年下のくせに、けしからん。

「……ところで、前々から思っていたんだけど、お前って、どっちなんだ？」

「どっちって、何が？」

　数日前、桐原達が廊下で話していた内容をたまたま耳にしていた、と素直に明かした。

「うわっ、アレ聞かれてたんだ！　さすがに恥ずかしいなぁ。気をつけよ」

「で、なんて答えたんだ？」

　桐原は少し迷ったあと、恥ずかしそうに教えてくれた。

「わからない、って答えたよ？　そういう経験、少ないから～っていう噓も混ぜて答えたけど、内容はホント。だって、気分で変わるもん。今日は悪戯したいなーって日と、めちゃくちゃにされて乱れたいなーってとき、どっちもあるよ。簡単には決められないんじゃないかな？　少なくとも、私はそう」

　こういうところでも、桐原には二面性があるらしい。

　優等生だけど、悪い子成分もふんだんに持っている。それと一緒だ。

「今日はどっちだったんだ？」

「最初はＳな気分だったよ？　でも、まぁ、銀が上手で、良くしてくれるから……途中からは攻められるの期待しちゃったよね。ふふふ」

　ぺろっ、と舌を出して照れている。本当に、可愛い奴だ。

「ところで、銀。……これ、どうするの？」

　つんつん、と桐原が俺の下着をつつく。

　……まぁ、言い逃れできない状態だった。

「してあげようか？」

「……いや、それはだめだ」

　さっきも思ったけど、一回でも許したら、ずるずる行くところまで行きそうだ。

「よく我慢できるよねぇ……ある意味、尊敬するよ。本当につらかったら、言ってね？」







　数時間後、俺はいつも通り、桐原に添い寝をしていた。

　健やかな寝息を立てる桐原の身体から、何とも言えない香りが漂い、鼻先をくすぐってくる。

「んんっ……銀、しゅきぃ……」

　悩ましく身じろぎしながら、夢の中でも俺を求めてくれる。

　……我慢するのが大変だった記憶が深く、深～く、残る夜になってしまった。
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